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さて、まず、種田と山田は、謎の部屋に閉じ込められているところから、始まる。そして、種田は、別の部屋に移動させられた。山田は、また出る事が出来なかった。山田は、何かのちからで牽引され、壁に叩きつけられた。さて、山田は、外に出された。廊下は既に、ガラスの刃はなくなっていた。普通の硬い廊下だった。男と女は、彼女を、廊下を引っ張って連れて行った。そして、階段のある部屋に来た。その後、階段を登って、次のフロアに上がった。それから、山田を、広いホールに入れた。そこには、桃が一個置いてあった。山田はとうた「何の真似だ」男は、山田を殴りつけた。山田は、１０ｍくらい、ホールを飛んだ。彼は言った「狭い場所で、Tortureと、此処で拷問と、どっちがいい？」山田は立ち上がった「どっちも最悪だ！」彼女は、男に突っ込んだ。しかし、蹴り飛ばされた。女は、奇怪な術を使い、山田を苦しめた。それから二人は、山田を連れて、山田の部屋に戻った。男は、山田を拘束するように、女に指示を出した、女は、奇怪な術を使って、山田の動きを封じつつ、山田を、空中に浮かべた、男は、格ゲーの動きを見せて、山田を、殴りまくった。部屋は、彼が暴れられる程度には広い、ベッド以外何も無い。彼は、攻撃の手をやめてから、山田に言った「何か、おもろい事言ってみろよ。」山田は、彼にツバをはきつけた。彼は答えた「私には、兄がいたが、３年前に死んだ。」それから彼は、山田の顔を殴った。彼は言った「阿多田タタタたぁ！」そして、山田の顔を、殴りまくった。「山田のこんちくしょう。全部貴様のせいだ。」山田「何がですか？」「兄が死んだ事とかだ。コロナウイルスもきっとお前のせいだ。」山田「何言っているんですか？　私情にコロナウイルスを混ぜないで下さい。」さて、部屋の扉が開いた。そして、誰かやってきた。男だった。目の前の男は言った「この男は、私よりも若い。」山田「へー。」さて、若い男と、男は、並んで立った。ちなみに、部屋には、明かりが灯されている。明かりは、強化ガラスの向こうから、部屋を照らしている。部屋は薄暗い。二人は、合唱した。「モノノ怪パンチ！」山田の顔を殴った。二人の拳で。山田は言った「超痛い。一体ナンナの。」男「合体技の拷問だ。」山田「拷問というからには、何か聞き出したい事があるはず。」男「不覚！　油断大敵ぃいい！」彼は、山田に、肘をつかった連続攻撃を浴びせた。山田「駄目だ。会話が通じない。」若い男は説明した「油断とは、油を切らす事です。」男は言った「俺たちの、親しさを、見せてやろうぜ、」若い男「そうだな、相棒。」この二人の名前は、面倒なので設定しない。どうせ覚えてられない。「合体パンチ！」合唱して、二人は、山田を殴った。山田は言った「痛い・・・一々殴らないで下さい。他の方法で親しさを演出して下さい。」男「私は、このふざけた施設の外で生活しているぞ、どうだ？　羨ましいか。しかし！　仕事中は、このふざけた施設の部屋の１つに駐留している。」山田「それは災難でしたね。」「いや、給料がいいんだ。」山田「私は、時間を浪費しているのに、あなたは、私を殴って、金になって、本当にラッキーでしたね。」男「破邪顕証！！」男は、山田を殴った「悪霊退散！」男は、山田を殴った。山田は言った「私は悪霊では無いです。」さて、山田の部屋に、もう一人女が入ってきた。女も殴る役割だった。彼女は攻撃名を宣言した「魔的連打ァ！」彼女は、山田を殴った。山田は言った「何処が魔的なんですか。邪魔ですね。」「口の減らぬ女め。」山田の部屋は、だんだん狭くなってきている。さて、また誰か入ってきた。その人は、槍を持っていた。「Holy　Lance　Assalt　Attack！！」HLAA。その人は、まだ子供だった。彼は、槍をつかって、山田を突き刺した。もう一人子供がいた。彼は、剣を使って、山田を突き刺した。山田は流血した。二人は、武器を山田から抜いた。山田は言った「にぎやかになってきたな。」さて、槍の子供は、山田に命じた、「顔を伏せろ」山田の首は、かくんと落ちて、山田は、顔を伏せた格好になった。その後二人は、顔を伏せた状態になった。そして、そのまま、各々の武器で、山田を突き刺した。山田は流血した。おもむろに、男は言った「ところで山田、飯食べたいって言っていたよな？　実現させてやろうか。」山田「お願いします。」彼は、山田の口に、米を突っ込んだ。生米だった。山田は、吐き出した。しかし、彼は無理やりつっこんだ。先程の子供がいった「食べ物を粗末にするのは、感心しない。」男「破邪顕証悪霊退散！　南無阿弥陀仏！」男は、なにやらつぶやきながら、山田の口に、生米をツッコミ続ける。彼は、生米攻撃をやめた。それから言った「Jesus Christ！！」そして、山田を殴った。

７４
さて、山田は、種田と共に、建物に入った。二人は、階段を登っていった。そして、５階まで登った。扉があった。山田は、扉を開いて、中に入った。そして、廊下に出た。廊下に出てから、右側の扉を開いてみると、中には、サブマシンガンを持った、敵がいた。敵は、発砲してきた。山田は、扉の表へ引っ込んだ。銃弾は、山田の目の前を、飛んでいって、左側に張られている、窓ガラスを破壊した。それから、敵は、走って、山田の横を通り抜けていった。発砲してこなかった。かわりに、壊れた窓ガラスから、飛び出した。彼は、ふわりと、地面に着地した。山田が眺めていると、彼は、銃を山田に向けて、発砲したので、山田は、窓から、頭を引っ込めた。すると、種田が、身を乗り出して、窓から飛び降りた。そして、敵に、刃物を突き立てて、これを殺した。敵に向かって飛び降りたのであった。いや、一撃だと、死んでないかも知れないが、種田は、肩を切り落としていた。でも、失血死したと思われる。つまり、一撃で殺したという事になる。最初の一撃が、肩に刺さったので。種田は、敵を殺してから、山田に叫んだ「私の勝利だ山田。さっさと降りてこい。」さて、山田は、階段で降りて、庭にやってきた。そして、敵の死体を、クシャクシャにまるめて、ポケットに押し込んだ。それから二人は、運転手に運転させて、家まで戻った。それから、敵の死体を、小さな、黄金の彫像にしてから、台の上に飾った。その彫像は、右肩がなかった。右肩は、現場に忘れてきた。山田と種田が、運転手に運転させて、現場まで戻ると、警察が来ていたので、腕は回収出来なくなった。さて、２人は、家まで戻った。そして、神を呼び出して、神に、黄金の彫像を捧げた。すると、神は、２人に金を支払った。神は言った「腕も揃っていれば、完璧だったんだがね。」神は、黄金の彫像は、そのままにして、去っていった。２人は、神から貰った金で、外食にでかけた。そして、ステーキを食べていた。種田は、山田に殺し合いで、勝利していたので、ステーキを多めに食べていた。しかし、腹の限度というものがある。さて、山田と、種田は、共同生活していたが、ある日山田は、夜道を、一人で歩いていた。そしたら、大きなカエルが一匹、山田の上に乗った。山田は、カエルをクシャクシャにまるめて、ポケットに押し込んだ。それから、家に持って帰って、黄金の彫像にした。小さい黄金の彫像。それから、それを神に見せた。神は、現金を山田に支払った。さて、またある日、山田が夜道を歩いていると、２匹のカエルに、山田は挟まれた。山田は、一匹のカエルを捕まえて、ポケットに押し込んだが、もう一匹は、どっかに逃げていった。山田は、そのカエルも、神にささげて、金を得た。ある日山田が寝ていると、大きな爆音が鳴った。爆弾は、街の周辺に仕掛けられていた。そして、爆発が広がっていった。凄い量の爆薬だった。山田は、街の中心部から、少し外れた場所に、居を構えていた。なので、爆弾の被害には、あわなかった。翌日山田は、先日の、爆弾テロの被害で、死んだ被害者たちの為の、葬式に出席した。さて、爆弾テロの加害者には、懸賞金がかけられた。山田は、探す事にした。まず、爆弾が爆発した、跡地を探した。人は一杯いたが、誰が、爆弾テロの加害者なのかは、わからない。山田は、一人ずつ捕まえて、警察に突き出す事に決めた。しかし、一人目を捕まえて連れて行くと、警察に言われた「余計な事をしないで下さい。」山田「何故ですか？」「この人は、加害者ではありません。あの時間に、アリバイがあります。」山田「時限爆弾では、無いのですか？」「遠隔操作の爆弾です。そして、この人は、事件当日に、飛行機に乗って、遠くにいました。遠隔操作出来る範囲外です。」山田「次の人を捕まえてきます。」山田は、次の人物を捕まえてきた。警察は、犯人候補が、沢山いるので、誰を犯人に仕立てようか、迷った。アリバイの無い人は沢山いた。しかし、他にも、爆弾の材料がある。あと、爆弾作る技術がある。警察は、自白させた。次々と、自白剤を使って自白させていった。しかし、誰も真犯人ではなかった。さて、テレビ局には、爆破予告が送られた。爆破予告の件は、人々に公表された。山田も、それを、路上にあるテレビで見ていた。テロの予告場所は、高級住宅街だった。山田は、中級から、下級の住宅街で暮らしていたので、山田には関係なかった。しかし、犯人を捕まえると、金一封がある。今回使用される爆弾は、特殊なものであった。その為、ある程度の高度で使用する。さて、爆弾者たちは、高級住宅街へ、爆弾を投げ込む準備を進めていた。警察たちは、高級住宅街にあつまった。しかし、爆弾者たちは、遠くにいた。此処から、大砲で、爆弾を飛ばして、撃ち込む予定であった。山田もまた、高級住宅街で、爆弾者たちを探していた。山田もウラをかかれていた。しかし、種田は、ウラのウラをかいて、ちゃんと、爆弾者たちのところにたどり着いていた。しかし、爆弾者たちのところに行くには、色々な、門を越えなくてはならなかった。さて、第一の門には、ゾンビ兵が、二人待っていた。ゾンビだったので、種田は、これをサクっと殺した。ゾンビだったので、というのは、ゾンビは殺しても、罪にならないからである。元々死んでいるので。第２の門では、種田は、階段を登らなきゃならなかった。５０ｍくらい登る必要があった。一方で山田は、道を歩いている、馬車に、跳ね飛ばされていた。山田は言った「こんなの交通事故だっ！　慰謝料を要求する！」馬は、鉄製の靴を履いていた。ところで、ロバも指は一本らしい。種田は、第三の門では、エレベータに乗った。そして、１００ｍ程度上昇した。どんだけ高いんだと思う。種田は、第４の門では、階段でかけおりた。そして、地上３０ｍ高さまで降りた。そのあと、ヘリポートに出た。ヘリポートで、ヘリコプターを待って、種田は、第５の門へ行った。一方で、慰藉料払えと、騒いでいたら、山田は、警備員に逮捕された。重要な点は、相手が警察じゃなく、警備員な点である。彼女は、警備員に逮捕されて、留置場へ入れられた。牢屋の鍵は閉められた。山田は言った「出せ！　出せぇえええええ！！」警備員は、山田に向けて、威嚇発砲した。そして言った「黙ってろ。」山田はおとなしくなった。さて、山田がしばらく待っていると、山田は、留置場からだされた。その後、アパートに連れて行かれた。このアパートは、内側から開かない鍵になっていた。山田は、このアパートに、監禁される事になった。さて、ある日、ポストに投函があった。山田は言った「こんなものより、飯よこせっ！」さて、投函されたのは、バラであった。山田は、バラをキレイに洗ってから、料理して食べた。そしたら、次は、ポストに、米が投函された。山田は米を洗ってから、雑炊にして食べた。バラの雑炊。それでも足りなかった。「食事をよこせ！」ある日、山田が、ドアに向かって突撃すると、扉は開いており、山田は外に出てしまった。山田は、念の為に、扉を閉じない様に、何か挟んでから、旅に出た。ちなみに、山田がごちゃごちゃやっている間に、種田は、とっくに、爆弾者たちと、遭遇して、戦闘を終えていた。しかし、外に出たら、そこは、屋内だった。怖いとは思いませんか？　ずっと屋内だった。山田は、謎の回廊を歩いた。ところで、種田も、このアパートに詰め込まれていた。種田は、爆弾者たちとの勝負に負けたあとに、アパートに詰め込まれた。そして、山田の隣の部屋にいた。山田が歩いていると、種田が出てきた。種田は言った「山田じゃないか。おひさー。」山田「誰？」種田「種田だよ。」山田「あー。そういえばそういう人もいたっけな。」種田「薄情過ぎだろう山田ー。」電話がおいてあった。山田はとりあえず、電気屋に電話してみた。すると、繫がった。電話自体は出来た。出られるかは別として。山田は言った「他に電話する場所ある？」種田「私の実家にかける。」種田は、自分の実家に電話して、親と会話した。そして、電話を切った。「でも出られない。」山田「そうだね。」山田は、種田の顔を見た。種田は、以前通りの種田であって、別人が語っている風ではなかった。山田の身長は、１５５ｃｍだった。種田の身長は、１４５ｃｍだった。種田は、とても小柄だった。さて、山田と種田は、長い廊下を彷徨っていたが、隣にある扉は、硬く閉ざされていた。扉は、５ｍ置きに存在した。山田は言った「この扉にも、誰か閉じ込められているのかな。」扉は、内側から開かないが、外側からも、鍵を使わないと開かない。ところで、この謎の廊下には、扉はあるが、窓は無いので、外を見る事は出来ない。廊下の中の空気は、暑苦しかった。むわっとしていた。換気はされていない。ところで、ライトは、危険なものだった。水銀灯だった。山田はそれを、ただの蛍光灯だとみなしていた。ま、似たようなものだと思うが。どっちにしろ水銀使っているので。山田は言った「何故かライトがついている。」種田「私達を連行する時必要だからじゃないの。」山田「なる程。」しかし、普段は切っておけばいいだけの、話であるし、そもそも、山田の扉は、何故か開いていた。電気で制御されていて、何かの都合で開けたんだろうか。ところで、種田は、山田を右に突き飛ばした。山田はバランスを崩した。そしたら、青い焔が、山田と種田の間を、通過して、飛んでいった。種田は言った「危ないところだった。」種田は、山田に抱きついた。さて、種田のいた地点を、青い焔が通過していった。山田は起き上がった。「何をする」種田「青い焔が飛んできた方角へ行ってみよう。」二人は、前へ進んだ。廊下を前に進んだ。それにしても長い廊下である。先が見えない。さて、種田の助けで、山田は、何度も、焔を避けた。焔は、暗闇のむこうから、高速で、飛来していた。ある時、山田は、焔を受けた。山田は倒れた。山田は呼吸困難になって、一回死亡した。種田は、焔を避けながら、一人で進んだ。山田はほっといて。ほっとかれた山田は、目を覚まし、起き上がって、再び、前に進み始めた。しかし、廊下の向こうから、軽トラが走ってきた。避けるスペースは存在しなかった。種田は、仕方ないので、伏せた。種田の、頭の上の方と、背中の皮膚は、削り取られた。山田は、まともにぶつかった。そして、タイヤで、ぺしゃんこにされた。山田は、治癒を開始した。種田もそうした。しかし、種田が、ゆっくり治癒していると、青い焔が飛んできて、種田を焼き尽くして、種田を呼吸困難にして、これを殺した。種田は、山田のちからを借りて、復活した。種田はいった「山田、助かったよ。」さて、そんな事言っていると、軽トラが戻ってきた。バックで。しかし、軽トラは、山田と、種田に当たろうとすると、青い焔になって、山田と種田に命中した。そして、二人は一旦死んだ。それから、山田が蘇生して、山田が種田を蘇生して、の　流れになった。蘇生もう省略しよう。その後急に、山田は感電して、ダメージを受けた。それから、また、軽トラが走ってきて、今度は二人はぶつかった。ぺしゃんこになった。更に進んでいくと、誰かいた。紫波中央でいいや。紫波中央は言った「雑魚が。私に挑んでないで、家にさっさと帰ったらどうだ？」山田「腹ヘリました。何か食べ物を。」紫波中央「なる程、食料の為なら、怪我は厭わないという訳か。」山田「でも、食料を見つけたよ。」紫波中央の事である。紫波中央「おっと、なかなか恐ろしい女ですね。」紫波中央は、焔を３つ飛ばした、種田は、山田を盾にして、焔を避けた。種田は、刃物を持って、紫波中央に突撃したが、虚空を切った。紫波中央は、幻影を使っていた。本体は、透明化して、別の場所にいる。種田は、その場所を、見極める必要があった。青い焔が何処から出るかを、見極めれば、わかるかも知れない。種田は、紫波中央の事を、事前学習で、ある程度知っていた。なので、透明化している事は、幻影を切った時にわかった。なので、虚空を攻撃するように努めた。紫波中央は、階段のある、脇道へと逃れた。しかし、紫波中央は、間抜けなので、扉を鍵で開いたところを、種田に見られた。種田は、扉に飛び込もうとしたが、扉は閉まった。種田が、ドアノブに手をかけた頃には、紫波中央は、外に逃れていた。しかし、幻影は、相変わらず、廊下内に残っていた。あと、ひき逃げ軽トラも、定期的にやってくる。種田は、しばらく、アオイホノオを相手にしていたが、逃げ出した。撤退した。部屋に一旦戻ってみる事にした。山田はしかし、紫波中央が、廊下から撤退した事に、気づいてなかったので、紫波中央を狙う為に狙ったが、しかし、気づいた。山田は鼻が良かった。紫波中央の香りが消えていた。しかし、紫波中央がいない事は、目で見ないと信じられない。山田は、襲いかかった。しかし、襲いかかる相手がいない。山田は、何度も、ひき逃げトラックにやられたが、アオイホノオは、もう出なくなっていた。同じ部屋にいないと、使えないらしい。山田は、家へ撤退する事にして、戻っていった。しかし、不可解な事があった、戻る最中に、何故か、壁と扉があって、その扉を開いて見ると、そこは、湿地帯だった。蚊に刺された。山田は、そこから出た。山田は言った「不可解な事ばかり起こる。」しかし、トラックが突っ込んできた。山田はプレスされた。さて、湿地帯へ逃げるか、それとも、トラックにプレスされるかの、瀬戸際となった。山田は、湿地帯へ逃げる事にして、逃げていった。山田が、暫くあるいていると、自分の部屋が、開いているのに気づいた。部屋番号は、２１９だった。山田が、部屋に入ると、銃を持った男たちがいて、山田は、銃殺された。山田は倒れた。それから、復活した。山田は、逃げては撃たれ、逃げては撃たれを繰り返した。そして、ようやく、ひき逃げトラックの部屋まで逃げてきた。そして、湿地帯の外に出た。さて、追い打ちをかける為に、男たちは、湿地帯を通って出てきた。そして、山田に攻撃した。男たちは、軽トラが、出て行くと、その時に、山田に攻撃しておいて、それから、軽トラが戻ってくるまで、湿地の方に戻り、それから、軽トラが、戻っていくと、また、出ていって、山田に攻撃する。を　繰り返した。さて、ある時、山田が再生していると、急に、雷撃が空中に放射されて、山田と、男たち両方を、焼き殺してしまった。３人の男は死んでしまった。山田は、復活出来るので問題ない。さて、男たちが、死んだので、山田は、湿地帯に戻る事にしたが、そしたら、ガラス片がどこからか、飛んできて、山田を傷つけた。山田が、扉を開くと、湿地帯はなくなっており、足元が、ガラスの刃で覆われていた。山田は憤慨した。これでは、通る事が出来ない。こうなったら、紫波中央を倒すしかない。山田は確かに、再生するが、痛い事は痛いので、ガラスの破片の上を歩く事は出来ない。破片じゃなくて、剣山だし。さて山田は、車を、地面にへばりつく事で、やり過ごしながら、進んでいった。すると、青い焔が飛んできた。なんというか、結論から言うと、扉を開いて、紫波中央が戻ってきた。山田は焼かれて、苦しんだ。紫波中央による、焔攻撃と、トラックの、ひき逃げ攻撃が始まった。山田は徐々に、紫波中央へ近づいていった。しかし、ある程度近づくと、紫波中央は、山田を放置して、扉の向こう側へ逃げて、鍵をかけてしまう。山田は、諦めて剣山と化した、ガラスの山を、歩く事にした。山田は剣山を歩いた。さて、足を損傷するので、すぐ歩けなくなる。足を損傷して、治って、また歩くを繰り返した。痛そうである。山田が、何度もそんな事を繰り返すうちに、やっと、自室までたどり着いた。そして、自室に入ると、今度は、まもりの男一人がいた。彼は、銃を撃ってきた。多分ライフル。山田は撃たれたが、もう、剣山は歩きたくないので、攻撃して倒さざる得なかった。山田は、何度も復活しながら、チャンスを伺った。すると、相手の、銃弾が尽きた。山田は、刃物で、相手の首を切った。相手は死亡した。山田は、男の遺体を、ドアの外に放り出してから、扉を半分、開いたままにしてから、ベッドに乗って寝始めた。山田が寝ていると、山田は、睡眠剤を打たれてから、運ばれた、そして、廊下を移動させられ、扉から、外に出された。その扉の外も、屋内だった。しかし、こちらは、階段があって、階段の中央に、穴があった。山田は、そこから、放り投げられた。山田は、床に叩きつけられ、絶命した。しかし、生き返った。山田は、酷い寝起きを体験した。山田は、階段の最深部まで降りていたので、とりあえず、上に登る事にして、昇っていった。そしたら急に、山田の首は切断され、山田は倒れた。その後、誰かやってきて、山田から、血液を採血した。それから、去っていった。山田は、廊下に放置された。山田はやがて、復活した。そして、階段を再び、登りだした。暫く登っていくと、山田は狙撃されて、倒れた。頭を狙撃されていた。それから、睡眠剤を打たれ、山田は捕まった。その後、山田は、この謎の建物の内部に、設けられた、精心病棟へ連れて行かれた。山田には、嫌疑がかかっていた。それは、湿地帯にいた、男たち、４名を殺した嫌疑だった。実際には、山田は一人だけ殺している。しかし、理由がどういう理由であれ、山田は収監された。山田はその後、ムチで１００００回打たれて、背中の皮が、ボロボロになって、骨が見えた。ムチ打つ人は言った「ムチ打ちは、物事の基本。」その後山田は、手首を切断されて、絶命したが、復活した。さて、拷問官共は、にやりとした。山田は死なないので、永久に拷問が楽しめるという訳だった。その後、山田の首は、逆向きにされて、山田は絶命した。生き返った山田は言った「殺してしまっては、拷問とは呼べない。」相手「山田専用の拷問だ。」つまり、死なない人に対する拷問。さて、山田の指は、ポキポキ折られた。山田はくもんの表情をした。山田は猿轡された。山田は腕を逆向きにへし折られた。さて、拷問は終了して、山田は、元の部屋に戻された。そして、種田が部屋につれてこられ、山田は、種田と共に幽閉された。種田は言った「このシチェーションは、そうとうやばいぞ。山田、逃れる事が出来ない。」私が刑務所から出られない為である。山田「知っている。」山田は、回復した腕で、残ったバラを炒めた。油は用意されている。そして食べた。「美味しい。」種田「此処から出られないんじゃ、何も出来ない。一体どうすりゃいいんだ。」山田「わからない。私はただ食べたい。そうだ、元々、紫波中央を食べる予定だったんだ。」種田「負けたんだろう。」山田「ちぇっ。此処にいた男、食べておけば良かった。食べなきゃいけないの、忘れていた。」種田「私を食べないでくれよ。」山田「食べたい・・・今すごくお腹減っている・・・」種田「やめろ！」種田は、山田を殴り飛ばした。山田は、壁に叩きつけられた。山田は答えた「友情を、優先する事にするよ。でもお腹減ったなぁ・・・。」種田「畜生、何も出来ねえ・・・。」山田「お腹空いたなぁ・・・。」この部屋には、窓はない。何も無い。壁だけである。壁は、非常に硬かった。その硬い壁を、種田は殴りつけた。すると、拳が砕けた。種田「がはっ・・・クソっ、Hopeless Situation、」種田は、砕けた拳を、治癒しだした。山田は、種田の血液を、ペロペロ舐めた。種田は、山田を突き飛ばした。「山田ァ！」山田「お腹空いたんだもん。」種田「既に地獄は見た。地獄に行っても地獄と感じないだろう。」さて、扉が開いた。種田は、扉を開けた奴に、襲いかかった。しかし、衝撃が、彼女を襲った。彼女は、壁まで吹っ飛んで、壁に叩きつけられた。ドアを開いた男は、種田の持っていた、ナイフを、部屋の中に放り投げた。それから、扉を素早く閉めた。山田も襲いかかっていたが、タイミングが遅れて、ドアにぶつかった。ドアは、非常に分厚かった。そして硬かった。何で出来ているかは不明であるが、とにかく硬い。山田「餌ァ！」彼女は、ドアにしがみついて、ドアを叩いた「餌よこせぇ！」種田は、刃物を拾った。それを、鞘にしまった。種田は、山田のベッドの上に乗った。彼女は山田に言った「一緒にねよっか？」山田「うん。」二人は、絡み合って寝た。しかし、すぐ起きた。種田は言った「寝られねー！」山田「ベッド１つだけだよ。」種田「出してくれぇ！」彼女は、硬いドアを叩いた。そしたら、ドアが開いて、種田は、外に出された。山田も出ようとしたが、扉は閉まった。それから、男が入ってきた。山田は拘束されたあと、彼に、膝蹴りを受けた。「これは、膝蹴りの刑だ」彼は言った。さて、女が入ってきた。二人は、山田の顔を、執拗に、膝蹴りで狙った。その後、拘束された、山田を放置して、二人は、部屋を出ていった。その後、種田がまた、部屋に放り込まれた。種田は、２人に襲いかかったが、圧倒的実力差で、壁に種田は叩きつけられた。そして、２人は出ていって、鍵をしめた。種田は、山田の拘束を解除してやった。種田「クソっ、山田、話し相手がいる方がマシかと思うか？　私はそう思わないぞ。」山田「何かしようか。」種田「いっとくけど、何も出来ないぞ。悪霊でも召喚しようか。そのやり方を知っているぞ。」山田「マジで。さっそくやろう。」しかし、悪霊は召喚されなかった。種田「クソっ、万事休すだ。」山田「ご飯食べたいなぁ・・・」終わり。


７３
山田がいた。山田は家にいた。もう独自性がないので、全部カタカナにする事で独自性を出そうと思ふ。ヤマダガ、ソトニデルト、ナンカイタ。バケモノデアッタ。ドンナケイジョウカトイウト、ミドリムシミタイナケイジョウダッタ。ミドリムシッテ、ドンナケイジョウダロウネ。ゴメンネミドリムシ。ジョウダン。バケモノジャナイ。ダレカイタ。テキワ、ニンゲンデアル。アイテノナマエワ、シワチュウオウッテナマエダッタ。シワチュウオウワイッタ、「ヤーヤー、ワレコソワ、シワチュウオウ。オマエワ、ヤマダダナ。タオス。」サテ、シワチュウオウワ、ヤマダニオソイカカッタ。スルト、ヤマダワ、コウゲキヲヨケタ。ソレカラ、ミカタヲショウカンシタ。ミカタノナマエワ、ロクハラダッタ。ロクハラワ、ヤマダニコウゲキシタ。ヤマダワ、ブットンダ。ヤマダワイッタ。「マサカ、ロクハラガウラギルトワ、ウラギリモノワ、コーキュートスデ、ネムルガヨイゾ」ヤマダワ、ロクハラニコウゲキシタ。ロクハラワイッタ「マチガエタ。スマンヤマダ。」ソシテ、カレワ、シワチュウオウニ、コウゲキシタ。シワチュウオウワ、ブットンダ。ドノテイドトンダカトイウト、ブロックベイニ、ブツカッテ、ブロックベイヲ、ハカイスルホド、トンダ。シワチュウオウワ、オキアガッタ。イッタ「イマナラマニアウ、オレノミカタニナレ、エーット、ナンダッケカ、オマエワ？」ロクハラ「ロクハラ　ダ。」ヤマダ「マドワサレルナ、ロクハラ、チャントコロシテオクンダ。」ヤマダワ、シワチュウオウニ、オソイカカッタ。フタリワハゲシク、ナグリアッタ。ヤガテ、シワチュウオウワ、ハネトバサレタ。ソシテ、カオクニ、ツッコンダ。カオクワ、ソンカイシタ。シワチュウオウワ、サケンダ「ヤマダァア！！　ゼッタイニユルサヘンデー！」ヤマダ「ナゼワタシノ　ナマエヲ　シッテイルンダ。ドウデモイイ。コロス。」ヤマダワ、ツイゲキシタ。ヤマダワ、トリアエズ、アイテヲナグッタ。シカシ、シワチュウオウワ、コウゲキヲウケトメタ。ヤマダワイッタ「ナニヲシテイル、ロクハラ、サッサトヤルンダ。」ロクハラ「ワカリマシタ。」ロクハラワ、ブッコワレタ、イエニ、トビコンダ。ソコデワ、ヤマダト、シワチュウオウガ、トックミアイヲシテオリ、ゴロゴロ、コロガッテイタ。ロクハラワ、トリアエズ、シワチュウオウノ、カオヲケトバシタ。シワチュウオウワ、ベツノバショニ、イドウシテカラ、イッタ「ヨクモヤッタナ、オマエラワ、２ｖｓ１ナド、ヒキョウダトオオワナイノカ」ヤマダ「オモワナイ」シワチュウオウ「ワタシワオモウ。ユエニニゲル」サテ、カレワ、ニゲダシタ。ヤマダワ、アトヲオッタガ、シワチュウオウワ、キエウセテシマッタ。ヤマダワイッタ「オイ、ロクハラ、ニゲラレタコトヲ、オマエノセイニシテ、ゴウモンヲハジメル」ロクハラ「ヤマダワ、コレダカラダメナンダヨ。モットフツウニシロヨ、タイシテツヨクナイクセニ。」ｙマダ「ニャニオー！」ヤマダワ、ロクハラニ、オソイカカッタ。ロクハラワ、ヤマダヲナグッタ。ヤマダワ、トオクニトンデイッタ。ロクハラワ、ヤマダヲツイゲキシタ。ソレハ、ジュウゲキダッタ。ヤマダワ、クウチュウデ、ジュウダンデ、ツラヌカレタ。ソノゴヤマダワ、ラッカシテ、ジメンニオチタ。ヤマダ「クソ、ロクハラノクセニ・・・」ロクハラ「ヤマダノクセニ、イバルナ。」ヤマダ「ウルサイ。」さて、山田は、家に戻った。ヤマダノイエワ、コウイウイエダッタ。６Fデ、ヒロイ。ヤマダワ、ロクハラト、ドウキョシテイタ。ソシテヤマダワ、ヘヤノアカリヲ、ヒトツツケタ。コノショウメイワ、イクツモツイテイル　ナカノ　ヒトツデアッタ。ヤマダノミライワ、ゼツボウニ　ヌリツブサレテイタ。ココワ、イエデワナク、ジツワ、シュウヨウジョダッタ。ヤマダモ、ロクハラモ、シュウヨウジョニ、イレラレテイタ。ソシテ、ヒツヨウナトキダケ、ソトニデテモヨイ。タトエバ、シワチュウオウ　ミタイナ　テキ　ヲ　イジメル　トキダケ。ヤマダノ　チチオヤワ、テイネ　トイウ　ナマエ　ダッタ。テイネ　ワ　ノウミン　ノ　ムスコ　ダッタ。ソシテ、９バンメ　ノ　コドモ　ダッタ。テイネ　ワ　アラユル　シュワン　ヲ　ツカッテ、シュッセ　ヲ　モクロンダ。テイネ　ワ　チチオヤ　ニ　イロイロ　シコマレテ　カラ　ヨウシ　ニ　ダサレテ、ソコデ、ホウコウ　ヲ　オコナッタ。ソノナカデ、イロイロナ、ノウサクモツ　ノ　ツクリカタ　ヲ　マナンダ。ソノ　ノウミン　トシテノ　セイカツ　ノ　ナカデモ　テイネ　ワ　シュッセ　ヲ　アキラメ　ナカッタ。テイネ　ワ　オモニ、サクニュウ　ヲ　タントウ　シテイタ。ソノナカ　ニ　オイテモ　ヨリヨイ　サクニュウ　ノ　ヤリカタ　ヲ　ジッセン　シヨウト　シテイタ。ヤマダノハナシニモドル。テイネ　ガ　３０サイ　ニ　ナッタトキ、テイネ　ノ　コドモトシテ、ヤマダ　ワ　ウマレタ。テイネ　ワ　ヤマダ　ニ　エイサイ　キョウイク　ヲ　ホドコソウト　シタガ、テイネ　ワ　ヒッシニ　ハタライタノデ　アルテイド　カネガ　アッタ。シカシ、ヤマダ　ワ　ウツケモノ　デ　イクラ　ヤマダ　ニ　キョウイク　ヲ　ホドコソウトモ　ドロヌマ　ニ　ミズヲ　ヤル　ゴトク　ドロヌマ　ジョウタイ　ダッタ。ヤマダ　ワ　ヒジョウニ　デキ　ガ　ワルカッタ。テイネ　ワ　ギター　ガ　トクイダッタノデ、ヤマダ　ニ　ギター　ヲ　オシエヨウト　シタガ、ヤマダ　ワ　ギター　モ　ヒケナカッタ。テイネ　ワ　ゼツボウシタ。ゼツボウ　ノ　アマリ　テイネ　ワ　ヤマダ　ヲ　ステヨウト　シタガ　ギリギリ　トドマッタ。サテ、ソンナ、テイネ　ト　ヤマダ　ニワ　ダレモ　ツイテ　コナカッタ。ヤマダ　ワ　イノチ　ヲ　ナニモノカニ　ネラワレル　コトトナッタ。ヨワイ　タメ　デアル。サテ、ヤマダ　ワ　マズ　ハ　ヲ　ヌカレテ　カラ　サケ　ニ　ドク　ヲ　マゼラレ　ソノ　サケ　ヲ　ノマサレタ。ヤマダ　ワ　タオレタ。タオレテ、ウズクマッタ。ヤマダ　ガ　オクガイ　デ　ソンナコトヲ、シテイルト、メノマエ　ノ　リッパナ　ヤシキ　ノ　モン　ガ　ヒライテ　ナカカラ、シワチュウオウ　ガ　デテキタ。コレワ　カコノ　ハナシデ　アル。シワチュウオウ　ワ　イッタ「ヤマダ。カリニ　ヒトビトガ、ヤマダ　ヲ　ボコッタト　シテモ　ワタシ　ワ　キサマ　ヲ　タスケル」サテ　ヤマダ　ワ　モン　ノ　ナカ　ニ　ハコビコマレ　ニワ　ヲ　トオッテ、ヤマダ　ワ　イエノナカニ　ツレコマレタ。ソコデワ、シュジュツ　ヲ　ヤッテイタ。イシャ　ワ　ヤマダ　ノ　フクブ　ヲ　セッカイ　シテ　ナイゾウ　ヲ　テキシュツ　シテカラ　ナイゾウ　ヲ　ショウドクエキ　ニ　ツケコンデ　アラッタ。ソレカラ　ナイゾウ　ヲ　ヤマダ　ノ　フクブ　ニ　モドシテ　カラ　ヤマダ　ノ　フクブ　ノ　キズ　ヲ　ヌイツケタ。ソレデ　ヤマダワ　フッカツ　シタ。ヤマダ　ワ　オレイ　ヲ　イッタ。イシャ　ハ　サケンダ「オレイ　ワ　オマエ　ノ　イノチ　ダ！」サテ　ヤマダ　ワ　マスイ　ヲ　サレテ　ヨクワカラン　ヨウエキ　ニ　ツケコマレ、カプセル　ニ　トジコメラレタ。ヤマダ　ワ　コウソク　サレタ。ソシテ　シバラク　トジコメラレテイタ。テイネ　ワ　ヤマダ　ガ　カエッテコナカッタガ、ソンザイ　ヲ　ムシスル　コト　ニ　シタ　ヤマダ　ワ　ミハナサレテ　イタ。サテ、ヤマダヲ、タスケヨウト、スルヤツナンテ、ダレモアラワレナカッタ。カミ　イガイニワ、ユメノナカデ、ヤマダワ、カミニ　イノッタ、カミワ、ヤマダヲ　スクウタメニ、ヤマダノ　モトヘワ　イカズニ、アル、イエ　ニ　イッタ。コノイエ　ニワ　イロイロナ、シカケ　ガ　ホドコシテアッタ。ソレ　ワ　イシャタチ　ノ　ウシロダテ　ト　ナッテイタ。カミ　ワ　コノイエ　コノヤシキ　ノ　ソノ　シカケ　ヲ　ハカイ　スルコト　デ　イシャタチ　ノ　チカラ　ヲ　ヨワメヨウ　ト　シタ。ソシテ　ソノ　シカケ　ヲ　ハカイシテ　ケッカイ　ヲ　ハッタ。ケッカイヲ、ハッテイル　ウチワ、ダレモ　ソノイエ　ニ　アル　ソウチ　ヲ　ツカウコト　ワ　デキナイ。ケッカイ　ヲ　ハッタ　カミ　ホンニン　イガイ　ニワ。カミ　ワ　シワチュウオウ　タチ　ノ　チカラ　ヲ　ヨワメタ　ノチ　ヤマダ　ヲ　タスケ　ニ　イッタ。ソノゴ、カミワ、ヤマダ　ヲ　シュウヨウジョ　ニ　ユウヘイ　シタ。ソシテ、ユウヘイ　サレタ　ジョウタイ　ノ　ヤマダ　ニ　イタル。ヤマダワ、ロクハラ　ニ　モンク　タレタ「ココニワ　ナニモナイ、カベシカ　ナイ　コンナ　フザケタ　バショ　ニ　ワタシ　ノ　カミ　ガ　トジコメタンダ　チクショウ」ロクハラ「ワタシノ　バアイワ　オヤ　ニ　トジコメラレテイル」ヤマダ「ソンナオヤ　ナンカ　シンデシマエ。トコロデ、ワタシノバアイ、カミ　ニ　スクワレテモ　イルカラ、タンジュン　ニ　カミ　シンデシマエ　ト　イウコトモ　デキナイ。チクショウ、シカシ、イウ、カミ、シンデシマエ！」

７１
今回は、普通にバトルする方向で行く。山田が寝ていた。山田の寝室は、地下室にあった。この家は、地下がB2Fまである。そして、上は、１Fまでしかない。山田の寝室は、深層にあった。目覚めた山田は、カップ酒を飲んだ。それから、自分で揚げておいた、揚げチキンを食べた。山田の好物である。誰かが山田に声をかけた「君が、六波羅か。」山田「誰だ。」山田は振り向いた。そこには、女子が立っていた。彼女は、置物の上に座った。女子は答えた「私は、前田だ。」山田「人違いだ。私は山田という。」山田は考えた「ただし、六波羅ならこの家に、住んでいるけどね。」女子は答えた、彼女は、つか、前田か、前田は、山田に歩み寄った。そして、山田の顔を覗き込んで言った「本当か。」前田は、山田の袖を掴んだ。山田「近い近い、そろそろ帰ってくるんじゃないかな。」前田は、立ち上がってから、山田と距離を取って、座った。彼女は言った「では、待たせてもらう事にする。」山田は、前田が待っている間、食べ物を食べたり、床でごろごろしたり、ソファーに座ったりしていた。前田は言った「遅いなぁ。いつ来るの？」山田「それは、まさに六波羅次第だと思うよ。彼と私はただ同居しているだけだからね。」山田はふと思った「ところで、誰から、六波羅に会えって言われたんだい」前田「君がもっと、私と親しくなれたら、その時教えてやるよ。」山田「ふうん。その時まで、君果たして生きてるかな？」前田「なんだぁ？　自分が強いつもりなのかぁ？」山田「君よりは強いよ。」そんな雑談をしていると、六波羅が現れた。山田は、六波羅に言った「やぁ六波羅。お客さんだよ。」前田「む？　君が六波羅か？」六波羅「にゃあ。」前田「へ？」山田「六波羅は、猫の声を出すんだ。」前田「もしかして、喋れないのか？」山田「いや喋れるよ。猫のなきまねが上手いだけで。」前田「六波羅、頼みがあるんだ。似内を探して欲しい。」六波羅は黙っていた。山田「猿芝居はよせ。」六波羅は、山田を無視した。山田「六波羅は今、喋れないフリをしているんだ。」前田「ところで、えーっと、山田、君は六波羅と同居関係にあるらしいけど、一体何故同居しているの。」山田「え？　んーっと、似内が、」前田「似内を知っているのか？」彼女は飛び上がった。前田「そっか、君にも頼もう。似内がいなくなったんだ。似内を探して欲しい。」山田「へー。似内失踪したんだー。」山田は笑った。「何故失踪したんだろうね。」前田「笑ってる場合じゃない。六波羅も、何か言ってくれよ。似内が、失踪する前に言ったんだ、自分に何かあったら、六波羅を頼れって。」六波羅は無言だった。彼は、どっかに去っていった。そして、部屋の隅にいた。山田「どれどれ。」山田は立ち上がった。そして、でかけていった。前田は困った。あくまで、似内は、六波羅を頼れと言っている。あの山田とかいう女は、本人がそう言っているから、山田で間違いないだろう。六波羅ではない。そして、彼女が六波羅だという、六波羅は、何も答えない。しかし、山田の方は、似内と面識があるらしい。どっちについていればいいんだっ！？　という事を。さて、一方で山田は、似内がどう失踪したのか、調べていた。山田は、陸奥白浜という男が、経営している、事務所に行った。山田は、陸奥白浜に尋ねた「なんか、風の噂で、似内が失踪したって聞いたんだが・・・」陸奥白浜「然り。」山田「ほんまだったか。」陸奥白浜「山田、一週間ぶりだね。」山田「そっか。」山田は、カレンダーを見た。「何か他に動きは？」「ああ、既に、似内がいない事は、噂になってる」山田「似内が、長期的に姿を消す事は、これまでもあった。」「今回は、似内死亡説が流れている。何故なら、似内の死体が見つかったからだ。」山田「そうなん？」「ああ。似内の死体は、ある建物の焼け跡から見つかっている。」山田「歯型は一致したのか。」「そうだ」山田「へえ・・・」山田は色々考えたが、言わなかった。「ま、なら死んだ事でいいや。これからどうなる？」陸奥白浜「抗争が起こる。」山田「なんでやねん。」陸奥白浜「説明いるか？　まずこうだ。似内がまとめていたグループがある。しかし、似内が死亡したので、この派閥が別れてしまう。そして、派閥同士争う。」山田「なる程。」さて、二人が喋っていると、陸中八木が入ってきた。陸中八木は言った「探したぞ山田。こんなところにいるとはな。」山田「陸中八木。」陸中八木「俺の部下になれ。」山田「武漢。」陸中八木「あまりふざけている暇もない。抗争がそろそろ起きそうなんだ。」山田「抗争？　抗争って何さ。」陸中八木「表へ出ろ山田。抗争が何か教えてやろう。」さて、二人はバトルして、山田は負けた。陸中八木は言った「これで私の部下に、ならざる得ないな、山田。」陸中八木は、負けて失心している山田の首に、首輪をつけた。これは、逆らうと、電流が走ったあと、脳内ホルモンが制御され、命令に従う様になるという、素晴らしい首輪である。陸中八木は、山田に命じた「山田お前は、自宅待機だ。」山田は、自宅に戻った。山田が自宅に戻ると、前田がいた。さて、六波羅は、前田に言った「君は、似内を探したいんだね。」前田「そうだ。」山田「まだやっていたのか。」六波羅「喋れる事を今証明しているんだ。」前田「この六波羅君が、さっさと喋らないのが悪い。」六波羅「しかし困った事に、似内が死んだという情報がある。死者を探す事は出来ない。似内の焼死体は、警察が今保有しているはずだ。見に行くか？」前田「え？　マジで。」六波羅「情報ではそうなっている。」山田「そうだった。その話聞いてきたところだったんだ。」しかし山田は、自宅待機を命じられている、六波羅は、前田を連れて、でかけていった。山田はその後も、ずっと家にいた、山田が自宅でくつろいでいると、やがて、陸中八木が、電話をかけてきた。「山田、今すぐ、陸奥白浜の事務所の前に来い。」山田は命令に従って、出ていった。そしたら、陸中八木が待っていた。陸中八木は言った「出かけるぞ。」山田「何処へ？」陸中八木「ホテル。」到着した。ホテルは、２０Fだてだった。山田たちは、そこに入った。１０Fに来た。エレベータでのぼった。１０Fは、他と違う作りになっており、部屋数は一部屋だけだった。陸中八木と山田は、その部屋に入った。すると、他にも人がいた。陸中八木は、その中に、似内が混ざってないか調べた。いなかった。陸中八木は、外に出た。山田もついて出ていった。そしたら、誰かが、女性を３名連れて、部屋に来た。そして、部屋に入っていった。山田はそれを見ていた。陸中八木は言った「似内が此処にもいない。とりあえず、今は、何処に似内が出没しそうか、調べているところだ。」山田は答えた「六波羅は、似内の死体おがみに、警察署に行くらしいけど。」陸中八木「六波羅に会ったら、調査結果をきいておいてくれ。こちらは、似内が出没しそうな場所を調べる事にする。そうだな、山田は、似内が死んでいた場所・・・神社を、見に行ってくれ。何か遺留品とか、証拠が残ってないか確認しろ。」山田「了解。」山田は、ｘｘ神社に向かった。ｘｘ神社は、見てみると、警察の管轄下にあった。テープが張られており、関係者以外、立ち入り禁止になっている。そして、警察が５人くらいいた。山田は舌打ちした。これでは調べる事が出来ない。山田は、魔法を使って、５人を眠らせてから、何かいいものを持ってないか調べた。すると、何も持ってなかった。ムダにあつまっていたらしい。山田は更に、敷地内の焼け跡に入った。すると、似内の焼死体が、置いてあったと思われる場所は、テープで囲われていた。山田は、敷地をぐるぐる巡って、調べたあと、敷地から出て、物陰に隠れた。それから、５人を目覚めさせた。その後、耳元の空間を、５人の警官のそばに飛ばして、何を喋っているのか、聞き出そうとした。すると、こんな事を言っていた「似内の遺留品は、衣服以外に見つかっていない」「歯型を調べたら、警察署に登録してあった、似内の歯型と一致した」の、２つの情報を言っていた。山田はとりあえず、家に戻った。調べたあと、どうするべきか言われてない。家に戻るしかない。山田は、家で寝ていて、暇だったので、外に出てみた。外でほっつきあるいていると、陸中八木がいた。陸中八木は山田に言った「暇そうだな暇ならついてこい。」山田は、陸中八木についていった。陸中八木は山田に言った「見つからないんだよ。」山田「似内が？　暇なら、警察署に、死に顔を見に行けばどうですか？」陸中八木「他の候補を今、陸奥白浜に調査させている。」山田「ふうん。私も暇だから手伝うよ。」陸中八木「調査のポイントは、似内が生前、通っていた場所だ。似内は、多くの物件を、自分のものにしている。それらを、全て回らなくてはならない。たとえば今こっちに向かっている。来い。」陸中八木は歩き出した。陸中八木は、坂を登っていった。そして、下りだした。山田はついていった。坂は、何処までも下っていった。そして、平地にたどり着いた。道は、まっすぐしていた。遠くには、丘が見えた。陸中八木は言った「あの遠くに見える丘の、背後の右側に、その家があるはずだ。」二人は歩き続けた。そして、丘を登った。それから、丘を下った。そして、下って、道が平坦になり始めた頃、右側に、家が見えてきた。家は他に見当たらなかった。家の扉は開いていた。というよりは、扉が存在せず、そのまんま開いていた。二人は、屋内に入った。階段があった。登ってみた。すると、１つ扉があって、そこを開いた。そして中に入ると、また階段があった。そして、その階段を登ると、出口があった。そこから出ると、また扉があって、そこの中の部屋は、行き止まりだった。部屋の中は、バーみたいになっていた。陸中八木は言った「此処が１つ。」山田「疲れた。此処で寝よう。」陸中八木「お前は駄目な奴だよ。」
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今回は、バトルの話から、バトルをさっぴく方向で行く。名前が短いという理由で、似内がいた。似内は、学校に通っていた。似内は、神から命令を受けていた。そして、神は、似内が学校に通うなら、金を振り込んでやると言っていた。実際、似内が、高校授業料、無料化したその学校に通っていると、毎月、１０万振り込まれた。神業である。六波羅がいた。六波羅は、似内に言った「退学だ。似内を退学にする。」似内「何故ですか？」六波羅「転校の為です、似内、君は転校を希望していたね。」似内「そうです。」神の命令である。転校しなければ、１０万振り込むのを中止する。六波羅「そしてたまたま、山津田も、転校を同じ学校に希望していた。」山津田「そうだ。」これは駄目だな。元がバトル系だから駄目なのか、別の理由で駄目なのか・・・。
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赤道直下では、日は急に沈む。つまりだが、西日や東日は無いという事だろう。屋内に日が差さずに、案外涼しいかも知れない。一方で、シアトルは、４５度を記録していた。山田は、暑苦しい逢魔が時に、道路を歩いていた。山田はゆっくりと歩いていた。ところで、ずっと刑務所の中にいるから、よくわからないが、屋外は、夕方涼しいんじゃないのか？　もしかして。建物の中は、夕方最も暑くなる。そうだな、修正しないと。山田は、涼しくなってきた夕方、道を歩いていた。山田は、やや急ぎ足で歩いていた。山田は、坂を登っていた。そして、下りに入った。山田は、傾斜のある、下り坂を、降りていった。すると途中で道が、平坦になる。その、盆地のような地形を、山田は歩いた。山田が、その平坦な道を、あるき続けていると、やがて、丘が見えてきた。道はまっすぐだった。そして、道の隣には、家が建っていた。家は、どれも同じに見えたが、奇妙な事に、家には、路地がなかった。このまっすぐな道は、曲がる事が出来ない構造になっていた。山田は、丘まで歩き続けた。そして、丘を登った。丘の頂上に、男がいた。男は、夕日に照らされていた。

山田はその男から、小包を貰った。そして、元の道に引き返した。そして、自分の家まであるいていった。ゴールした頃には、暗くなっていた。山田が家に戻ると、夫がいた。夫の名前は、紫波中央だった。山田は、夫と会話した。翌日、山田は、外を散歩していた。

六波羅がいた。六波羅は、自宅に戻ろうとしていた。六波羅の家は、４階にあった。彼は、エレベータのボタンを押した。扉は開いた。彼は中に入って、ボタンを押した。扉は閉まった。彼は、上に上昇していった。そして、４Fに来たら、外に出た。彼は、エレベータを放置して、目の前の扉を開いた。そして、目の前の扉に、体を滑り込ませた。六波羅が、家でビール飲んでいると、誰かが、インターホンを押した。鍵穴を覗くと、誰かいた。六波羅は言った「誰だ。」相手は答えた「武田だ。」武田は老婆だった。六波羅はいった「なんのようだ。武田。」武田「弁当買ってきたんだ。一緒に食べようぜ。」六波羅「待った。もしおごってくれるなら、家に入れるが、君がただ、自分の弁当を、俺の隣で食べるだけなら、入れてやんない。」武田「六波羅、んー・・・見損なうな。俺はちゃんと、スーパーマーケットの弁当を、４人前買ってきたんだ。見てみろよ。」彼女は、弁当を見せた。六波羅は、鍵穴から見ていた。六波羅は、ロックを解除した。そして、老婆を家に入れた。六波羅はお礼に、日本酒を、老婆に分けてやった。二人は、食って飲んだ。老婆はその後、帰っていった。六波羅は、一人で、米をといで、米を急速でたいた。その間、寝ていた。それから、目覚めてから、米に、海苔の佃煮を乗せて食べた。そして、酒を飲んだ。さて、六波羅は、ソファーで寝ていた。すると、鍵を開けて、別の人物が入ってきた。同居人だった。彼の名前は、似内だった。似内は、六波羅のたいた米を、食べながら、酒を飲んだ。そして、牛乳を飲んだ。似内は、六波羅に言った「なあ六波羅、塩鯖が欲しいんだ。」六波羅は、覚醒した「あん？　塩鯖かー。買ってこい。」似内「塩鯖が食べたいなぁ。」六波羅「そういえば、似内、今日、武田が訪ねてきたんだ。」似内「入れたのか？」六波羅「ああ。それでなんだが、武田って、一人暮らしだっけか。」似内「なんでそんな事気にしてんだ？　私はなんだろう。Wikipediaか。武田の同居人なんて、私が知るはずないだろう。仲いいなら、君が直接聞けばいいじゃんか。」六波羅「Wikipediaかと思ったんだ。どうやら違うらしいな。ところで、Wikipediaにも、武田に、同居人がいるかどうかなんて、書いてないからな。」似内「なら、どっちみちムダだろう。」六波羅「そうだな。」
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山田は歩いていた。山田が歩いていると、古本屋があった。山田は入って本を読んだ。はぁ。ちなみに私は刑務所にいる。どうすりゃいいってんだ。本読めないぜ。ほぼ。山田が読んだ本は、「きこり」だった。「きこり」は、「風の親分」や、「青髭」に、つながるお話である。山田は本を買って出てきた。その後、山田が歩いていると、シャッターのしまった、酒屋があった。そして、その酒屋の、脇を曲がると、この道は、非常に細い道で、自転車がギリギリ通れる程度の幅しかない。山田は、地図を見ていた。そして、その地図に従って行動していた。次の行く手は、この細い道だった。山田は進んだ。室外機が置いてあった。室外機は、精心病棟の、ベッドの幅程の、狭い道の、右側と、左側に、それぞれ１つずつ、あった。山田は、カニ歩きをして、それを避けた。その先には、建物があった。山田は、建物の２階に登った。そして、２階にある、扉を開いた。そして、その中に入った。テーブルがあった。テーブルの向こうには、イスがあって、イスには、誰か座っていた。山田は言った「履歴書を出した、山田と言います。」相手は答えた「山田さんですか、あなたを採用する事にしました。」山田「ありがとうございます。」「あなたは泊りがけです。」さて、山田は仕事を始めた。事務所には、その人しか、他にいなかった。その人は言った「私の名前は、似内だ。」山田「私は山田です。」「前任者が、仕事をやめてしまったんだ。」山田「そうなんですか。」似内「彼は仕事嫌になってやめたが、あなたもそうならない様に祈るよ。」山田「頑張ります。」似内「まず、彼が仕事やめて、その次、別の職員もやめてしまった。」山田「そんなにハードなんですか？」似内「それなりにハードだ。」山田「落ち着いた雰囲気に思えるけどなぁ。」似内「彼・・・紫波中央がやめてから、彼女・・・西本がやめるまでは、１週間あった。」「はぁ。」さて、似内は、仕事の説明に入った「これが君のデスクだ。そして、此処に、付箋があるだろう。」山田「はい。」さて、仕事の説明は続いた。似内は言った「山田、私は、此処に寝泊まりしている。」山田「はぁ。」似内「私は、仕事は、８時から開始している。山田、君は、７時から、仕事を始めなければならない。」山田「わっかりました。」「私は、８時に仕事を終える。」山田「はぁ。」似内「あなたは、９時に仕事を終えなさい。」山田「午後９時ですね？」似内「そうだ。」山田「わっかりました。」似内「ミスは厳禁だ。」山田「わっかりまし」似内「質問も厳禁だ。」山田「わっかり。」似内「私のミスは、君のミスだ。」山田「へ？」似内「返事は、はい　だ。」山田「はい。」似内「あと、君には現在部下がいないが、君の部下のミスは、君のミスだ。」山田「つまり、全部私のミスなんですね。」似内「ミス山田。」山田「はい。」似内「休みは無い。」山田「給料は？」似内「時給６５０円だ。」山田「わっかり。」似内「辞めたくなったか？」山田「私は、時給３００円で働いた事があります。」似内「それは辛かっただろう。」山田「辛かったです。泥棒になりたい。」似内「押し付けは、信頼だ。そして、無理は頑張る事だ。そして、認められないのは、努力がタリンからだ。」山田「はぁ。」「はい　だ。」山田「あなたが正しい世界では、あなたが正しいでしょう。」似内「君は使い捨ての道具だ。」山田「なる程。」似内「壊れたら取り替える。」山田「私はもう壊れてます。」似内「おや、このテレビはまだ動くじゃないか。」山田「そうですか。」似内「誰もあなたの事など見ていない。」山田「その方がいいです。見られると困る。」似内「人生には、何の楽しみも無い。」山田「いいえ、人生はゲームです。」似内「ゲームなど、何の値打ちも無い。」山田「私はゲームに負けたんです。」似内「そうか。此処をごみ捨て場みたいに思ってはいけない。まだ君には出来る。此処はリサイクル施設だ。」山田「わかりまし。」「ただ機械の様に動けば良い。」山田「わかりました。善処します。」さて、山田は、早速仕事を辞めたくなっていた。しかし、此処に山田は泊まっている。仕事をやめれば、此処を追い出されてしまう。山田は、仕事を辞めた。似内と相談して、残りの給料を貰って、事務所から立ち去った。それから山田は、ある結婚相談所に行った。山田は言った「雇用して下さい。」相手「無理です。」山田は立ち去ろうとした。相手「結婚相談なら、無料で承りますが。」山田「いや、金無いんで、結婚出来ないっす。」彼女は、手を振った。相手「財産無い相手でも、良いって奇特な方が、沢山登録してらっしゃいますよ。」山田「どんな方ですか？」山田は、カタログを見てみた。１０人くらいいた。相手「この１０人が、相手の財産を当てにしない人です。」山田「この中で、こちらが財産を当てに出来る人はいますか？」相手「筆頭はこの人ですね。」六波羅という人だった。山田「よくわかりませんが、この人でお願いします。」相手「今から電話します。」彼は電話した。「もしもし？　六波羅さん、刺巻です。あなたをご指名の方が見つかりましたよ。」六波羅「では今から行く。」さて、刺巻は言った「今からくるそうですよ。待っていて下さい。」刺巻は、粗茶を出した。山田は、雑誌見ながら待っていた。事務所には、トイレと雑誌とお茶セットが置いてあった。刺巻は、１０回お茶を飲んだ。刺巻が１１回目のお茶を飲もうとした時、六波羅が入ってきた。六波羅は言った「あなたですか？」山田「山田と言います。」六波羅「あなたは、私の家に来る気はありますか？　あるのなら、上手く行くでしょう。」山田「別に構いませんよ。」六波羅「なら、ついて来なさい。」六波羅は、山田を連れて行った。まあなんだろう。六波羅の家にたどり着いた。結構歩いた。山田は、六波羅の家に入った。六波羅の家は広かった。庭も広く、庭の南側には、門があった。その門から入った。庭を通って、応接間のある小屋に入った。六波羅は座った。山田に言った「まずは座って下さい。」山田は座った。彼は言った「今夜は帰れませんよ。」山田「何故ですか？」六波羅「夜になると、お化けが出るからです。」山田「またまたー。」彼女は、六波羅を小突いた。六波羅「いや、マジだって。無理して帰ると殺されますよ。」山田「疲れた。もし泊めてくれるなら泊まります。」六波羅「いいですよ。此処は客間になっています。此処で寝泊まりして下さい。庭には出てもいいですよ。私も自室で寝てきます。」彼は出ていった。山田は一旦寝た。そして途中で起きてから、外に出て、庭を見て回った。すると、六波羅がやってきた。彼は言った「私はもう高齢です。」山田「そうなんですか？」「具体的に何歳かは言いませんが、高齢です。そろそろ、子供が欲しいと思ってます。」山田「いきなり子供か。」「駄目でしょうか？」山田「ところで、養って貰えるって聞いているんですが。」六波羅「いいですよ。ただし、ムダガイはしないで下さい。まあなんだろう・・・ピラルクーを育てたいから、水槽買うとか、毎日オペラ行くとか、そういうの。」山田「毎日お好み焼きが食べたいです。」六波羅「いいよ。その程度なら。あと、携帯アプリゲームに、一日に、３万課金するとか。そもそも財布私管理するしな。」山田「やるなら自分の金でやります。お好み焼きはあなたの資金でいいですか？」六波羅「いいですよ。」山田「やったー。」六波羅「では産めるんですね？」山田「いいですよ。」六波羅「ま、そんなに急いでいる訳では無いですが、一応今のうちに子孫作っておかないと、いつ事故死するかわからないですからね。私が。」山田「なる程なー。」六波羅と山田は、広い庭を歩いた。スネ夫の家があるが、スネ夫の家の敷地より広い。どれだけ固定資産を払っているんだろうか。此処は山林扱いである。山林って税金いくらなんだろうね。さて、婚姻届に必要な事項を記入した。六波羅はそれを郵送した。



７１
山田は、何かを競売していた。英語学びたい。馬でいいや。この馬は特別な馬で、栗毛と灰色の馬だった。さて、競売が終わった。山田は、馬に通されているタグに、自分の名前を記入した。これで、この馬２匹は、山田の馬となった。山田は、２匹の馬を放した。馬は、草原にかけていった。山田は、仕事を終えたあと、西田の執務室に行った。そして西田がいたので、西田に言った「さて、仕事は終わった、刺巻にかえしてくれ。」西田は答えた「次の競売があります。あなたは、次の競売も完遂せなならん。」山田「誰か別の奴に任せろよー。」西田「競売に出るには、金がかかる。山田は、資格を持っているので、無料で参加出来る。」山田「邪魔な資格だなぁ。」西田「そのおかげで、おまんま食えているんだから、文句言わない。」さて、山田はその後散歩していた。すると、ある男が山田に声をかけた。彼は山田に言った「英語の勉強をしろ。」山田は言った「英語の勉強している暇無いんだけどなぁ。」彼は山田に縋った「お願いだ、勉強してくれ、金が無いんだよ。」山田「次の競売まで、あと一週間ある。一週間暇だから、勉強してもいいよ。つまり、授業料払えってのね。」さて、男の名前は、似内だった。似内は、表現の授業を行った。山田は学んだ。似内はある日、自分の友人を紹介した。友人の名前は、六波羅だった。六波羅は言った「私の傭兵団に入りなさい。」山田「私戦闘など出来ません。」六波羅は、山田に縋った、このパターンである、「頼むよぉ。山田が入ってくれると、借りている練習場の、支払いが、無料になるんだよぉ。」山田「わかりました。幽霊部員ですね。」山田は傭兵団に加入した。さて、ある日、依頼主が来た。依頼主は、盗賊だったが、この盗賊は、人から盗むのを、一時的にやめていた。そして、トレジャーハンターになっていた。彼は、ある捨てられた集落を探っていた。彼は、その集落を探検する際に、傭兵団を雇おうとしていた。傭兵団のメンバーは、六波羅自身、六波羅の弟子が２名、山田。合計４人だった。あと、山田の競売まで、２日だった。山田はでかけた。そして、調査した。調査したら、其処は、人がまだ住んでいるのがわかった。盗賊は言った「誰かいる以上、まだ危険があるかも知れない。やはり雇って正解だった。」彼は、１万円で、発注していた。さて、西田も傭兵団の一人だった。競売の１日前、西田は、山田と会議を開いた。「競売には、私も参加する。そして、私かあなたの、どちらかが勝利するとしておく。」山田「了解。」西田「ところで、ある資格を達成する予定がある。その資格の達成条件の詳細を説明しておく、まず、竜を一人倒す事。７つ頭の、やらん族の紳士を、倒す事。首を１８つ持つ、竜を倒す事。」山田「倒す事ばっかじゃないか、そんなものか。」さて、次競売にかけられていたのは、教会だった。教会には、パイプオルガンがついていた。山田はそれを購入に成功した。さて、教会を購入したあと、山田は、刺巻に戻った。刺巻には、えーっと、傭兵団の一人がついてきた。彼の名前は・・・紫波中央だった。刺巻に戻った山田は、赤い竜を滅ぼしにでかけた。赤い竜との戦闘はこうだった。赤い竜は、家に住んでいた。その家は、２００ｍあって、２０ｍの幅を持つ、木の、木のうろ　の　奥底にあった。そして、山田と、紫波中央は、そのうろを降りていった。そして、家にたどり着いた。その家に入ると、竜は、テーブルについて、ワインを飲んでいた。山田は、テーブルに置いてあった刃物を、手にとって、竜に襲いかかった。そうやって二人は、竜を殺した。これでまず、ひと仕事終わった。私は戦いに疲れているが、戦う話しかないので、仕方ない。戦わない話ピックアップするかー。たたかい　に　つかれた　せんし。ところで、携帯ニュースに出ていたが、古代の日本では、女性も戦っていたんだとさ。私は男性だが、戦う話考えなきゃいけない義務など無いはずである。本当に疲れた。刑務所入ったんだからむしろ、おとなしくする事を義務付けられて良さそうなものである。

７１
山田がいた。山田にはルームメートがいた。ルームメートの名前は、松田だった。松田はある日言った「そろそろ別居する。」山田「つまり、部屋を借りる資金が出来たんだね。良かったじゃん。」松田「親と連絡がついたんだ。金を出してもらう事になった。」山田「ふうん。」ところで、山田には彼氏がいた。そして、松田にもいた。しかし、同棲はしていない。松田は言った「ところで、山田、羽田と付き合っているんだって？」山田「確かに、羽田さんとは、こないだ一緒に銭湯にいったよ。」松田「羽田には、彼氏がいないって話をきいているけど。」山田「多分いないんじゃないのかな。というのは、彼女は既に、彼氏にしたい候補を作っていて、それを教えてくれたから。」松田「それは誰？」山田「六波羅。」松田「六波羅誰だよ。私その人知らない。」山田「私もよく知らないけど、六波羅って名前らしいよ。」松田「どういう外観なの？」山田「身長１７３ｃｍ、体重６０ｋｇ。」松田「それは多分イケメンだね。」山田「平均だと思うけどね。」松田「私の持論では、平均＝イケメン。」山田「私は体重重い人の方が好きだけどね。」松田「へー。そういえば、私に以前、彼氏いたって話したけど、彼には逃げられた。」山田「なんで？」松田「よくわからない・・・」山田「推理しなきゃ駄目だよ。」松田「推理すると、自己責任になるから、推理しない方がいい。私の事気に入らなかっただけだよ。彼が個人的に。」さて、山田がメールを見ていると、メールが来ていた。種田からメールが来ていた。種田「明日会おう。時間は１０時。場所は駅前。もし駄目ならメールしてくれ。」山田は、翌日の予定をキャンセルして、種田に付き合う事にした。一方で、羽田からメールが来ていた。羽田はこう書いていた「こないだはどうも。ところで、風呂入りすぎると、体がふやける。」山田は羽田に返信した「なら、私はしばらく入らない。」さて、種田からメールが来た。種田はいっていた「ところで山田、彼氏いるっけか」山田は答えた「いる。」種田「なる程。私はいない。ところで山田、私以外にメールする相手はいるのか？」山田「いる。」種田「実は私は他にメールする相手いないんだ。」山田「そうなんだ。」種田「だから、山田とメールするの楽しみにしている。」山田「そうなんだ。でも特に書く事ないけどね。風呂入る時足から入るとかそんな程度の事しか。」種田「ラインやろうぜ。」山田「スマフォ使うの面倒だからやらない。」種田「即答だな。さすが山田。」山田はパソコンでメールしている。山田「ところで駅前に行くから。」種田「待っている。」さて、翌日山田が目覚めると、松田がいた。松田は山田に言った「オハイオ。」山田「スリップノット。」松田「山田、ダンボール持ってない？」山田「無い。全部捨てました。」松田「それは残念だ。」山田「何に使うの？」松田「引っ越しの準備だ。」山田「引っ越すなら、全てトランクケースに詰めるのがおすすめだよ。」松田「布団どうするのさ。」山田「全部捨てました。」松田「捨てねえよ。」山田「私はシラフ持っていくだけだけどね。」松田「この家は山田の家だ。」山田「確かに一応そうだけどさ。」山田が借りている家である。松田「山田、彼氏出来たんだから、私が引っ越して、彼と同棲すればどうかな。」山田「別にあなたがいてもいいんじゃないの？」松田「性行為する時どうするのさ。」山田「乱交する。」松田「寝取ってしまっても困るしな。」山田「私が困るだけじゃん。」松田「ガードが甘いな。ま、私には関係ない事だが。そうだな、なんか無関係の男に惚れられても困る。」山田「私ならとりあえず試すけどね。」松田「そっかー。まあでもとりあえず、引っ越しの準備は進めておく。」山田「進めるも何も、引越し先を探せばすぐだよ。」松田「いや、そんなに急いでいる訳じゃない。」山田「煮えきらない松田。」さて、山田は、種田に会いに行った。種田と一緒に山田は食事をしていた。食堂で。んー。他の参加メンバーは、篠原だった。篠原は言った「山田に彼氏出来たんだってな、山田の彼氏ってどんな人なんだ？」山田「身長が１７３ｃｍで、体重が６５ｋｇなんだ。」篠原「他に情報は無いのか？」山田「ヒゲ。」篠原「ヒゲなのか。」山田「伸ばす為に一切剃ってないらしい。ハーラル美髪王か。」松田「ハーラル美髪王って誰。」山田「調べるとわかるよ。髪の毛切らなかった人。」松田「ヒゲじゃなくて髪の毛か。」篠原「セックスした事はある？」山田「無い。」篠原「無いのかよ。」山田「無いですね。」篠原「でもそれって彼氏って言えるの？」山田「本人がそう言っているんだから、そうなんじゃないの？」篠原「浮気はしてないの？」山田「梅毒持ちは困る。」篠原「はぁ・・・。ところでソイツの写真ある？」山田「見せていいのか不明だから見せない。顔出しNGかも知れないし。」篠原「顔出しNGだと、YOUTUBEの再生数延びないらしいよ。」山田「別にYOUTUBERでは無いと思うよ。彼は。」篠原「臆病者には用は無い。」山田「じゃあ私がいただく。」山田はメールで、彼氏と会話した。彼氏の名前不詳。彼氏は言った「別に顔出しNGじゃないよ。」山田は写真を見せた。篠原「あら、イケメンじゃん。」山田「そうかな。」山田の彼氏は、顔普通である。篠原「普通＝イケメン。」理由はある。私が平均未満だからだ。篠原「よく、山田の彼氏になったわね。」山田「ああ・・・セックスしたいだけなんじゃないの？」篠原「でもセックスレスなんでしょ。」山田「私から財宝のパスワード聞き出す予定なんじゃないの。」篠原「結婚詐欺だな。ところで山田。私は彼氏も彼女もいないんだ。」山田「そうなんだ。でも、ガールフレンドなら私がいるじゃん。それとも私は友達じゃないのかな。」篠原「そういう意味じゃないんだけどさ。」山田「じゃあどういう意味なの。」篠原「山田、全部理解しちゃいけない。」山田「ふうん。」さて、山田と篠原は別れた。山田は、種田と一緒に、ある建物に行った。それから二人は、建物の影に隠れた。種田は山田に抱きついた。山田は抱きしめられながら言った「これはどういう事？」種田「山田、考えるな感じるんだ。」山田「そっか。」種田は山田を離した。種田「じゃあそういう事で。」山田「もう終わりなの？」種田「何を期待しているの山田。ところで、山田は私に対し、かなり優しい方だと思っている。」山田「そんな馬鹿な。」種田は、指を振った「山田、私の友達の無さを、みくびっちゃいけない。」山田「私だって友達出来たの最近の事だよ。知り合いなだけかも知れないし。」種田「ではまた。」種田は去っていった。種田は、ある日言った「学校がつまらない。」山田は答えた「私はそもそも、学校に行ってない。」山田は中卒だった。さて、メールがあった。今度は、山津田からだった。山津田は、会えないかどうか聞いてきた。山田は会いに行った。山津田はいった「私には好きな人がいるんだ。」山田「そうなんだ。なぜ好きな訳？」山津田「思わせぶりな事してくるんだ。」山田「そっか。」彼女は、自分の彼氏の事を思った。彼はこう言っていた「付き合って下さい。」「付き合って下さいって言われた？」山津田「言われてない。」山田「言われればいいのに。」山津田「言われればいいのにって・・・、最近放置されているんだ。」山田「飽きたんじゃないの。」山津田「そっか。やはり濃度が薄いか。」山田「何の？」山津田「私の。」山田「ははぁ。」山津田「でも彼は優しいんだよ。褒めてくれるし。何かと。」山田「私はその・・・言葉だけの優しさは要らない。」山津田「ふうん。さびし、んんん。」山田「みなまで言うのか？」山津田「言葉だけ重要だよ。」山田「そんな事は無い。こういうのでいい。山田は馬鹿で可哀想だから、これやるよ。と言って、５００円くれる。」山津田「本気で言っているの？」山田「ツンデレと解釈する。」山津田「私は物質派では無い。山田は物質派。」山田「物質の方が正義。」さて、山田と山津田は別れた。そして、山田は家に帰った。家に帰ると、松田がいた。松田は言った「詰め込むものが一杯ある。」山田「そうなんだ。」松田「私は同人誌を沢山持っている。」山田「そうらしいね。」山田は金はらって借りて読んでいた。山田「売れば？　公共の福祉になるよ。」松田「出張買取だな。」松田はある時言った「山田喜べ、彼氏が出来たんだ。」山田「随分早いな。良かったやん。」じゃないか　って　長すぎるよね。それに、否定語入っているし。ある日山田は、羽田と会った。羽田は言った「山田、私に何か隠し事してない？」山田「一杯かくしているよ。」羽田「何？」山田「たとえば、ある駅に行った時、ジキル博士とハイド氏　の　絵本が置いてあった。」羽田「なる程。耳寄りな情報だな。」２人は映画を見に行った。どういう映画かは考えない方がいいと思う。私がどんな映画を見たいか考えてみよう。カメレオンが、捕食する動画。なぜカメレオンなのか不明である。大航海時代のヨーロッパを舞台とした映画が見たいかも知れない。山田はそんな映画を見たかったが、羽田には別に見たい映画があった。その映画はこうであった。・アニメ映画。・アメリカが舞台。・女子二人が、スターを目指す。さて、羽田はこの映画を、山田に紹介する際に、３つの観点を述べた。山田は答えた「ああ、ユニオンジャックか。アメリカの国旗には、確か、５６の星があったな。５８番目の星になる気か？」ところで、アメリカの国旗の星の数は、５０である。山田は間違えている。羽田は答えた「アメリカの州数は、５０だよ。」山田「間違えた。てへぺろ。」羽田「・・・スルーして、えーっと、行くか。」二人は見た。山田は、悩んでいた、自分が何が好みなのか・・・。料理番組かも知れない。山田は、映画を見ている間、自分の好みを悩み続けた。そして、結論が出た。結論が出た時、映画は終わっていた。終わると羽田は泣いていた。山田の結論はこうだった。海に行き、ムラサキガイを取る。それが結論だった。つまりだが、貝類に、放射性金属が混じらない様に、原発に反対しなければならない。羽田は言った「清らかな友情だった。」山田「ふうん・・・ああ、私も見ていたんだ。そうだったね。これでテーマが、捨てられた放射性廃棄物を、政府に除去させるテーマだったらもっと良かったね。」アメリカ政府は、ロッキー山脈に、再処理済みのゴミを捨てている。現状に迎合するだけの姿勢は、あまり評価出来ない。ところで、貝類は、重金属で汚染されるらしいので、放射性金属も取り込む。貝類がカルシウムを使っているところにポイントがありそうだ。羽田は急に、松田の事を言った「ところで、松田はどうしていますか？」山田「引っ越す準備をしている様子だけど。」羽田は言った「ところで山田、今度どっか行きたい場所ある？」山田「海行きたい。岩場の海岸に。貝取ろうよ。」二人は解散した。さて、なんだろう。松田が家にいた。松田は山田に尋ねた「山田、羽田はどうしていた？」山田「普通だったよ。」松田「普通ってどういう意味？」山田「映画見にいってから、次海行く約束した。」松田「映画かー。最近見てないな。」山田「どんなのが好きなの？」松田「いや、特に無いけど。そういや山田、私、出発先が決まった。」山田「そうなんだ。」松田「ではそういう事で。」山田「明日出るの？」松田「うん。またね。」山田「またね。」翌日、松田が出かけようとしていると、松田の母親が、山田の家にやってきた。松田の母親は、唐沢という名前だった。唐沢は言った「唐沢です。よろしく。家に入っていいですか？」山田「いいですよ。」山田は唐沢を家に入れてから、お茶を出した。「お茶です。」唐沢は言った「二人とも、仲良くやってる？」山田「金銭的な問題はクリアしています。彼女は同居人として、とても良い相棒だと思います。何も盗みませんし。」松田は、同人誌を隠した。それから、母親の元に来た、そして言った「何も隠してないよ。」唐沢の夫の名前は、刺巻だった。「ところでさ、私刺巻と喧嘩してきた。」松田「なんで？」唐沢「なんか、外国行ったんだ。刺巻が出張あるから。そこで放置された。」松田「はぁ。」松田にはピンと来なかった。「それが理由？」唐沢「うん。概ねそう。ところで山田さん。」山田「はい。」唐沢「松田には、もっと広い物件がいいと思う。マンション借りようと思うんだけど、もし、あなたが良ければ、借りてあげるよ。別の物件。松田との交流が途切れないように、隣同士の部屋にでも。」山田「松田さんにはお世話になってます。でも、私は今、家賃の半分払って貰っているので、今の状態がいいんです。」唐沢「私は、松田をこの悪条件に置く事は出来ない。必ず別の物件を借りる。」山田「わかりました。では仕方ないです。」唐沢「なんなら、マンション買ってプレゼントしようか。」山田「プレゼント受けます。」松田「山田、調子がいいな。」山田「貰えるものはもらう。」唐沢「ところで、この家にしばらく泊めてもらえないか？」山田「別にいいですよ。特にマンションくれるのであれば。」ところで、一部屋だけである。マンションって言っているけど。唐沢はいった「家賃は払う。」山田「此処の部屋の家賃は、３万です。１．５万払って下さい。」唐沢は、１．５万出した。唐沢「私が金出すから、どっかに遊びに行かないか？」山田「石狩市にいきたい。」唐沢「石狩市はちょっと遠いな。」松田「・・・」唐沢「松田はどう？」松田「遊園地に行こう。」山田「ああ。うん。」決まった。さて、３人は、お化け屋敷に行った。お化け屋敷では、色々お化けが出る。山田は、幽霊を信じてなかったが、松田は信じていた。なので松田は、お化けが出る度に、ぎゃあぎゃあ言った。ある時、お化けが出た時、山田は驚いて、つい殴ってしまった。山田は言った「すみません、大丈夫ですか？」店員「貴様・・・」山田「すみません。」店員「まあいいです。私も悪ノリが過ぎました。」山田はお化けを信じてないはずだったが、お化けだから殴ってもいいという、気持ちが芽生えてしまった。つまり、山田なりに信じ始めていた。さて、山田は、お化け屋敷をクリアした。次は、ジェットコースターだった。唐沢が提案した。山田は答えた「ジェットコースターはまあまあ好きですが、気持ち悪くならないか心配だな。酔うんですよね。一回だけですよ。」唐沢「そんな事言うなら、私と松田だけで乗るもん。」山田「吐いたらあなたの責任ですよ。」３人は乗った。さて、松田と山田が歩いていると、誰か来た。誰かは松田の知り合いだった。知り合いは松田に言った「あれ松田？　その人たち誰？」松田「左のこの人は友達で、右のこの人は母親。」知り合い「ふうん。お母さんとはよく似ているね。でも、友達はなんか、根暗そうだね。」山田「悪かったな。」知り合い「おお怖い怖い。」松田「確かに、山田は地味だけど、」山田「まあそうだよね。」「あなたたちよりはマシさ。私は地味な奴の方が好きなんだ。」知り合い「そうか。私は派手な方が好きだけどね。」山田「決裂したな。」さて、５人は別れた。部屋は狭かったので、３人は並んで寝た。山田は、シラフを使っていた。ところで、他人の重荷を背負う事は出来ないらしいが、さてどうだろうか。しかし主役は山田である。唐沢は、枕の下から、性的な意味合いで、１８禁の本を見つけた。唐沢は、山田と松田に尋ねた「これはどっちの持っている本なの？」山田は答えた「私の本では無いです。」松田は言った「私の本です。」唐沢「なる程。」彼女は、表紙を眺めていた。唐沢は言った「私は性的行為を禁止していたけど、ま、松田は、１８歳過ぎているから、禁止する必要も無いかな。子供になら禁止するけど。」山田「はぁ。」山田は、子供に性的な事を、禁止する気が無かった。さすが山田は犯罪者である。私は後悔している事がある。性的な事始めたのが、２５歳からという事だ。１０歳から始めていればよかった。ところで、名前忘れたな・・・、種田か。種田は何かしらの、SNSをやっていた。種田は、こうコメントしていた「バイトの友達と、遊びに行った。」山田は、SNSのアカウントだけ所持していた。山田は何も言う事はなかった。死人にクチナシという奴である。死人。ただし、山田には神がいた。この神は、命令は出すが、気分屋で、山田を守るという程の存在では無い。神は山田に命じて、山田は、種田の投稿を確認していた。種田は言っていた「フォロワーのうちの、一部の人と、遊びに行く事になった。」山田は、思わず嫉妬して、鼻くそを穿った。かと言って、そのイベントに、山田は参加したいとは思わなかった。結果死人である。しかし、恐れてはいけない。SNSに、何も報告出来ないとしても。アレは網である。山田は網の中に入ってなかった。つまりだが、人間に面会する事は無い。人間は、神のような存在であった。さて、山田は、あるイベントに参加した。その時、篠原がいた。篠原は言った「最近メールしてない。」山田「篠原が、何も返さないんじゃないか。」山田は、風呂入ったとか、ハンバーグこねたとか、そういうメールをしていた。さて、山田が街を歩いていると、松田がいた。松田は山田に言った「こんにちわ山田、私新居に引っ越したから。」山田「マジで。」松田「マジだよ。」山田「寂しくなるなぁ。」松田「お母さんの計画に乗れば？」山田「乗るよ。」松田「じゃあ私今の住居退去しなきゃね。準備出来たら、連絡入れるよ。」山田「ありがとう。」さて、松田のそばには、松田の知り合いがいた。彼女は言った「あ。暗い人だ。」山田「土の人よ、園の中央にある、善悪の木に成る実は食べぬように。」知り合い「間違えた。意味不明な人だ。」さて、山田はある日、電話で、羽田と会話していた。彼女と会話する前に山田は、羽田の、羽田は、Youtubeに動画アップロードする人だったが、ゲームの実況動画をアップロードしていた。山田は、本当は、虫けらを飼育する動画をアップロードしたかったが、私は、刑務所に幽閉されているので、何も出来ない。まあそれで、羽田の動画を山田は確認した。羽田は、筋トレするゲームの動画をアップロードしていた。山田はそれを見てから、コメントも確認しておいた。ゲームの内容自体には、あまり興味は無かった。山田は、体育が苦手であった。山田は感想を述べた「羽田が踊っていた。」羽田「そうさ、私は踊るのさ。」山田「私はあまり踊らないか、あるいは一切踊らないけどね。」羽田「山田は、一生そうなるだろう。私は死ぬまで踊るだろう。」山田「こうやって別々の人生を歩んでいくんだね。」羽田「ところで山田、遊園地行かないか？」山田「いいよ。」二人は向かった。ところで、羽田はモテるので、ナンパされた。山田はぼーっとしていた。羽田は答えた「今から遊園地行くんですけど、来たければ来てもいいですよ。」山田は尋ねた「ところで、羽田って彼氏いたっけか。」羽田「いるよ。」ナンパの人「彼氏いるのか。駄目やん。」彼らは去っていった。羽田「諦めが随分良い事。」山田「羽田だけモテてずるい。」羽田「山田彼氏いるやん。」山田「確かにそうだけどさ。」でも私には何もいない。何も無い誰もいない。ペットすらいない。此処は刑務所である。看守がいるだけだ。私がペット扱いを受けているが、そこに愛は無い。私は動物園の飼育員に、金の為に飼育されているだけである。二人は目的地についたが、そういえば、シアトルの気温が、凄い事になっているらしいね。２０２１年。６月。ある、乗り物は、２時間待ちだった。山田は提案した。「空いているところに行こう。」此処は、入場料を取るタイプの、遊園地だった。山田は言った「この施設は、入場料取るのはいいけど、パスポートを、４日くらい継続させるべきだよ。長蛇が多すぎる。これじゃ、乗る事が出来ないまま、一日終わってしまう。」羽田「４日此処で過ごしたいとは思いませんね・・・」山田「私ならそれでいいと思うけど。」さて、２人は、お化け屋敷に行った。そこのお化け屋敷は、あるかないで、乗り物で進む。あと、人間は出てこない。全部ロボットである。羽田は、はしゃいで笑っていた。山田は、お化けを見つめていた。さて、お化け屋敷を出たあと、羽田は山田に言った「山田、好きな人いる？」山田「今付き合っている人は、いい人だよ。そういう感覚だな。私の場合は。そして、お互いに同意しているんだから、それでいいと考えている。」羽田「私は、今付き合っている人が好きですよ。」山田「それは私だな。」羽田「いや、そういう意味じゃないから。私の彼氏の事だよ。」確か名前は、六波羅だったな。羽田「しかし私は、その人が、私より好きな人がいるのを知っている・・・」山田「六波羅さんだったね。」羽田「なんか私、六波羅さんに、なんで、その女性と付き合わないのかって言ったんですが、六波羅さんは、惚けるだけなんですよ。」山田「勘違いじゃないの？」羽田「んー。勘違いだとしても、彼は私の事あまり好きじゃないみたいです・・・。」山田「ふーん。」さて、チケットは一日だけの有効期限だった。二人は家に戻った。山田が家に帰ると、松田と松田の荷物はなくなっており、唐沢もいなくなっていた。さて、山田はその後、一人で暮らしていたが、松田から連絡が入った。松田は言った「彼氏と別れた。」山田「そうなんだ。」松田「で、新しい彼氏と付き合い始めている。」山田「なんというか、パイオニアで凄いと思う。」山田は、なんだろう。理想郷に住む人である。パイオニア←→理想郷。さて山田は、松田と一緒に、どっかにでかけた。人工島だった。



６３０
山田は寝ていた。山田は目覚めた、山田は　し　を　読んだ。し　には　こう書いてあった「この世をぞ、我が世と思う。望月のかけたるところの　なしとおもえば」山田は別の　し　を　みてみた。「抜け殻のとまっている、木の下で、なお人柄を懐かしがっている」一方で、山田には友達がいた。その友達に、手紙を出す事にした。何か書かねばならない。山田はなるべくなら、し　を　書きたかった。「これからもずっと、友達でいて下さい」し　では　なかった。山田は、手紙を持っていった。そして、友達に渡した。友達は、それを受け取っていった「大儀であった。」そして、中身を確認した。彼女は答えた「いいけど、ところで、私の上着渡していたよね。アレ汗臭くなかった？」山田「私はそういう類の事気にしない。」さて、山田は家に戻った。山田が家で寝ていると、誰かやってきた。山田は言った「誰だ？」相手は答えた「刺巻だ。」山田「刺巻って誰だ。」刺巻「セックスしたいんだが、構わないだろうか。」山田「いいよ。」さて、二人はセックスした。刺巻は言った「これからは、手紙でやりとりしよう。」山田「いいよ。」刺巻はどっかに去っていった。山田は手紙を待ったが、刺巻から手紙は来なかった。さて、ある日山田が、友達・・・津田のところに行ったら、津田は、歌を書いていた。津田は、山田に歌を見せた。「羽根の濡れたセミの抜け殻が、木陰に隠れている。私は隠れて袖を濡らしている」山田は答えた「これは、私が読んだ、誰かの歌に似せてある。」津田「これは、私が自分が好きな人に送る歌だ。」山田「なんで私に見せたの？」「感想をきく。もし駄目でも送るけどね。山田、他言無用だぞ。そこに関しお前を信用しているから見せるんだ。」山田「なんで袖が濡れているの？」津田「ご想像におまかせする。」山田「ふうん・・・。」山田は家に戻った。また何かの用事で、津田のところへ向かった。途中で、浜田のところに寄った。浜田は、知り合いだった。浜田の家の庭に行ったら、門には鍵がかかっていた。山田は、浜田をしばらくまっていた。道は雑然としていた。この、浜田の家の隣にも、家がたっていた。家の敷地は広くて、木が生えていた。その隣の家の窓から、誰かが山田を見ていた。視線に気づいたので、山田は、その開放的な家を眺めた。すると、家の中が見えた。山田は、本のページをめくった。すると、歌が書いてあった。歌はこう言っていた「自分が立っているところが、自分の家だ」山田は、自分の家と、その他人の家の作りを比べてみた。その他人の家の作りの方が、より開放的であった。蔓草が生えていた。山田は、それに期待した。何を期待したかというと、美味しいかどうかである。よく見てみると、それは夕顔だった。夕顔は、ウリの仲間なので、まあ、食えるんじゃないのかな。山田はぽつりと言った「アレは夕顔だ。」すると、山田の付き人が言った「ああ。あの花ですか。」山田「そうだ。」付き人「あの、倒れそうな家に咲いていますね。私は家がボロいのが気になります。」山田「倒れたら大変だね。」付き人「あの花取ってきましょうか。」山田「えーっと、家の人にきいて、よければとってきてよ。」さて、付き人は向かった。そしたら、家の人が出てきた。付き人は事情を話した。家の人は言った「扇を持ってきます。ちょっと待っていて下さい。」彼女は扇を持ってきた。「この扇に乗せて献上すれば、少しは格好がつくでしょう」扇からは、お香の香りが漂っていた。付き人はそれを受け取って、山田に渡した。さて、浜田は、門を開けた。山田は浜田の庭に入った。ところで、浜田は、病気で寝ていた。そこには、山田以外にも、お見舞いのお客がいた。浜田は言った「やあ山田。来てくれてありがとう。しかしそろそろ、私はやばい。でも、私は死んでも構わないとはまだ思ってない。」山田「申し訳無いが、私は多分、出世出来ない。方法がよくわからないので。ところで、あなたは生まれ変わるのですか？」浜田「正直よくわからないんだ。ただ、もし生まれ変わるのなら、死ぬ怖さは減ると思う。」山田「逆に、死後の世界で、永遠にいきつづける、死生観に関してはどう思う？」浜田「それって、永遠に死んでいるのと何が違う訳？」山田「あなたはどっちなの？」浜田「私は・・・生まれ変わる。」山田「そっか、それなら安心かな。」浜田「やっぱ、死ぬのは嫌だよ。」山田「え？　意味無いじゃん。」浜田「現世でよい生活をすれば、来世でも良い思い出を残す事が出来るんだよ。」山田「なる程。良い生活出来たのかな？」浜田「出来た。」山田「それなら大丈夫だよ。」そういえば、浜田は、実は単なる友達ではなかった。説明面倒だな。山田の養育かかりだった。山田は言った「あなたにはお世話になりました。」浜田「山田、あなたの事が心配だ。あなたは非常に頼りないので。首吊る縄と、その上の金貨を、残しておこうか？」山田「その教訓の事は、覚えておきます。」山田が本をめくると、「世の中に避けられぬ別れがなければ良い。千年もと祈る人の子の為」と　出た。山田は言った「あなたが死になさる事で、私は弱くなるでしょう。」浜田「それじゃ駄目なんだ、山田。」山田「私もまた老朽化して死んで行くのでしょう。」山田は、祈祷師を呼んだ。祈祷師は、死を退ける効果を持つ。しかし、死神は、何人もいるし、死期が迫る程、強くなる。死神が本気出すからである。つまり、浜田攻略に関し、一人の死神で当たってたのを、１０人とか増員して当たるので、死を退けるのが難しくなるのである。さて、山田が扇を見てみると、歌が書いてあった。「心はそれかと思った。白露に光る夕顔の花。」山田は言った「一番目を引いたので。」山田は浜田の息子に言った「この歌を書いた人は、一体誰なの？」当然、さっきの人だが、つまり、さっきの人の詳細を言えって意味である。「私はよく知らないのですよ。だって、此処母の家であって、私の実家って訳でもないし。ご自分できかれたらどうですか？」山田「えー？　いいよ。」山田が隣の家に出かけていくと留守だった。その間に、上盛岡は、他の人から情報を得ていた。「山田、喜んで聞いて下さい。あの家は、ある金持ちの別荘らしいです。今、来ているようです。」山田「ふうん。それはお近づきになりたいね。」上盛岡「本気ですか？」山田「私は金に縁がないけど、金に目が無いからね。」山田は、本を開いた。書いてあった「寄ってみて、それが誰か確かめる。黄昏の頃見た、夕顔。」山田は言った「私に扇を渡したのは、女性だったらしいけど、その人が、その金持ちなの？」上盛岡「多分だが、その人は金持ちの妻、いや、ちょっと扇を見せてみろ。」彼は、扇に書いてある歌を見た。それから言った「その金持ちの妻の、姉妹で、宮仕えをしている人がいるそうだ。その姉妹じゃないのか？　歌をよみなさるところを考えると。」山田「ほお。貴重な存在だな。その金持ち自身には、もっと遭遇しやすいだろう。」山田は歌のセンスが無かった。彼女は手紙を書いた「会って、もっと話をしましょう。」そして、しもべに、それを送らせた。しもべは、手紙を渡した。さて、夜になった。山田はでかけた。そして話をした。彼女は、一晩泊めて貰った。しかし、山田は、彼女の正体を聞く事は出来なかった。山田は尋ねた「あなたは、宮仕えをしているのですか？」相手の女性は答えた「秘密です。」山田「ふうん。別にいいけど、だったら、どの程度この家に滞在するの？」相手の女性は答えた「それも秘密ですよ。こういうと、今のうちに来たくなるでしょう？」山田「秘密ばっかじゃん。」「ええ。個人的な事は全て秘密です。」山田「だったら、ポケモンの事言うぞ。」それから、浜田の家に戻った。

ある日、上盛岡は言った「母の病気は、小康状態です。」山田「ふむ。」「探ってみたんですが、その女性の正体は知れません」山田「知りたいなぁ。」上盛岡「手紙を送ってみました。」山田「なんて言っていた？」上盛岡「手紙を送ったら、手紙が帰ってきたので、これらの手紙です。」上盛岡は、山田に手紙の数々を渡した。この手紙の内容に関しては、多分こうだろう。「２軒の丸太小屋のあるところまで、引っ張られる」山田は、こう書いた「その丸太小屋に入ってみたい。」そして、その紙を上盛岡に渡した。上盛岡は受け取った。上盛岡「よくわからないですが、これ渡せばいいんですか？」山田「そう。」上盛岡「渡しておきます。」山田「それと、これからは、私向きに、手紙書かせて欲しい。」上盛岡「わかりました。」山田は、更に手紙を書いた「あなたの家に入ってみたい。」以前山田は既に入っている。「昼入ってみたい。内装を確認したい。」山田は、津田に会いに行く途中だった。津田の家に行って、津田に会った。津田と山田は、何らかのゲームをした。トランプかも知れない。山田は負け越した。山田は、津田にトランプで負けたあと、津田の娘とも、とりあえずトランプした。他にやる事が無かった為である。津田の娘は、山田とトランプ出来るのを待っていた。彼女は言った「待ちかねていましたよ。」山田「賭けバトルになるからね。」この賭けトランプは、負けた方は、勝った方に、米を一粒渡さなければならないルールだった。山田は言った「そんなに米食べたいの？」娘「違います。こんな変なトランプゲームに、付き合ってくれるの、山田さんぐらいしかいないからです。暇なんですよ。」山田「なる程ねー。」津田の娘は、そんなに、トランプは強くなかった。山田と同程度だった。さて、山田は、津田の娘とのトランプに飽きたので、次は、津田とトランプをやりなおした。それから、津田に言った「正直、この米一粒かける、賭けトランプ、どう思う？」津田は答えた「私が勝つので、私にとっては問題無いと思う。」米は玄米であった。津田には、夫がいたが、夫が帰ってきた。夫の名前は・・・、紫波中央でいいや。紫波中央は山田に会った。山田は紫波中央に言った「あなたは温泉に行っていたんですか？」紫波中央「そうですね。」彼は温泉の話をした。そのあと紫波中央は言った「まず言いますが、津田は私の妻です。」山田「なる程。」「私達は、此処から引っ越す事にします。」山田「大変ですね。」「今日は、荷物をまとめに、家に戻ってきたんですよ。」山田「大変ですね。」「そうだ。娘は、嫁にやる事にしているんです、山田さん、なんかいい相手いないですかね。山田さんの知り合いで。」山田「私友達いないんですよね。すみません。」「そうですかー。」山田「こないだ、謎の人物とセックスしたなぁ・・・そういえば。彼は何処の誰か謎なので、駄目ですね。」「出自はわかっている方がいいです。」山田「私もそう思います。」津田は言った「ま、山田、離れ離れになっても、文通は出来るからね。」山田「そうだね。そうしようか。」さて、山田には、別荘があったが、あまり別荘には行ってなかった。別荘には、山田の夫と、その父親と、それと、父親の娘が暮らしていた。山田既婚者だったんだ。そうなると、彼女が、見知らぬ男（刺巻）と　セックスした話をしたのはまずかったかなと思う。登場人物が多くて、覚えきれないので、ただ、山田の友達とだけ表現する事にしよう。山田は、ある友達に会いに行った。当初、その友達は、何か考えがあって、山田を家から締め出し、山田を入れなかった。山田は、近くの別荘に立ち寄って、友達に手紙を出していた。すると、友達の準備が整ったので、彼女は、山田を家に入れた。山田は例の如く、トランプをした。米トランプであった。アメリカのトランプ大統領みたいだね、実際は米を賭けたトランプである。この友達は、山田を家に入れる事を、警戒していたが、それは、外聞の為であった。というのは、山田や、この友達には、何かしらの身分の上下が存在する為であるし、あと、山田は若くて、この友達は、老けていた。年齢の関係もあった。彼女は、一人暮らしをしていた。さて、山田は、朝になったので、一旦、自分の別荘に引き上げた。その時、友達は、山田を見送った。この友達は、玄関前に、朝顔を植えていた。この友達は、普段一人暮らしだったが、最近は、ルームメイトと同居していた。友達の方は、まだ眠かったので、寝ていたが、山田が外に出ると、ルームメイトの方は、見送りの為に、山田についてきた。山田は本を持っていた。山田は本を開いた。すると、書いてあった「咲く花に、色が変わるという、言葉は禁句であるが、折らずにはいられない、今日の朝顔。」山田は言った「朝顔だ。朝顔って、朝しか咲かないんですよね。」さて、ルームメイトは言った「あさぎりの、晴れ間も待たない様子で、花に心をとめてないと見えます。」山田「私はネギの花が好きだよ、ネギ好きなので。」ルームメイト「ああ、ネギの花なら、向こうにあるらしいですよ。」ルームメイトは、山田を案内した。山田は、ネギの花をたおった。すると、ネギ臭がした。ルームメイト「しかし、朝顔よりネギ好きなんて、変わってますね。」山田「そうかな。私の業界だと、普通だと思うけど。」ルームメイト「山田さんの業界・・・？」山田「あるいは、私の中のルール、朝顔毒らしいからね・・・毒はあまりいただけない。」さて、山田に仕えている、少年がいた。山田はその少年に、ネギの花を渡して、とっておく様に言った。彼は従った。山田は基本的に、他人の家に来る時は、夕暮れ時以降に訪れる様にしていた。

６３０
山田は、牧場を経営していた。山田は、牛を、１００匹持っていた。さて、陸奥白浜という人がいた。彼は、山田が牛の世話していると、寄ってきた。そして、何事か喋っていた。山田は、耳を傾けてみた。陸奥白浜は言った「東京には東京タワーがある。」山田は、陸奥白浜の事を残念だと思った。彼女は答えた「もし、東京に、京都タワーがあるのなら、言う価値はあると思う。」陸奥白浜「それはきっと、模造品だな。」山田「多分そうだね。」山田は一人、使用人を雇った。そして、休みを取った。なぜ休みをとったかというと、陸奥白浜が、山田を、休みの間に、どっかに連れて行くというのである。山田は、陸奥白浜についていった。すると、陸奥白浜は、撮影所に到着した。彼は言った「見てご覧。スタッフが働いているねえ。」山田「そうですね。これがどうかしたんですか？」陸奥白浜「スタッフ超かわいい。」山田「そうでしょうか。うちの牛の方が可愛いですよ。」陸奥白浜「飼い主だから、そう思うだけだろー。親ばかって奴さ。公平な目で見れば、この撮影所のスタッフの方が可愛いっ。」山田「でもあなたは、この撮影所のスタッフの一人なんじゃないですか？」陸奥白浜「そうだよ。それがどうかしたのかい。」山田「え？　自分の職場の同僚を無駄に褒めて、何がしたいんですか？」「この職場で良かった。」山田「福利厚生の方を見るべきですよ。」「お前は間違っている。フィーリングの方が重要なんだ。」山田「うーん・・・。」陸奥白浜「時に山田。」山田「山田ですが何か。」陸奥白浜「アダルトビデオの導入部分で、宅配便が訪ねてくる事があるけど、そこ飛ばす？」山田「宅配便の配達した物の中に、女性が入っているんですよね。」陸奥白浜「それはとばせな、いや、飛ばすよ。」山田「え？　なんで？」陸奥白浜「性的表現じゃないから。」山田「そんな事は無いはずです。なぜなら、宅配便は、郵便書留で送ってくるんです。そして、その中には、写真がクシャクシャになって入っているんですが、その写真から、飛び出てくるんですよ。凄いじゃないですか。」陸奥白浜「へー、２．５次元という訳か・・・」山田「圧縮パックです。」山田の知り合いの農場では、毛皮を取る為に、ウサギを飼育していた。

山田と、陸中八木は、車に乗っていた、そして雑談していた。陸中八木は言った「私は、妻と、１週間口をきいていない。」山田は言った「なんで？」陸中八木「私が、ニンジンは、他の野菜のビタミンを破壊する作用があるから、他の野菜と混ぜて加熱しないで、個別に加熱しなければならないと言ったら、喧嘩になった。」山田「へー、そうなんだー。」さて、二人は、何か買い物をしようとして、多額の金を持ってきてた。そして、交換相手が現れた。その二人は言った「金を渡して貰おうか。」山田は答えた「まず商品を見せてくれないか。金は銀行にあずけてあるんだ。」２人「わかった。」彼らは、商品を見せた。それは妖精だった。２人は言った「見ての通り妖精だ。」山田「本物なのかね。」２人「証明のしようはある。会話してみるか？」山田は妖精と会話してみた。妖精は言った「この野郎。くたばれ。」山田「会話出来るね。ま、本物としましょうか。」２人「では、銀行につれていけ。」山田「わかった。」山田は、運転が下手だった。陸中八木が運転した。山田は、妖精販売者の二人を、銀行へ連れていき、金を渡した。二人は去っていった。さて、この妖精は、外国から連れてこられていた。山田たちは、この妖精を、その国に帰しつつ、報奨金を受け取る仕事をしていた。山田たちは、妖精を連れて移動を始めた。すると、さっきの、販売者のうち、一人が、走って、車を追いかけてきた。彼は、車に追いついた。そして、窓ガラスを破壊して、車の中に侵入してきた。山田は、銃を持っていた。彼女は、入ってきた、さっきの男に、銃弾を浴びせた。頭を狙った。彼の頭は撃ち抜かれた。しかし、彼は死なずに、妖精の入った容器を持ち上げて、それを片手に持って、窓ガラスを、もう片方の手で破壊して、車から脱出した、跳躍して、木に突っ込んで、勢いを殺した。そして、それから、木を降りて、どこかに去って行こうとした、陸中八木は、車を回転させて、逆走していく男を、逆走して追った。ちゃんと、反対側の道路に移ってからである。しかし、男は、路地に入っていき、見えなくなった。スピードは速かったので、おえそうになかっった。陸中八木は、車を停止させた。二人は、車に鍵をかけたあと、反対側の車線に移動した。これだけで、結構時間かかっている。そして、路地に入っていったが、男は見つからなかった。さて、その後山田がテレビを見ていると、誰かが、銃で撃たれて死体で発見されていた。犯人は山田だったが、山田は、もしかしたら自分かも知れないと思った程度だった。警察は山田の元に来なかった。警察に捕まらないなら、何をしても自由である。さて、山田があるいていると、３人の男が現れた。３人は、山田に言った「金出せ。」山田「金今無いんだ、すっちゃってさ。」３人は、山田をボコボコに殴ってから、解放した。山田はよろめきながら、家に戻った。彼女が家に戻ると、陸中八木がいた。陸中八木は山田に言った「どうしたんだ？　その顔は。」山田「殴られた。」陸中八木は、山田を見つめた「銃は持ってなかったんだな。」山田「うん。」「なんて奴だ。」さて、山田たちは、妖精を返却しなきゃいけない、外国の人がいたが、その人から依頼されていたが、その人から、連絡が入った。そして、事の次第を報告したら、その人は言った「そういう現象が起きた以上、私が直接出向かなければならないだろうな。」山田「はぁ。」「あなたたちの手に余る案件だろう。」山田「私が脆弱なのは事実ですが。」「単にそれだけじゃない、その事件には、恐らく、こっちの国の、重鎮が関わっている。だから行く。」山田「はぁ。」来るらしかった。さて、山田と陸中八木が、港で待っていると、その外人の女性は船でやってきた。そして、船から降りた。３人は車に乗った。そして移動した。運転は陸中八木がやっていた。途中で、山田に運転が変わった。山田が運転している間、陸中八木は、飯食っていた。さて、外人の人・・・名前は、松田でいいや。松田は、話に入った「状況から見て、その男は、魔法で操られていた。」山田「そうなんだ。」陸中八木は、食事食べ終わった。陸中八木は言った「運転変わるよ。」山田「んにゃ。そろそろ到着するからさ。」彼女は、車を、駐車場にいれた。３人は車から降りて、家に入った。松田は言った「人を魔法で操るには、妖精が必要だ。」山田「ふむふむ。」松田「その妖精の肉体の一部を摂取している必要がある。」山田「なる程。」松田「恐らくだが、そのあなたたちから、妖精を盗んでいった男は、妖精を食べた経験があるんだろう。」山田「なる程。」松田「妖精の粉がウラれている。骨を粉にしたものだ。それを水に溶いて飲むと、麻薬になる。」山田「ああ。そういう話は聞いている。だから、妖精が奪われるんだろう。」松田「多分そうやって、妖精を副飲したんじゃないかな。」山田「えーっと、だから？」松田「たとえばさ、その妖精を持ってきた二人ってのは、どうやってそれを手にいれたんだろうね。」山田「あなたたちの国の売人からじゃないの。」松田の国の名前決めなきゃいけない気がする。どうしようか、駅名でいいか。また。陸奥白浜でいいや。さて、山田は、その売人と、連絡を取った。そして、もう一度会った。そして、入手先を尋ねたら、教えてくれた。「ｘｘ人から盗んだんだ。」ｘｘの名前決めなきゃいけない。似内でいいや。「似内人から盗んだんだ。」山田「その似内人は何処にいたんだ？」相手「ｘｘだ。」もう地名指定するの面倒なので、山田たちは、取引相手についていった。そして、案内して貰った。そして、そこで探し回った。さて、松田は、良い相手を見つけた。松田は山田たちに言った「アレを見ろ。」彼女は、その男についていった。山田と、陸中八木も、あとをついていった。男は、ビルに入っていった。階段を登っていった。松田たちも登っていった。男は、ある部屋の扉を、無理やりこじ開けた。そして、中に入っていった。山田は言った「今の開き方は、穏やかではない。」３人も、扉の中に入った。すると、回廊が続いていた。山田たちは、奥へと進んだ。すると、銃声がした。山田が、部屋をちらっと見てみると、中では、誰かが血を吹いて倒れていた。そして、さっきの男は、それを眺めていた。男が、山田を振り向いて、山田に銃を向けた。山田は、壁の影に隠れた。彼は、銃を撃ちながら、歩いてきた。山田は、松田たちに言った「ヤバい、逃げろ。」陸中八木は逃げ出した。松田は、壁の影に隠れていた。山田は、応戦したかったが、物陰から出ると、銃でボコボコにされてしまう。山田は、回廊の奥へと逃げ出した。松田は、後退してから、窓を突き破って、屋外へ出た。相手の男は、銃を連射しながら、山田を追ってきた。山田は、タンスの影に隠れた。タンスは銃撃で破壊され、山田は銃弾を浴びた。その時、松田は、窓から入ってきて、相手の男の顔に、ナイフを突き刺した。刃物は、骨を貫通して、脳に達した。相手の男は、それでも死なずに、松田に銃口を向け直した。松田は、相手の銃を握って、自分を銃口からずらした。相手は、銃を無駄撃ちしてから、銃撃をやめて、松田に殴りかかった。松田は、刃物で、相手の腹部を切り裂いた。相手は、壊れた窓から逃げ出した。松田は、そのあとを追った。山田は、銃撃を受けたが、再生した。彼女は、階段から降りていった。外には、陸中八木が、車に乗っていた。庭では、松田と、相手の男が、格闘をしていた、相手の男は、銃の残った弾を発射していた。松田は、塀を越えて隠れた。相手の男は、塀を越えて、外に脱出した。外には、陸中八木の車があった。男は、塀を越えてから、右に逃げた。山田が降りてきた。山田が降りた階段は、男が逃げた方向の反対側が出口になっていた。松田と山田は、男のあとを追った。男は、足が速かった。しかし、松田も足が速かった。山田は遅かった。陸中八木は、車を動かした。そして、３人についていった。陸中八木は、山田を追い越した。そして、男に追いついたが、男は、路地に入っていった。松田だけが侵入出来た。陸中八木は、車を止めた。陸中八木は、相手が怖かったので、追わなかった。車から出てまでは。そして、山田が、遅れてやってきた。彼女も、細い道に入っていった。そのまま、追いかけっこは続いた。しかし、ある時、相手の男は、絶命して、倒れてしまった。そして、松田が追いついた。山田がやがて追いついた。松田は山田に言った「死んでしまった。これで、手がかりはなくなった訳だ。」山田は答えた「そうだね。ところで、さっき殺された人は誰だったんだろう。」松田「わからないけど、現場に戻って調べる必要も無いだろう。」山田「そうだね。家に戻ろうか。」さて、松田と山田は、細い道から出てきて、陸中八木が待っている、車に乗った。そして、家へ戻った。それから、殺された人が誰なのか、調べてみた。プロフィールを手にいれた。彼は、山田「彼は、似内。軍人。軍人の家系の出だで、何人も、階級が高い軍人を輩出しているが、彼そのものは、あまり階級が高くない。彼の叔父は、戦争で負けた時に、敗戦国の責任を取らされ、処刑されている。」松田「つまり、彼の叔父は階級が高かったんだな？」山田「そうだ。この軍隊の階級は、わかりやすく行って、下程、数字が高くなっている。彼の叔父の階級は、３番だった。」松田「ほー、三番か。」陸中八木「しかし、それがわかったからと言って、妖精の販売経路がわかるのか？」山田「盗んだかもよ。」陸中八木「どっちにしろ、わからんじゃないか。」山田「もっと調べてみよう。」それ以上の、プロフィールは、不明だった。ある日、山田が歩いていると、ある通りに入った、しかし、その通りは、奇妙な事になっていた。人々が、全員、地面に倒れているのである、山田はさすがに、奇妙に思って、倒れている人に、声をかけてみたが、血を吐いて倒れており、脈をはかると、死んでいる事がわかった。どの人も同じであった。そういう怪奇現象が起こった。山田は怖くなって、その通りから逃げ出した。さて、ある日、山田はなぜか、いきなり、指名手配されていた。そして、警察に捕まった。警察は、親切に説明した。「山田。苗字はナシ。お前は、これから、一旦精心病棟で、１２年間過ごす。その後、刑務所に、身柄を移されて、６年間過ごす。」山田は暴れたが、精心へ送られた。山田は、精心病棟で、変な注射を打たれ、幻覚を見せられた。そしてオオイに苦しめられた。山田が神に祈っていると、神が現れた。神は山田を、例の如く、精心病棟から、脱出させた。神は言った「山田。私は都合のよい神だ。良かったじゃないか。」彼は、山田の肩に、手を置いた。ある日、山田は、屋内にいた。目立つ行動は出来なくなっていた。彼女は、指名手配されていた。さて、その時、大風が吹いてきて、山田のいる、家屋は、ふっとばされた。山田は、建物の中で、シェイクされた。非常に強い突風だった。ある日、指名手配されている、山田の噂をきいて、物好きの男・・・名前は未指定、が　山田の隠れ家を訪ねてきた。そして、山田に言った「金を沢山持っている。」山田は、彼が、札束を出すのを見た。「私の趣味はこうだ。札束で、相手の顔を叩きたい。」山田「変な人だ。」「変では無い。健全だ。」山田「私だったら、ほら、これで明るくなっただろ。やるけどね。」男「いやいや、火事の危険性あるからやんないよ？」山田「この健全男子め・・・。」さて、彼は、山田の顔を、札束で殴ってから、帰っていった。山田は、この男になら、住所特定されても平気だと思った。さて、この金持ちの男の知り合いに、貴族がいた。没落ではなく、ちゃんとした貴族だった。この貴族の稼ぎ方は、こうである。つまり、潰れない大企業の、株を買っておく。配当金を貰う。彼女らは、これで、恒久的な利益を得ていた。これが貴族の力である。彼女らとは言ったが、この貴族は男である。彼は、金持ちの男から、山田の噂をきいて、山田の隠れ家にやってきた。この金持ちの男は、ふざけた男であった。彼は言った「山田ァ、警察署へ行け。」山田「断る。ただ断る。」「捕まれと言っているんじゃない。パトカーの上で踊れと言っているだけだ。」山田「絶対駄目だろそれは・・・」すぐ精心へぶちこまれる。警察署行った瞬間に捕まるだろう。さて、この男は、酷い男で、山田の部屋に、野糞して、去っていった。山田は叫んだ「尻をふけ！」男は答えた「そうだったな、」彼は、山田が便所に使っている部屋に入り、そこで尻を拭いてから、建物を出ていった。山田の神は、命令するより、こういう指示の出し方が多かった。「山田ァ、金欲しいか？　欲しいよなぁ？」山田「確かに欲しいです。」「ではバンザイしてみろ。」山田はバンザイした。「らんらんるーやってみろ。」山田は、らんらんるーをやった。神は、金を置いていった。１０００円だった。神は、更に言った「山田ァ、手をあげろ、バンザイをまずするんだ。それから、そのままの姿勢で、膝をつくんだ。」山田はそうした。神は、５００円出した。やらなければ死ぬ。ではなく、やれば、お金貰える。という　命令。さて、ある日貴族がやってきた。山田は、貴族非歓迎だった。しかし、貴族は、山田に電気回路を接続した。「山田の電気抵抗の実験を行う。」実験を行った。山田は、ダメージを受けた。彼は言った「どの程度、ダメージを受けたか見せてみろ。」彼は、山田を脱がそうとした。山田は断った。そして言った「外傷に出る程のダメージではありません。」貴族は、計算テストを出した。つまり、脳みそが、どの程度ダメージを受けて、山田の計算速度が鈍るかの、実験であった。まず、一回目の通電後の、計算テストで、山田は、１分で解いたが、二回目の通電では、２分で、似たような問題を解いた。貴族は、記録しておいた。「なる程。」彼は帰っていった。山田は叫んだ「余計な事ばかりしやがって、せめて金でも出せ！」貴族「黙れ。私は金銭が常にギリギリなのだ！」配当金だけで飯食っているので、金銭的に、ギリギリであった。山田は、常に金銭的に、苦しんでいた。ある日神は言った「１０００円やるから、この火炎瓶を、警察署に投げこめ。」山田は、火炎瓶を、精心病棟に投げつけた。山田は、すぐ捕まった。しかし、神は黙って山田を脱出させた。山田は隠れ家に戻った。神は、１０００円渡した。とある、深夜０時、山田は、買い物に出かけて、食料を補充してきた。缶詰だった。神は、山田に、火炎瓶を、パトカーに投げれば、１０００円渡すと言った。山田は、やはり、病棟に投げた。ま、捕まるとか色々あったあと、結局、山田は、１０００円受け取った。さて、松田が山田の家にやってきた。松田は言った「山田、こんな事になって、私は悲しいぞ。」「隠れ家チクるなよ。」松田「チクらへん。妖精が見つからないんだ。時間的にそろそろヤバい。山田も何か働け。」山田「やはり、人海戦術しか無いでしょうなぁ。」

ある日、金持ちがやってきた。金持ちの、叔父は、死んでおり、遺言で、財産を、金持ちに、渡す様に、遺言を残していた。金持ちはその事を山田に話したあと、３０００円山田にくれた。山田は言った「貰った額いくらだったの？」「税金で引かれた分を除外して、１００万円貰った。」山田「３０００円ありがたく頂戴します。」さて、ある日、宅配便で、誰かから、棺が送られてきた。その中には、ゾンビが入っていた。ゾンビは山田に言った「血をくれ。血をくれたら、殺したい奴を殺してやろう。」山田「殺したいやつはいるよ。」山田は、ゾンビを血で雇って、殺したい奴を殺しに行かせた。ゾンビは墓場に行って、死体共に、山田の血液を配布した。そして、彼は、仲間を雇って、精心病棟に襲いかかった。そして、山田の殺したい人物を襲撃した。しかし、ゾンビたちは、機動隊に殺されてしまった。機動隊は、何故か襲撃を知っており、待ち構えていた。あるいは、常駐しているのかも知れなかった。恐ろしい。金持ちはある日、自分の妻を、連れてきた。山田にいった「これは私の妻だ。」山田「ふうん。」妻「私は元々、未亡人だったんです。」山田「なぜ以前の夫は死んだの？」妻「戦死しました。」山田「それは災難だった、」「遺族年金が入りましたっ」山田「あくどい商売だなぁ。」金持ち「くんくん、金の匂いがするじょー。」
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さて、山田は、地図を手にいれた。それは、宝の地図だと書いてあった。そして、地図に従って、移動していったら、一軒の屋敷があった。山田は、その屋敷への入り口を探した。そしたら、鍵が石の下に置いてあった。山田は、石の下から、鍵を取り出して、扉に差し込み、回転させた。鍵は開いた。山田はそうして、屋敷の中に入った。そしたら、石が飛んできた。屋敷の中には、石が沢山落ちていたが、それらが、山田にめがけて、飛んできた。山田は、無数の石を避けられず、被弾した。山田はダメージを受けたので、一旦外に出た。それから、鍵を締めてから、鍵を、ポケットにいれた。山田が、屋敷の前で、うろちょろしていると、屋敷の管理人の、陸中八木が現れた、陸中八木は言った「そこで何をしている。この不審者め。」彼は、答えをきかないまま、山田の心臓を破壊した。山田の心臓の上には、白い石があって、これが残っていると、山田の肉体の再生速度は上がる。すぐ再生した。陸中八木は言った「ほう。死なないのか。名前をきいておこうか。」山田「山田だ。すみません。不法侵入する気はありませんでした。」陸中八木「は！」彼は、気合をいれて、山田の左脛骨を破壊した。山田は転んだ。陸中八木は、電話をかけた「竹中様、侵入者を見つけました。どうしましょうか？」竹中は答えた「侵入者を生け捕りにしなさい。」陸中八木は、山田を、自分が作成した、異空間に放り込んでおいた。山田はそこから出る事は出来ない。陸中八木は、作った異空間の中にいる、山田に話しかけた。陸中八木は普段は、屋敷の修理をしている。今日もしていた。セメントで固めていた。「暇か？　暇なら私の趣味の映画を見せてやろう。」山田は、陸中八木の趣味の映画を見せられた。それは、西洋風な人々が、西洋風な繁華街を、移動する映画だった。陸中八木は、山田に言った「どうだ、面白いだろう。」山田は答えた「何も見ないよりはマシです。」その後陸中八木は、チャップリンを、山田に見せた。陸中八木は、その後、殺人事件が、ある館で起きた映画を見せた。陸中八木は、山田に言った「誰が犯人だと思う？」山田「あなたは犯人を、知っているのですか？」陸中八木「いや、この映画見た事ないからね。知らない。」山田「一応現段階では、アリバイが誰にあるか、という話になってまして、陸奥白浜と、武田に、アリバイが無い事になっているから、このどちらかが犯人だと考えられます。」陸中八木「では、陸奥白浜と、武田の両方を、獄門に送れば、事件は、収束するはずだな。」山田「そうですね。簡単な問題だ。しかし、アリバイトリックがされているかも知れませんが。」

６２３
山田がいた。山田には、妹がいた。父親もいた。父親は、ある日、山田に言った「山田、真田（妹の名前）が、婚約したぞ。」山田「ふふん。私は一生独身で過ごすもの。」父親は答えた「私はそんなのは嫌だ。忘れないで夢を。零さないで涙。私は、お前の婚約者も探す。」山田「好きにすれば？　もし、いい人がいたら、考えてやってもいい。」ある日、山田は、職場の仮眠室で、寝ていた。熟睡していた。誰かが、山田を揺り動かした。それだけでは、起きないので、山田の顔をつねったり、目を無理やり開いたりした。さて、彼女が、山田の鼻穴をほじっていると、山田は目覚めた。山田は言った「何してるの。」さて、彼女は、慌てて手を引っ込めた。そして言った「交代ですよ。」寝ずの番がある。さて、その仕事をしたあと、山田は、家に戻った。すると、妹がいた。妹は言った「私の結婚には、お母さんは反対している。」母親もいた「そうだ。」山田は尋ねた「なんで？」母親「なんかその・・こういう経緯なの。彼が、真田の元に尋ねてきて、セックスしたのよ。」山田「ふうん、したんだ。」真田は、頬を赤らめた。母親「私はそういう結婚は嫌いだ。」妹「でも、誘ったのは、私なんですよ。姉上。」山田「そうなんだ。」妹「姉上は、行動が遅いなぁ。私の方がモテる。」山田「煩い。ギリギリで子供作る方が、優れた子供出来るもん。」私の勝手な理論であるが、私の勝手な理論だとそうである。「たとえば、真田、あなたの事がある。あなたの方が、母は高齢で出産している。そして、あなたの方が優れている。最終的に勝利するのは、私の方だ。」妹「ふうん。なる程。そう来たか。貴重な意見ありがとう。」真田は褒められていた。山田は、家から出て、職場へ行った。職場には、さっきの女がいた、彼女の名前は、橋本であった。橋本は、山田に挨拶した。彼女は言った「今日は、別の職場に、新人が来ますね。」山田は答えた「へー。」橋本「へー。じゃないですよ。私達も出席するんですから。」山田「そうなんだ。」二人は、新人式に向かった。その途中で、人々に出会った。人々は、道を塞いでいた。１０人くらいいた。山田は言った「なんですか？」さて、人々は口々に言った「この先は、大変危険なエリアとなっている、進むには、四天王をクリアしなければならない。」山田「え？」橋本「ふざけないで下さい。新人式に出席しなければいけないんですよぉ。」山田「冗談なの？」橋本「今から、四天王をクリアしている時間は無いです。冗談に決まっています。」さて、他の人々が集まってきた。彼女らは言った「ええっと、通れないですね・・・」この職場には、上下関係があった。階級が決まっている。レベルで分類すると、山田は、結構上のレベルであった。そして、四天王に勝たないと通さないって、言っている人たちは、山田と同じレベルであった。そして、通れないですね・・・って言った人は、山田たちより、低いレベルである。橋本は、山田より、レベルが１低い。橋本「ですからどうか、山田さん、強く出て下さい。」山田は、とおせんぼうしている人々を、押しのけた。そして、橋本を通らせた。橋本は通っていった。ちなみに、山田は、新人式に出る必要は無かった。それは、橋本の役割であった。さて、とおせんぼうしている人々は怒って、山田を取り囲んだ。陣形が乱れた。その隙きに、レベルの低い人々は、道を通っていった。「山田てめえ、どうしてくれるんだ。」山田「何がですか？」「もし、レベルの高いポケモンとの戦闘で、目の前が真っ白になったら、お前、その時、責任取れるのか？」山田「しかし、四天王との戦闘で、どの道、目の前は真っ白になりますので、通して上げる方が、正解かと考えますが。」さて、メンバーの内の一人が言った「もう行こうぜ。」「そうだな。」彼女らは、冗談で、とおせんぼしていただけなので、山田に絡むのをやめて、去っていった。冗談というか、ただの嫌がらせだったのだろう。通らなきゃいけない人たちへの。山田は、橋本と仲が良かったが、橋本は、レベルが１低い。一方で、同レベルで、一緒に仕事する事が多い人がいて、それは、亀田だった。山田が、事務室に戻ると、亀田がいた。亀田は言った「何処行っていたんだ？　山田。」山田「とおせんぼうしている連中が現れたから、それを突破していた。」亀田「出来たのか？」山田「出来た。」亀田「それならよろしい。」此処までは順調だったが、これからはヤバい。さて、しばらく山田が仕事していると、橋本が戻ってきた。橋本は、山田に報告した。「あの部署の新人がわかりました。」彼女は、二人の名前を言った。片方の男は、山田の妹の結婚相手だった。山田の妹と、彼は、一週間前に、せきをいれたばかりである。彼の名前は、・・・似内だった。山田は言った「似内は、私の妹の結婚相手だ。」橋本は言った「え？　なんというか、えーっと、狭い世界ですね。」山田「うん。」駅名マニアになろう。さて、橋本は、どっか言った。山田はこの事を、誰かに話したかった。亀田がいた。山田は、亀田にペラペラ喋った。「別の部署に、似内さんが配属されたみたいですが、彼は私にとって、特別な人なんですよ。」亀田「どんな？」山田「彼はですね、私にプロポーズしてきたんです。」亀田「良かったじゃない。あなたまだ、独り身でしょ。」山田「そうなんですけどね、彼は、私の妹と結婚しているんですよ。一週間前からですが。」亀田「はぁ。」山田「もっとも、プロポーズされたのは、一ヶ月くらい前なんですが。」亀田「ふうん。どうするの？」山田「まあ、以前と状況は変わりましたので、特に我々の間に、何かある訳ではないと思うと、少々がっかりしますね。」亀田「そうなんだ。」亀田は、既婚者だった。彼女は余裕であった。亀田「ああ、そういえば、彼は、重婚するらしいわね。」山田「え？　ほんとうですか？」亀田「うん」山田「なる程。そういう意味だったのか。しかし、重婚なら、私もしてみたいなぁ。」亀田「愛人も作るみたいだけどね。」山田「色々ありますね。」さて、部屋がある。山田と、亀田がいる部屋がある。その遠くに、ある部屋があって、そこで山田は、作成した資料を、手渡しする事になっていた。ところで、紙の資料だと、ハッキングされなそうな気がする。オフラインにする意味もある。パソコンは、タイプライターとしてだけ使う。山田は、その部屋に行った。すると、その部屋に、先に、受け取り先の人がいた。彼は男性であった。山田は言った「おはようございます。資料を持ってきました。」相手は言った「おはようございます。」彼は受け取った。山田は言った「あなたはもしかすると、紫波中央さんですか？」紫波中央「そうだけど。山田さんですね。なんか、受け渡しに来なさるときいています。」山田「はい、山田です。」紫波中央「山田さんは、仕事がよく出来るってきいています。」山田「え？　そんな馬鹿な。」紫波中央「こんな感じでしょうかね。亀田さんは、山田さんより、仕事が出来るが、油断ならない女である。山田さんの方が安心出来る。私はあなたと初対面な訳ですが、そんな風にあなたは評価されてましたよ。」山田「亀田さんがどんな人かは、私も知っていますが、他の人に対し、どういう態度で彼女が接しているかは、私も知りませんので。」「ところで、私と結婚して下さいますか？」山田「唐突ですね。」「はい。」山田「そういう事は、これから付き合う仲で、決めればいいと考えます。」紫波中央「付き合う仲には、セックスは含まれていますか？」山田「はい。」紫波中央「そうですか。でも・・・そうですね、あまり知り合う機会が無いのは、残念な事ですね。個人的に会う機会でもあればいいんですが。」山田「そうですね。」ただし、山田はこういう女だった。仕事人間では無いものの、何かやる事無い場合に、雑談する訳でも無い女であった。なので、知り合うとは言っても、個人的にやれる事は、限られていた。「しかし、自由な時間を設けて、何をやる気ですか？　私には、私は時間つぶしが苦手なのですが？」「こう考えます。相手を知る手がかりであると。」山田「そうか。」「目的がはっきりしていなければいけません。手法は適当でいいんですよ。相手の事が知れるのであれば。」山田「もう時間がありませんね。」「そうですね。では、次の機会にお会いしましょう。」さて、この世界には、王がいる。日本にも王いるけど。王がいる国をあげてみようか。
・日本
・タイ
・サウジアラビア
・モロッコ
・イギリス
・北朝鮮（将軍の事）
・スウェーデン
・ノルウェー

いない国
・アメリカ
・韓国
・マリ（多分）
・中国
・台湾
・ベネズエラ
・メキシコ
・モンゴル
・ロシア
・インド

この世界の王は、妻を沢山持っている。５人いる。そして、誰の子供が、後継者になるべきで、争っていた。しかし、この世界の場合、継承権は、女にもあった。今の王は男である。５人の妻は、それぞれ、男女色々な、子供を持っていた。それらには、各々、後ろ盾がついており、それらの間で争っていたが、父親の意見があった。彼は王である。王が、最も押している妻というのがいたが、王は、こうも考えていた。もっとも優れたものが、王になるべきだ。しかし、どうやって優れた王なのか、考えればいいのかは、不明である。と。なので彼は、成り行きにまかせていたが、子供たちが、成人するのを待っていた。そうしなければ、本人の資質を、見極める事は出来ない。ところで、この世界では、病死率が高い。なので、王の資質には、病気になりづらい。という項目もある。山田は、紫波中央の事を調べた。すると彼は、こういう人だった。王が死んだ時とか用に、王の代理の候補が設けられるシステムがあるが、その王の代理の息子が、紫波中央である。この王の代理というものは、誰でも出来る訳ではなくて、現在の王の代理、つまり、紫波中央の父親は、王の兄弟である。ちゃんと血族である。原則的に継承から外れているが、今の王の息子娘が、全滅した場合は、彼の父親や、彼の兄弟姉妹が、継承候補になる。さて、山田は一人だった。そこに、なんだっけか・・・、橋本が来た。橋本は言った「今回の、人事で、仕事を交代する事になった人が、挨拶に来ました。」山田「お通しして下さい。」その人々が来た。さて、二人は言った「山田さんにはお世話になりました。こういう時の挨拶、何言っていいのか、よくわからないので、私はプレゼント持ってきました。」もう一人「私もです。」彼女らは、それぞれ、キウイフルーツと、アボカドを、差し出した。山田はそれを受け取った。それから山田は、二人に、香水を渡した。この香水は、軟膏である。なる程、香水という方法があるのか・・・。私も採用するかも知れない。何処で売っているんだ？　スーパーで売っているなら買おうか。出所したら。二人は、香水を受け取ると、去っていった。橋本が来た。橋本は言った「私にもなにか下さい」山田は、スルメイカを渡した。橋本は言った「山田さんは、センス無いです。これこのままじゃ、硬くて食べられないじゃないですか。」山田「口に含んでおくといいよ。柔らかくなるから、焼いて食べても美味しいんだよね。持ち帰ったら？　焼くと、もろくなるから、食べられる様になる。」山田は言った「ところで、紫波中央の事で、紫波中央って、妻いるの？」橋本「いると思います。」「そうじゃなくて、調べて来いって意味。」橋本「ラジャー。」山田「大丈夫かなぁ。」橋本「大丈夫です。絶対もれない様にしますから。」山田「ま、よろしく頼んだよ。」さて、橋本が出ていったあと、山田の父親がやってきた。山田の父親は、刺巻という名前だった。刺巻は、山田に言った「大変だ山田。」山田「何が大変なのですか。」大変だな。これ、アーカイブオルグにしか出せないぞ。まあいいか。刺巻「紫波中央が、あなたに求婚している。」山田「球根するってどういう意味ですか。」刺巻「ふざけている場合では無いぞ山田。ま、良かったじゃないか。」山田「そういう考えもありますが、紫波中央の素性は調べなくていいんですか？」刺巻「そうだな。素性って彼は、王族な訳だが。」山田「いや、そういう意味じゃなく、彼の女性関係の事です。」刺巻「ああ。なる程。」山田「そういう事です。」刺巻「調べてみるよ。」山田「私が彼に求婚されている事は、内密にして下さい。」刺巻「わかった。ところで、なんて返事すればいいんだ？」山田「保留で。私から彼に言った事がありまして、今後親交を深めないと、なんとも言えないと、彼は言っていました。私はあまり何も言いませんでしたが。」刺巻「保留って言えばいいのか？　そうじゃないな。娘は、今後親交を深めてから考えると言っている。私もそう考えている。だな。」山田「一度結婚すると、反故にするのは難しいですからね。彼がどんな人物なのかわかりませんし、性格的な意味ですよ。」刺巻「慎重だな。」山田「ええ、使い捨ての昆布　であるなら、慎重になる必要はありませんが、せっかくなら、一生お付き合いしたいので。それに、離婚は難しいですしね。」この世界ではそうである。現代社会では、離婚簡単だが。刺巻「では、私からは、何も口を出さない方針だと、言えばいいんだな？　お前らが、自分たちで決めるべきだと。」山田「そうですね。」刺巻「了解した。それと、女性関係だが、」山田「やっぱそれ、調べなくていいですから、必要な返事だけして下さい。必要な返事とは、あなたが結婚決めない事ですが。」刺巻「今思ったんだが、私出世出来るんじゃないか？」山田「どうだろう。結婚するのは、私ですよ。」刺巻「違うぞ山田。男同士の関係というものがあるのだ。」山田「あなたに交渉術はあるんですか？」刺巻「わかった、プランを考えておく。デモンストレーションするから。あとで。」山田「あのですね、本職をして下さい。」刺巻「山田、本職はつまらないんだよ。人生はゲームだ。」山田「違います。これは私の結婚です。私のゲームの邪魔しないで下さい。」刺巻「山田、子供は親のゲームの、駒にならなきゃいけなくないか？」山田「やめて下さい。」刺巻「わかった。ではこうしよう。お前に託す。賽は投げられたのだ。」山田「そうして下さい。」刺巻「では私は、帰って枕を高くして、寝る事にするぞ。めっちゃ高くするから。」山田「安眠して下さい。」刺巻は、ブツブツいいながら、去っていった。さて、山田が仕事していると、誰か来た。レベル低い人である。「とおせんぼうが発生しました。どうにかして下さい。」山田は、彼女についていった。とおせんぼうしている人々は、山田たち通行人に、こう言っていた「此処を通るには、やはり四天王を倒してからでないといけない。」山田は言った「四天王は、かなり遠くにいます、此処は、あなたたちの間で、四天王代理を決めて、それから勝負するのが、いいと思われますが。」「四天王は、実際は五人いる。」さて、人々は、５人の代表を決めた。五人は山田に言った「さあ勝負だ。」山田「私臆病なので、勝負はしません。」５人「なんだと？　ところで、なぜ四天王が、五人いるかというと、一人が帝釈天だからだ。帝釈天の配下が、４人。つまり、合計５人だ。」山田「悔しかったら、勝負する場所を変えましょう。」５人「いいだろう。」山田「ついてきて下さい。」さて、とうせんぼうしていた連中は、山田についていった。そして、その通路は、通れる様になった。山田のポケモン編成は、プテラ、ダグトリオ、オムスター、オコリザル　レアコイル　だった。これで、四天王倒せると思う。レアコイルで、ギャラドスや、ラプラスを倒すのがコツ。
・レアコイル→ギャラドス、ラプラス。
・オコリザル→ジュゴン、カイリュー。
・プテラ→フーディン、ゲンガー。
・オムスター→ナッシー、ピジョット。
・ダグトリオ→ゲンガー。

しかし、山田は負ける事になった。相手の四天王は、改造四天王改造ポケモンだった。

第一の四天王は、改造花月だった。
・ドダイトス
・ダーテング
・ノクタス
・ドレディア
・エルフーン
・ジュカイン

私は、第４世代までである。以降不明。鋼のカラスに興味がある。さて、改造花月のポケモンで、倒せ無さそうなのは・・・、草の弱点は、虫だけにしてある。

・草の弱点は、虫だけ。

オコリザルは、エスパーへんか技を持っている相手を、殺してしまう特性を持っている。

・ドダイトス
・・じわれ→じめん
・・ウッドハンマー→くさ
・・やどりぎのタネ→くさ
・・じゅうりょく→エスパー
・・・ドダイトスはカモれる。

・エルフーン
・・やどりぎのタネ→くさ
・・どくどく→どく
・・コットンガード→くさ
・・アンコール→ノーマル

・ダーテング
・・じんつうりき→エスパー
・・ぼうふう→ひこう
・・やどりぎのタネ→くさ
・・みらいよち→エスパー

・ノクタス
・・やどりぎのタネ
・・どくどく
・・ニードルアーム
・・すなじごく

・ドレディア
・・やどりぎのタネ
・・はなびらのまい
・・せいちょう
・・フラフラダンス

・ジュカイン
・・やどりぎのタネ
・・リーフストーム
・・みがわり
・・がむしゃら

で、レベルは同じだとする。

・ジュカイン
・・はやさ→１２０

・ダグトリオ
・・はやさ→１３０（改造ポケモンの種族値）

・プテラ
・・はやさ→１３０

ジュカインには、先制出来る方がいい。ダグトリオだが、くさ　は　じめん　に　抜群ではなくなっている。地面に対しては、鋼のみ抜群になっている。エルフーンの速さ忘れてしまったので、１１６にしておく。

プテラのはかいこうせんは、超強くなっている。理由を説明する。

・プテラ
・・こうげき→１１０
・・はかいこうせん→２００／ひこう／ぶつり。

なので、ジュカインを一撃で葬るぐらい出来る。多分。なので、ジュカインは怖くない。ドダイトスも、能力値に関係なく、オコリザルで滅ぼせる。ノクタスは、耐久系になっている。やどりぎ無効化はいない。メンバーに。つまり、速攻で倒すしかない。ノクタスは、プテラ以外の攻撃を、半減してしまう。プテラで、ノクタス倒せるか検証すると、まず、飛行は、草に抜群ではなくなっている。草には、虫のみ抜群。そして、プテラは、ドラゴン／ひこう　に　なっている。そして、ドラゴンダイブが出来る。ドラゴンダイブは、威力、１２０になっている。ノクタスの戦術はこうで、どくどく　と　やどりぎ　食らわせたあと、エルフーンに交代する。そして、エルフーンで、コットンガード連発する。エルフーンは、いたずらごころ　なので、プテラに先制出来る。交代読みで、はかいこうせん撃っても、倒れないかも知れない。威力３００になっているんだけど、このエルフーンの、防御性能は、

・HP→８０
・防御→１０５

に　しておく。死ぬかなぁ・・・どうだろうなぁ。威力３００なので、本来のゲームの、２倍の威力になっている。倒れないとする。すると、反動が発生する。反動発生させたくない場合は、ドラゴンダイブするしかないが、ドラゴンダイブして、相手がコットンガード、とにかく、ノクタスからの、エルフーンで、プテラは停止するとする。その場合、そのまま、負ける事になる。つまりだが、山田は負けた。原作の四天王対策した為である。負けたので、山田は、お金を取られてしまった。そして、元の話に戻る。山田が、お金を取られているのを、多くの見物人が見ていたが、その中に、妹の配偶者がいた。名前は・・・陸中八木にしておく。陸中八木は、人々が去ると、山田に言った「おはよう山田。私は出世したんだ。」山田「はぁ。」陸中八木「話をしないか。」山田「仕事中なんです。戻ります。」陸中八木「つれないじゃないか。仕事の話でもしようじゃないか。」山田「えーっと、仕事の話をするよりも、今仕事をやる方が大事だと考えます。」彼女は、去っていった。陸中八木は、山田を追いかける。彼は言った「私はまだ新米だ。この仕事に関しちゃ。色々聞きたい事がある。」山田「えーっと、あー、」山田はモタモタしていた。さて、彼は本当に、仕事に関しきいてきた。意味は、彼の仕事のやり方だった。山田は知っている事だけ答えた「私からの、仕事の引き継ぎはこうでした。あと、そちらからの、引き継ぎは、こうでした、あちらで、どう進めているのかは、推察するにこうです。私の方の職場で、何をしているのかは、資料を見ればわかる様にしてあります。あとは、そちらの職場の、先輩方に、きけばいいかと思われます。」

内侍司の女官は天皇に近侍し、奏請と伝宣（内侍宣）、宮中の礼式等を司った。天皇の秘書役とも言うべき重要な役職で、学問・礼法に通じた有能な女性が多く任命されたようである。尚侍（ないしのかみ・しょうじ）四等官における内侍司の長官（カミ）に相当する。准位（男性官人の官位相当に相当する）は従五位のち従三位。定員は2名。多く摂関家の娘が選任された。元来、奏請・伝宣の職掌は尚侍のみのものであり、典侍以下が扱うことはできなかった。10世紀末頃から皇妃に準ずる扱いとなり、実際の女官としての業務は典侍以下が担ったと考えられる。平安時代後期から鎌倉時代ごろになると、尚侍は任命されなくなった。典侍（ないしのすけ・てんじ）四等官における次官（スケ）に相当する。准位は従六位のち従四位。定員は4名。大納言・中納言を中心に公卿の娘が多く選ばれた。掌侍（ないしのじょう・しょうじ）四等官における判官（ジョウ）に相当する。准位は従七位のち従五位。定員は正官4名、権官2名の計6名。通常「内侍」と言えばこの掌侍のことを指す。天皇移動の際に剣璽を捧げ持ち随行する役目。第一位上臈の掌侍を「勾当内侍（こうとうのないし）」または「長橋局（ながはしのつぼね）」という。尚侍や典侍が形式化した後、内侍司の実務は奏請・伝宣を含め勾当内侍を中心に取り仕切られ、江戸時代になると渉外においては制度上は上臈である大典侍よりも大きい力をもった。女孺（にょじゅ・にょうじゅ）内侍司の下級女官。定員は100名。掃除などの雑務一般にあたる。

そう‐せい【奏請】 ... 〘名〙 天子に上奏して裁可を請うこと。そうしょう。 でん‐せん【伝宣】 ① 勅旨を伝え宣(の)べること。 天皇の意思を伝達すること。

ふむ、内容の一種に、天皇の意思を伝達する事はありそうだ。今と違って、ラジオが無かったからね。ラジオあれば、天皇陛下が直接言えるだろうけど。

蔵人（くろうど、藏人）は日本の律令制下の令外官の一つ。天皇の秘書的役割を果たした。唐名は侍中（じちゅう）、夕郎（せきろう）、夕拝郎（せきはいろう）。蔵人所は事務を行う場所のことで、内裏校書殿の北部に置かれた。また、蔵人は百官名或いは人名の一つでもあり、この場合は「くらんど」と読む。大同4年（809年）、平城天皇が嵯峨天皇に譲位し、平城上皇として平城京に移り住んだ。この時、後宮の寵妃藤原薬子やその兄藤原仲成も同行したが、薬子が天皇の秘書である内侍司の長官（尚侍）であったため、平安京にいた嵯峨天皇は太政官の議政官への命令文書にあたる内侍宣を出すことができなくなり、その他の政務や宮中の事務においても支障をきたした。その上、上皇も国政に関する命令を出す権限があると考えられていたため（その権限が天皇の権限と同等であったか否かについては諸説ある）、嵯峨天皇と平城上皇・尚侍藤原薬子との対立が深刻化すると、上皇が尚侍を通じて太政官に命令を出す事態も考えられた（後にこの対立は薬子の変へとつながる）。そのため、嵯峨天皇は、新たな秘書役として大同5年（810年）に藤原冬嗣と巨勢野足を蔵人頭に、清原夏野らを蔵人に任命したのがはじまりである。平城上皇側に機密がもれないようにすることも目的であった。蔵人所はもともと天皇家の家政機関として、書籍や御物の管理、また機密文書の取り扱いや訴訟を扱った。蔵人の「蔵」には後宮十二司の1つである蔵司の意味も含まれているとされている（蔵人所設置当時、尚侍は蔵司の長官である尚蔵の職務を代行していた）。やがて、訴訟には関与しなくなるが、侍従や少納言局や主鷹司など、他の組織の職掌を奪っていき、詔勅、上奏の伝達や、警護、事務、雑務等殿上におけるあらゆる事を取り仕切る機関となった。平安時代中期になると内豎所・御匣殿・進物所・ 大歌所・楽所・作物所・御書所・一本御書所・内御書所・画所など「所」といわれる天皇家の家政機関一切をも取り扱うようになった。別当蔵人所の名目上の責任者。大臣が兼任していた。定員は1名。詔勅を各省に伝達することが役目。頭（とう）蔵人所の実際の責任者。定員は2名。たいていは非参議四位の大弁または中弁から1名が補任されて「頭弁（とうのべん）」と呼ばれ、もう1名は近衛中将から補任され「頭中将（とうのちゅうじょう）」と呼ばれた。五位蔵人定員は2名から3名。勅旨や上奏を伝達する役目を蔵人頭と受け持つ等、秘書的役割を果たした。弁官と衛門権佐を兼任して「三事兼帯」と呼ばれる者もいた。六位蔵人定員は、おおよそ4名から6名。天皇の膳の給仕等、秘書的役割を果たした。六位蔵人は式部丞・民部丞・外記・史・近衛将監・衛門尉などと同様に毎年正月の叙位で叙爵枠があり、上﨟者（在職年数の長い者）は従五位下に叙される慣例となっていた（巡爵）。また、式部丞・民部丞・外記・史・検非違使衛門尉などから叙爵した者と同様に六位蔵人から五位に叙された者は受領に任じられる資格があり、叙爵後一定の待機期間の後、受領に任じられた。そのため、六位出身者にとって六位蔵人は重要な出世コースであった。非蔵人蔵人の見習い。定員は、おおよそ4名から6名。六位の中から選ばれ、昇殿を許されて雑務をこなした。六位蔵人が欠けた場合の補充要員。この職は戦国時代に至り任ぜられなくなったが、江戸時代初期、賀茂・松尾・稲荷など京都近郊の大社の子息を中心に、宮中の雑用を勤める職として再興されている。雑色蔵人の見習い。定員は8名。雑務をこなした。非蔵人とは異なり、昇殿は許されない。六位蔵人が欠けた場合の補充要員候補。出納納殿と呼ばれる書籍倉庫の管理及び蔵人所の庶務を担当した。定員は3名。小舎人蔵人所の雑務を担当した。定員は6名。後に12名。所衆御所の清掃を担当した。定員は20名。六位の侍から任じられた。滝口清涼殿の警護を担当した。定員は当初10名、後に30名。鷹飼鷹狩用の鷹の飼育と調教を担当した。定員は10名。氏蔵人とは、藤原氏であれば、藤蔵人と名乗り、源氏の蔵人であれば源蔵人と名乗る者である。六位蔵人において、極臈、差次の下、新蔵人の上の席次に当たる[1]。親王家や摂関家にも宮中と同様に蔵人所が置かれていたことが知られている。侍所とともに家政機関を統制し、主従関係を統括していた。摂関家では藤原師実以後、摂関就任時に侍所を蔵人所に改称し、一両年を経た後で侍所と蔵人所を分離するのが慣例であった[2]。

さて、陸中八木は言った「なる程ね。ところで、もっと詳しく聞きたいんだ。あなたの家に行ってもいいだろうか。」山田は答えた「えーっと、確かに関係ある仕事ではありますが、そちらの部署の方にきいた方がいいんじゃありませんか？」「まだ親しい人がいないんだ。あなたの方が適任だ。」山田「はぁ。いいですよ。」「本当か？」山田「教えるだけですからね。あとで来て下さい。」山田は立ち去って、自分の仕事に戻った。陸中八木も、自分の仕事に戻っていった。

律令制下の八省の一つ。和名は「つわもののつかさ」。内外の武官の人事考課、選叙（叙位及び任官）諸国の衛士の管理、武器の管理など、軍事防衛関連事項の一切を司る。令制では五司､後に一司（隼人司）を管掌する。しかし、鎌倉時代以降は、征夷大将軍に実権が移り、職務は限られた。職員編集　兵部省の長官である兵部卿は正四位下相当だが、大体公卿の兼官となっている。親王等の皇族がこの官職に就任することも多く、その場合その皇族は兵部卿宮と呼ばれた。ちなみに武家では戦国大名である大内義隆が唯一、兵部大輔から兵部卿にまで昇っている。大輔以下の四等官の定員は以下のとおり　兵部大輔（正五位下相当） - 各1人　兵部少輔（従五位下相当） - 各1人　兵部大丞（正六位下相当） - 1人　兵部少丞（従六位上相当） - 2人兵部大録（正七位上相当） - 1人　兵部少録（正八位上相当） - 3人　註：大輔・少輔には後に権官も設置された　史生　省掌　使部　直丁　武散位（文官は散位寮が管轄）兵部省被官の官司編集　兵馬司（ひょうまし） - 左右馬寮に併合される　鼓吹司（くすいし） - 兵庫寮に併合される　造兵司（ぞうへいし） - 兵庫寮に併合される　主鷹司（しゅようし） - 廃止　主船司（しゅせんし） - 廃止　隼人司（はやひとのつかさ） - 衛門府より移管される　　

兵衛府（ひょうえふ）とは、律令制における官司。左兵衛府と右兵衛府の二つが存在する。長は兵衛督 （左兵衛督・右兵衛督）である。左右近衛府、左右衛門府とあわせて「六衛府」と呼ばれる。和訓では「つはもののとねりのつかさ」という。唐名は武衛（ぶえい）。兵衛とは、天皇やその家族の近侍・護衛のために国造の子弟から選抜された舎人の機能を強化・拡充する形で天武天皇時代に成立したと言われている。大宝律令成立後に左右に分立した。養老律令において内部官職名の変更が行われた。藤原仲麻呂政権下の天平宝字2年（758年）に虎賁衛（こほんえい）と改称したが、6年後の仲麻呂の没落とともに旧に復された。後に地方において国造・郡司層が没落すると、新設の近衛府に主力の座を奪われて規模も縮小されることになる。本来は古代から続く国造・郡司などの地方豪族による奉仕の一環であったが、律令制の下では彼らが兵衛や舎人として在京することで武官あるいは行政官としての社会経験を積ませる意味も含まれるようになった。多くの者は故郷に戻った後に国造・郡司の地位を継承したが、一部には才能が評価されて京に残って中央の下級官人として活躍する者もいた。このため、中央への出仕の機会としても兵衛が認識され、構成員も畿内の豪族の子弟や位子・蔭子孫が増えていくことになった[1]。

督左右に各1名。四等官のうちの長官「カミ」に相当。権官はない。令制では従五位上相当の官職であったが、延暦18年（799年）4月27日に従四位下相当に改訂された。大宝律令においては「率」（読み方は同じ）。中納言・参議（位階としては二位・三位））との兼官が多く、また左右衛門督を加えた計4名のうちの1人が検非違使別当を兼ねるのが慣例であった。とは言え、実態としてはかなり広範な任用例が見られ、兼官としては大弁や中弁、あるいは近衛中将との兼務例が見られる他、五位からの抜擢の例もあり、非参議や散位である二・三位クラスの公卿に職を宛がうための官職でもあった。後に足利尊氏・直義兄弟や新田義貞など建武の新政の名将達が左兵衛督に任じられたため、武士にとって名誉ある官職とみなされた。このため室町時代では主に代々の鎌倉公方や斯波氏の当主が任官した。江戸時代の武家官位では、御家門たる明石松平家の当主が左兵衛督に、尾張徳川家の世子が右兵衛督に任官された。また、鎌倉公方の末裔の喜連川家の当主は、室町時代からの慣行により無位無官ながら左兵衛督を名乗ることが江戸時代を通じて認められていた。唐名は武衛大将軍。佐左右に各1名。四等官のうちの次官「スケ」に相当するが、権官あり（権佐）。令制では正六位下相当の官職であったが、延暦18年4月27日に従五位上相当に改訂された。大宝律令においては「翼」（読み方は同じ）。少納言との兼務が多い他、馬頭から近衛中将に転じる際に空席がない場合において、暫くの間この職を拝命して中将の空席を待つ事もあった。平安時代、兵衛佐や兵衛権佐は公卿への昇進コース（典型的なコースは、侍従→兵衛佐→近衛少将→近衛中将→参議。少将から少弁や中弁に転じて弁官で昇進して参議に至るコースもあり、兵衛佐から少弁に転じて弁官で昇進して参議に昇進する者もあった）上の官であったため、上流貴族の子弟が多く任じられた。六波羅政権を樹立する平清盛が最初に任じられた官職も左兵衛佐である。この待遇は当時の武士の子弟の官位としては破格のもの（公卿の子弟など上流貴族に準ずる待遇）であり、当時の権門貴族であった藤原宗忠はその日記・中右記において「人耳目を驚かすか、言ふに足らず」と驚愕している。またこの官職でもっとも著名なのは右兵衛権佐に任じられた源頼朝である。平治の乱の際にこの職に任じられた頼朝は僅か十五日で解官され、20年に及ぶ流人生活を経て平家を倒し、建久元年（1190年）に権大納言に任じられるまでの30年間「前右兵衛権佐」であった。このため、頼朝に仕えた御家人達は頼朝に敬意を払って「佐殿（すけどの）」と呼んだのである。室町時代に入ると左兵衛佐の官職は斯波氏の当主が代々任じられるようになったため、同家を武衛家と称した。平安時代、兵衛佐は五位の者が任じられ、四位に叙されるとこの官を止めるのが原則であったが、長承四年（1135年）に左兵衛佐平清盛が従四位下に叙された際「兵衛佐如元」とされて四位兵衛佐の例が稀に見られるようになった。唐名は武衛将軍。尉正七位上相当の「大尉」と従七位上相当の「少尉」があり、四等官のうちの判官「ジョウ」に相当。当初はともに左右各1名であったが延暦18年4月27日に少尉が左右各2名制となり、久安4年（1148年）には大尉・少尉ともに一気に左右各20名に増加された。更に保元3年（1158年）には更に25名に増員されている。唐名は武衛校尉。志従八位上相当の「大志」と従八位下相当の「少志」があり、四等官のうちの主典「サカン」に相当。左右ともされぞれ各1名。延暦18年4月27日に少志が左右各2名制となり、更に大志は正八位上相当、少志は従八位上相当に改められたという。医師左右各1名。従八位上相当。養老5年（721年）設置。番長左右各4名。兵衛左右各400名。六位以下八位以上の嫡子で21歳以上の者及び諸国の郡司の子弟で弓馬に巧みな者を国司が推薦して選抜した。大同3年（808年）には左右各300名に、更に寛平3年（891年）に左右各200名に削減した。その他にも　直丁（左右各2名）廝庁（左右各4名）府生（兵部省からの出向、人数等不詳）案主（左右各1名）府掌（左右各1名）吉上（人数等不詳）使部（左右各30名）駕輿丁（左右各50名）などの役職があったという。大内裏のうち、宣陽門・承明門・陰明門・玄輝門より外側で建春門・建礼門・宜秋門・朔平門の内側を担当。天皇の護衛や内裏内における夜間の宿直も担当するなど六衛府の中でも最も宮廷の中枢部を担当した言わば「親衛隊」的な役割を果たした。また、民衆から選ばれた衛士が反抗して天皇及び内裏を攻撃しないように監視する役目も担っていたともいわれている。行幸などの際には行幸の行列。また、夜間の京内の巡検も担当。

さて、橋本は、山田に調査結果を言った「女性関係は無いそうです。」山田「そうなんだ。」「来歴した仕事は、これこれ。」山田「軍事関連だね。」橋本「そうですね。」山田「こういうのって、任命されるもんなんだよね。それとも自分から応募するんだろうか。」考えてみよう。資料には、馬弓に猛る人が、選ばれると書いてあるし、武士が担当している事が多い。つまり、本人の資質から見て、選任されているし、本人も希望するのであろう。橋本「それがどうかしたんですか？」山田「武芸にひでているのはわかった。」橋本「ふむ。なる程。」山田「ところで、なぜあの人は、私にプロポーズしたんだろう。それが謎だ。あの人って、紫波中央の事ね。」橋本「さぁ・・・競争相手がいないからかな。」山田「うーん。本人にきいてみるかー。」

更衣（こうい）とは、本来天皇の衣替えに奉仕する女官の称であったが、後に嬪・女御に次ぐ令外の后妃の身位（『弘仁式』中務省式）となった。更衣は天皇の居室・寝室に立ち入ることが可能なことから后妃としての要素を持つようになり、嵯峨天皇の時代に女御のうち下位のものを指す呼称となった。通常は四位・五位の位階を授けられた女性が更衣となり、その所生の子は臣籍降下の対象とされた。定員は10名（『延喜式』）とも12名（『西宮記』）とも言われているが、実数は少ない。通常は出自が低い女性が更衣とされていたが、稀に公卿クラスの娘が更衣になる場合もあり、その場合には後に女御や中宮に進むことがあり、その所生の子も必ずしも臣籍降下の対象とはされなかった。『源氏物語』には按察大納言の娘桐壺更衣が桐壺帝との間に光源氏を生んだことが記されている（「桐壺」）。 朱雀院の後宮にいた、一条御息所は更衣であった（「柏木」）。紫式部の祖父・藤原雅正の姉妹である藤原桑子は醍醐天皇の更衣だが、更衣が置かれたのは醍醐天皇、村上天皇までで、源氏物語が書かれた時代に更衣自体はいなかった[1]。摂関政治期を経て後三条天皇の時代まで史料的には存置していたとみられている[2]。

宮殿における女官・女房などの私室として仕切られた部屋のこと[1]。

掃部司（そうぶし・かにもりのつかさ）は、律令制において大蔵省に属する役所の1つ。宮中の掃除や設営のことをつかさどった。朝廷の諸行事の敷物類の管理や設営、清掃などを担当。具体的には、薦（こも）や席（むしろ）・牀（とこ）・簀（すのこ）・苫（とま）のことと、舗設・洒掃（水をそそぎ清掃すること）などを職掌とした。『令集解』によると、茨田葦原で藺草などを栽培し、薦や席の材料にしたことが記されており、また舗設については、『延喜式』掃部寮に詳述されている。『養老令』に規定されている構成は、正（かみ）1名、佑（すけ）1名、令史（さかん）1名。そのほか伴部の掃部が10名、使部6名、直丁１名、駆使丁20名であった。弘仁11年（820年）閏1月5日に職掌の同じ宮内省内掃部司と統合されて、宮内省掃部寮が成立した。

殿司（とのもづかさ・とのもりづかさ）は、後宮十二司の1つ。後宮の清掃、輿などの乗り物、灯油・火燭・炭薪などの内部の照明などを掌った。職員は尚殿（とのものかみ・とのもりのかみ、従六位相当）1名・典殿（とのものすけ・とのもりのすけ、従八位相当）2名・女孺6名で構成されていた。平安時代中期以後の後宮の再編と十二司の解体に伴い、主殿寮に吸収されて同署より内侍司に対して派遣される形となり、こうした女官は主殿司（とのもづかさ・とのもりづかさ）あるいは主殿女官と呼ばれた。主殿司は12世紀前半には定員が9名であったが、後期には12名であったという。

げっ‐そう【月奏】 律令制で、毎月1日に、前月に官人の勤務した日数を調べて天皇に奏聞すること。 また、その儀式。 がっそう。

橋本と山田の会話が終わった頃、亀田がやってきた。橋本は言った「ではそういう事で。」彼女は去っていった。亀田は山田に言った「山田、別の部署に、新人が来るらしいから、彼女の宿直室をどうにかしないと。」山田「わかりました。」亀田「それと、出勤率のデーターだけどさ、山田が出してくれる？」山田「わかった。本当でそれでいいなら。」亀田「？　どういう意味？」山田「私は皆勤賞になる。」亀田「はぁ。別にいいけど。」

山田と亀田は仕事を続けていた。亀田は言った「こういうのって、一人でやる方が捗ると思わない？　私はそう思う。」山田「でも、事務所此処しか無いジャン。」亀田「あなたが一人でやるとか。」山田「やだ。競い合う方が捗るよ。」亀田「ちっ。」亀田はサボれなかった。この事務所付近では、猫を一匹飼育している。猫は、ネズミを捕まえる為に飼われている。さて、山田が仕事していると、紫波中央が訪ねてきた。紫波中央は言った「まだお仕事中ですか？」山田「はい。別の部署に配属になる人が出たので、仕事が増えたんです。」亀田「わー。紫波中央さんだー。」紫波中央「私は仕事終わったので、山田さんと話に来たのですが、外で待っていますね。」彼は出ていった。仕事終わるには、２時間かかった。その間紫波中央は、ずっと待っていた。仕事が終わると、山田は、外に出た。すると、紫波中央が待っていた。山田は言った「お待たせしました。ご用件をお伺いします。」紫波中央「そういえば、亀田さんがいらっしゃいますね。彼女には聞かせない方がいいと考えますが。」山田「どうしようかなぁ。私の部屋に来て下さい。」山田には、自分の家があるが、それと別に、ベッドが置いてある、自室も設けられている。それとは別に、仮眠室もある。此処には、泊りがけで仕事出来るような構造がある。山田はあまり家に帰らない。週末ぐらいかも知れない。香水は、風呂入らない時に使う。此処の人たちはそうであった。さて、二人は山田の部屋に入った。「そういや陸中八木は、家に来るとか言っていたな。まあいいや。で、要件は？」紫波中央「私はあなたに求婚しました。その返事を下さい。」山田「えーっと、以前と同じで、結婚するまでは先延ばしにしようかと考えますが。結婚すると、離婚するのも大変ですし・・・。」紫波中央「セックスは？」山田「それは、暇な時にやってもいいですけど。」紫波中央「私は結婚するまで、セックスしない派です。」山田「え？　そうだったんですか。そういえばそんな話もあったような。こっちの話です。ちなみに、性行為すると、服や身体が汚れます。休日取れた時がいいです。」紫波中央「あとは何かあったかな。」彼は思案した。「あなたに求婚した理由ですが、」山田「それを聞きたかった。」「以前からあなたの事が好きだったんですよ。」山田「はぁ。」「どうやって接すればいいか、考えている間に、４年たちました。」山田「私がこの会社で、働き始めたのは、５年前からです。私を見かけたのは、此処で見かけた訳ですね。」紫波中央「そうです。」山田「４年も待っていたんですか。では仕方ないですね。」紫波中央「何がですか？」山田「唐突だった事が。よく話してくれましたね。恐らくあなたは、なかなか自分から話せない人なんでしょう？」紫波中央「あるいはそうかも知れません。」山田「わかりました。今日はどうしますか？」紫波中央「そうですね、一旦帰ります。」山田「わかりました。」「ところで、私が、」

そうせい【奏請】《名・ス他》天子に、許しを下さるようにお願いすること。

「王の伝言を聞く日にちは、決まっております。以下の通りです。」彼は説明した。「つまりですが、その日私は出勤する訳です。もし、職場で私に会われるなら、その日出勤なさって下さい。」山田「ああ。その日でしたら、多分私も出勤しますよ。王の伝言の日ですので。私も聞かなきゃならない。」「それは良かった。ぜひ私に会って下さい」山田「えーっと、まあいいでしょう」「それとですが、別の日には、別のこの役職の人が、王の意見を聞くので、私だけではありませんよ。」山田「ああ。そう言われればそうですね。」ところで、王の意見を聞く役職が、存在したってのは、それだけ王の意見が重用されていたって証であろう。一般人にまで、そんな役職がついている訳ではない。

でん‐せん【伝宣】 ① 勅旨を伝え宣(の)べること。 天皇の意思を伝達すること。

さて、私は刑務所にいれられて、なんだかボケて来てしまった。こんなところに、ずっと幽閉されて、無事で済む筈が無いのだ。ボケの症状として、人名が覚えられない点がある。考えてみれば、生前、まだ刑務所に入ってなかった時は、数多くの人名を扱っていた。刑務所いれられると、大抵はこうなるであろう。それならば、これは刑務所文学である。刑務所文学とは、人名が少ない。なので、亀田は言った「ところで、紫波中央の事なんだが、」山田「紫波中央がどうかしたのか？」亀田「紫波中央は、ほら、王代理の息子じゃないか。」山田「そうだったな。それがどうかしたのか？」亀田「今はそんな事は無いが、かつて、王の子供が少なかった時期は、王代理の子供が、時期王になるかも知れないって話があったんだ。」山田「そうらしいわね。」亀田「だから敢えて、身分を落としたらしい。」山田「ふうん。なんで？　王になればいいじゃん。」亀田「王って面倒だからね。」一説に、古代から、天皇の権限は、制限を受けてきたとある。考えてみれば、ハーラル美髪王というのがいた筈だが、これはノルウェーを統一した王である。どんな王だっけか。

美髪王（Hårfagre）とも呼ばれる[4]が、それについては以下のような伝承がある。ハーラルはノルウェー西部の一小王の娘に求婚したが、「一国全体の王としか結婚できない」と拒絶された。そこで彼はノルウェー全土の征服を決意、それを実現するまで髪を切らない誓いを立て､「蓬髪のハーラル」と呼ばれるようになった。そしてノルウェー統一がなった後は髪を整え、以後「美髪」と呼ばれるようになったという[3]。なお、ハーラル1世のノルウェー統一事業最後の戦いは、885年（伝承では872年）と考えられているが、統一は実際には沿岸部のみで、他の地方は彼と姻戚関係を結んだ豪族たちが実効支配していた。ハーラルのノルウェー統一は実際には、略奪的なヴァイキング（本来は「遠征」の意味）によらず、交易に関与し沿岸航路の安全をはかる必要のあった豪族たちによる協働の結果とする説も唱えられている。また、ハーラル1世の親衛兵の一部はベルセルクであったという伝承もある。

問題なのは、ハーラルの権利が制限されていたかどうかである。されているだろうな。ただ、こういう違いがあって、天皇の場合、次世代の子供が、しかも、男性限定しか、天皇になれないので、それがいない場合、兄弟やその子孫がなるとある。ハーラルが崩御して、その子孫がいない場合、兄弟は果たして王になるんだろうか。ただ、ハーラルの子供自体は、後の王に関与している。

シグル - ハーラル3世曽祖父

ただ、曽祖父になっている。では、ハーラルⅡはどうだったんだろう。

エイリーク1世はハーラル1世の息子として生まれた[1][2]。母はユトランドのエイリーク王の娘ラグンヒルドである[3]。アイスランドのサガによると、エイリークは12歳の頃からヴァイキングとして活動を始めた[1][4]。とある遠征にてデンマーク王[注釈 1]の娘であるグンヒルド・ゴームズダター（英語版）と出会い、結婚した[1][4][5]。サガによると、父ハーラルの死後、エイリークが王位を継いだ[1][5]が、その争いの中でエイリークは4人の兄弟を殺害した[1][注釈 2][注釈 3]。しかしエイリークの治世は厳しく不人気であったとされ[6]、ウェセックスの王であったアゼルスタンの支援を受けた異母弟（後のホーコン1世善王（英語版）[6]）によって王座を追われ、ブリテン諸島に逃れた[6]。その地でもエイリークはヴァイキングの活動を続けたが、ハーラル美髪王と親交のあったアゼルスタンの提案を受け入れ[7][5]、ノーサンブリアの王となりヨークの城に住んだ[1]。アングロサクソンの年代記ではエイリークが947年に王に選任されたと記載されている[1]。これに先立ち、エイリークは家族や同行者と共に洗礼を受けてキリスト教徒となった[5][7]。王たちのサガではアゼルスタンはエイリークをスカンジナビア人や侵略者たちから守るために統治させたとしており、エギルのサガではスコットランド人とアイルランド人から守ろうとしたとされている[6]。サガによるとノーザンブリアはエイリークとその部下たちを支える程豊かでなかったため、エイリークは頻繁にスコットランドとアイリッシュ海一帯を荒らしまわった[6]。これは財政的な影響もあったが、ダブリン王国の王たちに力を示す役割も果たした[6]。アゼルスタンの死後、エイリークは独自にその地を統治しようとしたが失敗した[6]。イングランド王エドレッドがノーサンブリアを侵略、荒廃させ、リポンのウィルフリッド（英語版）の大聖堂を焼き払った[1]。イングランド軍が南に向かった際、エイリークの軍がイングランド軍の後衛に追いつき、カッスルフォードにて大量虐殺を行った[1]。復讐としてノーサンブリアを滅ぼすとエドレッドが脅すと、ノーサンブリアの人々はエイリークに背いてイングランド王に賠償を行った[1]。その後ノーサンブリアの人々は、エイリークを王座から退位させるためにオラフ・ストリクソン（英語版）を支配者として受け入れ、最終的に954年、再度エイリークはエドレッドにより退位させられ、イングランドがノーサンブリアの主導権を握った[1]。それ以降、ヨーク及びノーサンブリアはイングランドの一部として吸収された[1]。エイリークはヴァイキング活動の中で戦死した[8]。最期を迎えた場所は史料によって異なり[9]、スノッリ・ストゥルルソンの『ヘイムスクリングラ』や修道士テオドリクス (Theodoricus monachus) の『ノルウェー古代列王史（ノルウェー語版）』ではノーサンブリアだと伝えており[9]、『ヒストリア・ノルベジエ』ではヒスパニアだと伝えている[9][5]。サガによるとエイリークはヘブリディーズの5人の王とオークニーの伯爵2人を伴っており[6]、その際オラフ・クアランの息子であるマッカスに待ち伏せされ、殺されたとされている[6]。

彼が、ハーラルⅠの次の王であるが、退位させられている。この事から、ただ生き残れば王になる訳でも無いのがわかる。つまりだが、人気が必要らしい。人気が無いと、王を退位させられるって事は、人気が無いと王としてやっていけないという意味である。そういう意味合いで、権利は制限されている。また、エイリークは、イギリスで負けたあと、人々に退位させられているので、負けても退位させられる。常にどっかと戦争しなきゃいけない状況だったなら、負けて強制退位も多いかと思う。平安時代は多分、戦争で負けて退位コースは少なかっただろうか、無かっただろうし、あと、戦争するような時代でも、戦争は、下士官の仕事である。下士官の責任で負けたものを、王が責任取る必要があったかどうかである。ただ、エイリークは虐殺を行っているが、虐殺行う権限が、当時の天皇にあったかというと、それは下士官の仕事であって、下士官の権限であったかも知れない。ただ、天皇が上奏するのに必要な構造は組まれているので、天皇が、ある戦争に関し、どう攻略すべきなのか、意見を言うのは自然である。最大限見積れば、当時の天皇陛下は、虐殺可能で、なおかつ、退位させられる事は、原則的に無い。かなり無敵である。実際はどうだろうか。

近江大津宮（おうみおおつのみや/おうみのおおつのみや）は、飛鳥時代に天智天皇が近江国滋賀郡に営んだ都。天智天皇6年（667年）に飛鳥から近江に遷都した天智天皇はこの宮で正式に即位し、近江令や庚午年籍など律令制の基礎となる施策を実行。天皇崩後に朝廷の首班となった大友皇子（弘文天皇）は天武天皇元年（672年）の壬申の乱で大海人皇子に敗れたため、5年余りで廃都となった。

この時、天皇陛下は、戦争に負けて退位させられている。壬申の乱で、大海人皇子が、勝てたのは、かなり珍しいとか言われていた気がするが、ただし、時代の変わり目・・・、たとえば、鎌倉幕府が滅びる時だが、この時は、後醍醐天皇が勝っている。もし、後醍醐天皇が、その時皇子で、鎌倉幕府を滅ぼすと同時に、以前の天皇を滅ぼしていたら、この時も、その天皇は軍事力で敗れて、政権を追われたという事になる。

幕府は後醍醐天皇が京都から逃亡するとただちに廃位し、皇太子量仁親王（光厳天皇）を即位させた。

つまりだが、後醍醐を、光厳は、倒して即位したし、後醍醐は、光厳を、倒して即位しなおしている。王の意見を伝える機構が整っている以上、王が命令し、戦争を起こしたという考えの方が正しい。日本では、現代制限がかかっている。それは、歴史における、天皇は、命令権が無かったという見せかけである。見せかけに過ぎない。実際は、天皇の意見を伝える構造が存在しているので、彼の意見で戦争が起きている筈だ。彼の意見は最も優遇されていた。つまりだが、幕府が、光厳を、天皇に即位させたという表現が誤りで、彼は皇子ではなくなった。その時に。そして、後醍醐は、皇子になっている。実際は。そして、正中の変もある事だし、

鎌倉時代後期、後嵯峨天皇の後、皇統は大覚寺統（後の南朝）と持明院統（後の北朝）に分裂しており、互いの皇統から天皇を出しつつも、両派閥で抗争を繰り広げていた（両統迭立（りょうとうてつりつ）参照）。このような中、文保2年2月26日（1318年3月29日）に践祚して天皇位を継いだのが大覚寺統の後醍醐天皇である。ところが、同年6月25日に後宇多が崩御すると、邦良派と後醍醐派の足並みが乱れ、どちらが後宇多の後を継ぐかで争うようになった[11]。これは必ずしもどちらか一方が正しいという訳ではなく、後宇多の遺言はどちらとでも解釈可能なものであり、むしろその曖昧性のために両派閥は後宇多後継者の地位を賭けて争った[11]。無論、大覚寺統の内紛という絶好の機会を、衰退しつつある持明院統側も見過ごしてはいなかった[12]

1318年編集　詳細は「1318年」を参照　後醍醐天皇即位

わかりずらいので、調べないが、

持明院統（じみょういんとう）とは、鎌倉時代後期から南北朝時代にかけて皇位に即いた日本の皇室の系統で、第88代後嵯峨天皇の皇子である第89代後深草天皇の子孫で、いわゆる北朝である。持明院統の天皇編集

後深草天皇（89代）

伏見天皇（92代）

後伏見天皇（93代）

花園天皇（95代）

光厳天皇（北朝1代）

光明天皇（北朝2代）

崇光天皇（北朝3代）

後光厳天皇（北朝4代）

こうやって、争っていたのがわかる。実際は、対立だっただろう。結論づけるし、武士はやっぱり、その下手人だったんだろうと思う。そして、天皇の意思が尊重されていたのであれば、彼の意思で戦争は起こされていたのだ。

亀田「とにかく、紫波中央の父親は、王をめぐる争いをする気は無かったらしいです。その為、息子には、影を潜めさせたと。」山田「なる程。」亀田「その為彼は、目立たない様に生きる様になったそうです。」山田「なる程。」ところで、王代理は、世襲である。ただし、紫波中央自体は、王代理出来る身分を放棄しており、彼の子供も、この相続権を持たない。紫波中央の兄弟姉妹が持っている。この話の場合、女性でも相続出来るので。ところで、ノルウェーの王も、男性が相続していた筈だ。ただ、「女性は駄目」ルールがあったかは不明である。ただ、エイリークが相続しただけかも知れない。こう考える。天皇はむしろ、女性でも務まる業務、エイリークは、虐殺をしたと言われている、別に、女性だから虐殺出来ないとは限らないが、とにかくエイリークは戦いまくった。別に女性だから、戦争しまくる能力が無いとは言えない。ただし、それはそれとして、天皇は、たとえば、誰でも務まるような職務だったので、女性はなれない事になったのでは無いかと思う。誰でも務まる故に、他の事で制限を入れる事になった、これは逆説的かも知れない。

陸中八木が、山田に会いに来た。山田は言った「おかしいですね。今日はあなたの出番では無い筈ですが・・・」「非番だけど、遊びに来たぴょーん。」山田「なる程。そういう事か。」「私は結婚した相手を間違えたかも知れない。」山田「どうしてですか？　というか、誰の事ですか？」陸中八木「真田の事だ。」山田「真田に言いつけますよ。」陸中八木「そうかい。でも、真田が悪いんだ。真田が怒るから。」山田「なぜ怒ったかによります。」陸中八木「それはだね、」彼は説明した。特に私は何も考えてない。適当な理由作るか。陸中八木「私はゴキブリが好きで、ゴキブリ飼育しているんだが、ゴキブリなんか、飼うもんじゃないって怒るんだ。でも、私の自宅で飼っているだけなんだから、彼女には関係ない筈だ。」通い婚である。なぜ通い婚じゃなくなったかは不明である。私は馬鹿なので、家賃節約する為じゃないかと思ったりするが。山田「難しい問題ですが、あなたに利があると思います。確かに、あなたの自宅の問題です。」陸中八木「だろう？　部屋に入ってもいいかい。」山田「いいですけど、私まだ仕事あるので、部屋には戻りませんよ。」「じゃあ此処で待っているよ。」さて、陸中八木が、事務所の前で待っていると、紫波中央が現れた。紫波中央は言った「こんにちわ。」陸中八木「平安あれ。」紫波中央は、王に意見を送りに来ていた。考えてみれば、ちょっと違うんだよな。面倒なので、王と意見交換って統一しようかと思うが。私は分離出来ない。面倒な誤差が発生したけど、まあいいかな。帳尻が面倒だ。山田はとにかく、紫波中央を、自室に呼んだ。自室だよな。違うかも知れない。面倒だから自室でいいや。山田「なんか、猫が餌を食べに来ないんですよね。困りました。」紫波中央は言った「猫が集まる場所を知っています。そこに行ってみましょうか。」山田「ありがとうございます。」二人は向かった。猫が数匹いた。紫波中央は言った「ついていくと、いるかも知れませんよ。その猫が。」山田「猫をつけるのって結構困難ですけどね・・・」猫は明らかに小動物である。追跡すると逃げてしまうからだ。もう少し大きい方がいいと思う。逃げない程度のサイズが。しかし、ネズミを捕まえる為の存在なので、あの大きさしか持てなかったと思われる。犬はなぜ大きくなったのか？　それは、犬を、他人にけしかける為である。そうに違いあるまい。犬は人間に対し脅威になる様に作られている。ではなぜ、猫を他人にけしかける用途に、使わなかったのか？　猫は、何もしないか、もしくは、一撃で殺すか、どちらかしか選ばないからだと思う。犬を他人にけしかける際の目的は、傷つける事が目的であって、殺す事が目的では無かったのだと考える。今でもそうであろう。ところで、猫散歩させていて、その人を脅威に感じるであろうか、犬は脅威である。さて、紫波中央は言った「ところで私は、優しい人が好きです。」山田「私の事はどう思われますか？」紫波中央「恐らく優しいのでは無いかと。」山田「なる程。人はわからないものです。」わからないな。ところで、刑務所には、看守がおり、そして、精心病棟には、看護師がいる。看護師を見ていて、この人はいい人なんじゃないかというのが、なんとなくわかる気がするが、それが勘違いなのかどうか、である。および、その人の信仰の問題もある。さて、キリスト教徒だったり、イスラム教徒だったり、いつも礼拝している人であるなら、一時的に、心かき乱される事は無いかも知れないが、礼拝してない者には、かき乱される事がある。なので、その人の行動が、その時によって、違う場合がある。信仰次第では、その人は、邪悪になるかも知れない。「優しいかどうかは、一通りでは無いかも知れません。」紫波中央「私は常に一定でいたいです。」山田「そうですか。私もなるべくならそうなりたいです。良い方法で一定でいたいです。」紫波中央「冷静に分析してみて、あなたは、私の文脈では、あまり優しくないかも知れません。」山田「それは、婚約破棄という意味でしょうか？」紫波中央「私の文脈を説明いたしますと、私の言う優しいというのは、他人をかばうような優しさですね。」山田「私は小心者なのです。他人をかばうのは困難でしょうね。」紫波中央「いや、とうせんぼする人々がいますが、彼女らをどかすのは、なかなか上手くやっていらしたじゃないですか。」山田「アレはそうですね、私は、頼まれると断れない質だし、それに、この言葉を信じています。適材適所。」私は精心病棟で、ボケるのが適材とでも言うのか、神よ。神は今のところそう言っている。山田「仕事は効率化されるべきです。それが、適材適所。私は自分が出来る事をしたまでです。」「立派な心がけじゃないですか。」山田「ありがとうございます。」紫波中央「なら、優しいという判定になりますね。」山田「は。そうですね。」さて、紫波中央は、用事が済むと、去っていった。山田は紫波中央を見送った。ところで、反転色になって、戻らなくなった。一太郎が。なんで反転色になったんだろう。ところで、結婚に関するルールが、クルアーンでは、細かく決められている。別に参照する気はないが。クルアーンにおいて重要なのは、そのわかりやすさにある。そしてだが、もっとも簡単なのは、結婚しない事である。つまり、結婚しないでセックスだけするという意味である。色々問題はあるだろうけど、強調されるべきなのは、梅毒である。あとは知らん。結婚する事の意味を、また別の観点から説明出来るが、それは文化的な事である。病原菌の切り口はかなり重要に思える。私は文学者ではあまり無い。山田は、物事をシンプルに考えていた。つまりだが、性行為するかしないかである。子供作るか作らないかである。If there was a simple day I could live, If there was a simple breath I could take.　さて、紫波中央は、父親に会った。彼は父親に説明した。「私は求婚しました」父親は答えた「心配していた。何が心配かって、お前が子供作らない点だよ。孫の顔を見せてくれ。」紫波中央「ふふん、なかなか能率的な構造ですな。」

右大臣（うだいじん）は、朝廷の最高機関、太政官の職の一つ。 唐名は「右府」「右丞相」「右相国」「右僕射」「太保」。 和訓は「みぎのおおいもうちぎみ/みぎのおとど」。 ... また、左大臣が関白であった時にも右大臣が政務を司った。太政官（だいじょうかん、おおいまつりごとのつかさ）は、日本の律令制における司法・行政・立法を司る最高国家機関を指す。 長官は太政大臣（だいじょうだいじん）。 通常はこれに次ぐ左大臣と右大臣が長官としての役割を担った。 事務局として少納言局と左右弁官局が附属する。

父親「お前が求婚した相手は、以前、なんか結構偉い役職の人と、関わり合った人だ。」紫波中央「え？　そうなんですか。」父親「そうだ。その人の具体的な役職までは、特定出来てないが。その人自身なのか、その人の身内なのかはちょっと、どっちがどっちだか、わからないが、とにかくそうだ。それと関わりあった人と結婚する事が、良いか悪いかだが、まあ・・・わからん。以上。」紫波中央「えーっと、よくわからないのでしたら、好きにさせて貰いますが。」父親「好きにするって言っても、普通に好きにしろよ。普通にだ。」紫波中央「わかりました。ではこれで。」彼は退室して、王に会いに行った。王がいた。彼は王の待機している間に入った。王は言った「やあ、君はもう聞いているかい。」紫波中央「何がですか？」王「私の新しい妻の話。」紫波中央「ああ、そういった役職で、きなさるらしいですね。」王は喜んでいた「上手く行きそうで何よりだ。」

新嘗祭（にいなめさい、にいなめのまつり、しんじょうさい）は宮中祭祀のひとつ。 大祭。 ... 新嘗祭は、天皇がその年に収穫された新穀などを天神地祇（てんじんちぎ）に供えて感謝の奉告を行い、これらの供え物を神からの賜りものとして自らも食する儀式である。 毎年11月23日に宮中三殿の近くにある神嘉殿にて執り行われる。

豊明は宴会の意で豊明節会とは大嘗祭，新嘗祭（にいなめさい）ののちに行われる饗宴をいう。 天皇が豊楽院，または紫宸殿に出席して行われる新穀供御の神事。 大嘗祭，新嘗祭はともに原則として11月の下の卯の日に行われるが，大嘗祭では次の辰の日を悠紀（ゆき）の節会，巳の日を主基（すき）の節会とし，3日目の午の日が豊明節会となる。

五節舞、五節の舞（ごせちのまい）とは、日本の雅楽では唯一、女性が演じる舞。 大嘗祭や新嘗祭に行われる豊明節会で、大歌所の別当の指示の下、大歌所の人が歌う大歌に合わせて、4～5人の舞姫によって舞われる（大嘗祭では5人）。舞姫は、公卿の娘2人、受領・殿上人の娘2人が選ばれ、選ばれた家は名誉であった。また、女御が舞姫を出すこともあった。大嘗祭では公卿の娘が3人になる。古くは実際に貴族の子女が奉仕し、大嘗祭の時には叙位にも与った。清和天皇皇后の藤原高子も后妃になる前に清和天皇の大嘗祭で舞姫を奉仕して従五位下に叙された。もっとも貴族女性が姿を見せないのをよしとするようになった平安中期以降、公卿は実際に娘を奉仕させず、配下の中級貴族の娘を出した。『源氏物語』少女巻において、光源氏が乳母子の惟光の娘(のちの藤典侍)を奉仕させたというのも、こうした時代背景を反映する。また、これとは別に五節舞姫と天皇が性的関係を結ぶことが行われ、天皇と貴族との関係強化の場としても機能していたが、藤原北家などの特定の家からしか天皇の后妃が出せなくなると、性的要素が排除されて変質が行われて行ったとする見方もある[2]。選ばれた舞姫は練習に明け暮れ、新嘗祭の前々日である丑の日の夜に宮中へ参上。直に、「帳台試（ちょうだいのこころみ）」と称して常寧殿にて天皇に練習を披露し、前日の寅の日に「御前試（おんまえのこころみ）」と称して清涼殿にて天皇に練習を披露した。当日の卯の日に「童女御覧（わらわごらん）」と称して舞姫に付き従う童女を清涼殿にて天皇が御覧になるなど、天皇自身からの試験も厳しかった。天武天皇の時代、吉野に天女が現れて袖を五度振って舞ったのが由来との説が、平安中期にあった。5度、袖を振るのは呪術的であり、新嘗祭の前日に行われる鎮魂祭とも同じ意味があるという説もある。『年中行事秘抄』に「乙女ども乙女さびすも唐玉を袂に巻きて乙女さびすも」という歌謡が載せられており、この歌にあわせて舞われたもののようであるが、詳細は不明である。なおこの歌謡は平安初期に豊明節会と正月三節会(元日節会・七日白馬節会・十六日踏歌節会)で歌われた歌謡を記した『琴歌譜』に「短埴安曲」として掲載されている。また、中国の『春秋左氏伝』昭公元年条に「先王之楽、所以節百時也、故有五節。遅速、本末以相及。」とあり、これを晋の杜預が「五節＝五声」として先王が5つの音調を用いて楽を作って民衆を教化したと解している。このため、天武天皇は大陸の礼楽思想を取り入れる意図をもって五節舞を考案したとする見方もある（なお、聖武天皇が元正上皇のために阿倍内親王（孝謙天皇）に五節舞を舞わせた際に、天皇が上皇に対して「天武天皇が天下統治のために礼と楽を整備するために五節舞を考え出された」と述べている（『続日本紀』天平15年（743年）5月辛丑条））。また、延暦23年（804年）に作成された『止由気宮儀式帳』にも、伊勢神宮の外宮にて斎宮の采女が五節舞を演じたと記されており、天武天皇が振興して斎宮制度を整えた伊勢神宮においても五節舞が行われていたことが知られている[3]。帳台試‐ちょうだいのこころみ - 祭日直前の丑の日に行われる。常寧殿の西塗籠の内帳台の上に長筵を敷き、その上に舞姫の座を敷き、その前にそれぞれ白木の灯台1本を立て、東の帳台の西南角に幔を引いて小哥（当世の歌を歌う人）の座、北庇塗籠のうちを大師（舞姫に舞を教える人）の局とし、大哥（古風の歌を歌う人）は同殿東の仮座に候し、殿内の四隅に舞姫の休息所である五節所を設ける。時になれば舞姫は玄輝門に参入し、車を下りてから公卿が束帯してこれに従い、各自定められた五節所に入る。舞姫の参入の由を聞いて天皇は直衣指貫に沓をはき、清涼殿東庇北の階下から、承香殿西南隅に仮に架けた長橋、承香殿南簀子、同馬道后町廊、常寧殿馬道その他の順路を経て大師の局に入り、殿上の侍臣が脂燭に候し、近習の公卿が両3人供奉する。舞姫1人ごとに火取を持つ童女、茵を持つ童女1人、几帳3本を持つ下仕および理髪の女房を先立てて舞殿にはいり来て、舞姫らは茵に座し北向し、西を上にして並び座す。ついで大哥が后町廊の辺に座し、大哥、小哥が発声し、舞が始まる。その間、理髪の女房、童女、陪従、下仕などの介錯の女房以外は、同殿に入ることを許されず、蔵人頭もしくは行事蔵人のほかは戸外に伺うこともできない定めであった。舞が終わって、舞姫が退出する。御前試 - 帳台試翌日の寅の日に行われる。舞姫が清凉殿に参上して舞を行う。童女御覧 - 祭日当日にあたる卯の日に行う。天皇が祭に出発するよりしばらく前に、舞姫に仕える童女を清凉殿に召してその姿を見る。この後、夜中に天皇の親祭が行われる。豊明節会 - 新嘗祭では辰の日に、大嘗祭では午の日に(大嘗祭では辰巳の日に悠紀・主基節会があるので)行われる公式の晩餐会。舞姫はここで舞を披露する。元来は庭上の舞台で行ったが、平安中期以降雨儀に準じて殿上(新嘗祭では紫宸殿、大嘗祭では豊楽殿。豊楽殿廃絶後は大極殿や太政官庁を使用)で舞った。

紫波中央は尋ねた「舞がキレイなのって、やっぱ重要なんですか？」王「可愛いから。」紫波中央「ああ。うん。」王「ところで、舞って何？」何を残すべきかだが、宴会やら、舞やらは残すべきだろうな。それはなぜかというと、以前、紫波中央が言った理由による。機会が増えねばならないからだ。紫波中央「王。大丈夫ですか？」王「舞は舞だよな。うん。」さて、紫波中央は、王との雑談を終えて、王の部屋から出ていった。

さて、今の王の父親には、子供が数人いたが、それらは複数死んでいた。そして、残ったのが、今の王だった。彼女ら（男女含め、彼女ら）は、死んでなければ、王代理になった筈である。王代理という表現が違うかも知れない可能性があるが、今検証するか。

東宮とうぐう 皇太子の居所。 転じて皇太子の称ともなる。 東は、四季に配すれば春にあたり、色に配すれば青にあたるので、春宮(とうぐう)とも青宮(せいきゅう)とも称し、さらに皇位継承者の意味から、儲君(ちょくん)、ひつぎのみこ、もうけのきみなどともいう。

まあいいや、王代理で。その為、紫波中央の父親は、彼女らが死ぬ事で、王代理の座になった。ので、その事は指摘を受けていた。父親は言っていた「こういう場合に備えて、親族のしきたりが管理されている。」危うく間違えるところだったよ。さて、陸奥白浜という人がいた。陸奥白浜は、王代理になった、父親の事があるので、紫波中央に対し、縁談を持ってきていた。紫波中央は、断っていた。紫波中央の父親は言っていた「そういうのは、冷静に判断しなければならない。そして、冷静に判断すると、誰を妻にすべきか見えてくる筈だ。というのは、別に我々は、陸奥白浜とお近づきになる必要は無いんだ。それより、疎遠の方がいい。なぜかというと、私は王になりたくないからだ。よろしく頼むぞ。変な期待を持たれて、義務が発生すると、大変な事になる。それは恐ろしい事だ。」紫波中央は、父親の意見に従った。なので、陸奥白浜に、宴会に呼ばれても、目立たない様にして、そして、婚姻を結ばない様に努力した。紫波中央自体には、こういう考えもあった。それはつまり、え？　王位と、妻が一挙に手に入るなんて、そんな、お得な話、そうそうないよなぁ。それはつまり、美味い話は無い。それに、父親が、明らかに野心のかけらも無いのはわかる。父親の神経の健康を気遣わなければならない。という感じだった。考えてみれば、彼の父親は以前、陸奥白浜と、距離を置かねばならないと言っていた。父親は、こうも説明した「私とは違い、陸奥白浜は、エネルギーに溢れている。奴は危険だ。此処で私が選択するのは、奴は危険だ。殺しておこう。では無いのはわかってるよな。私が選択するのは、奴とは利害関係を持たない事だ。疎遠でいれば、無事で済むんだ。利害関係を持つ事は、すなわち害に繋がる。彼はそういう男だ。それに加え、確かに、あの男は、エネルギーと野心に満ちているが、成功するとは限らない。彼に投資する価値はなくて、逃げる価値だけある。」紫波中央「逃げの一手ですか。いいでしょう。」紫波中央は、父の教えを貫徹したが、権力とは無縁そうな女性とは、関係を結ぼうとした事があるが、無縁じゃなかったので辞めた。権力は、紫波中央の方にあった為である。紫波中央は、父親にこう言った「この身体が、隠しきれないオーラを発しているんだ。そのオーラとは、王代理の息子ってオーラだ。父上。親子の縁を切るべきでしょうか。」父親「なかなかの血縁社会じゃないか。」紫波中央「そうですね。何勘違いしているんだ。血縁など関係無いんだ。と　言いたい。しかし実際は、あなたがもし、王になるならば、皆さんに対し、王の息子の妻だ！　と　アピール出来てしまう引力が働いている。」父親「あとは、あなた自身が王になった場合のな。おっと、私は王になる予定は無いぜ。」ただ、階段の様に、段階的に当てはまって行くものであるのなら、自分の意思で決めれないものならば、出来ない。そういう訳で、王になりたくない人は、全力でその戦いをしていたし、王になりたい人―陸奥白浜は、全力でその戦いをしており、お互いのベクトルは、逆を向いていた。ところで、陸奥白浜以外に、王に、自分の娘を、彼の妻として差し出した人は、２人いる。一方で、紫波中央は、人恋しくなっていた。彼は女性関係は禁止されてきた。ただ、思うのは、私は確かに、他人としては、他人の女性は知っているが、自分の方はあまり知らないと言えるのでは無いかと思われる。こんな対比であろうか、紫波中央は、人恋しくなっているが、山田の方は、しれっとしていた。多分こんなところだろうか。

さて、この山田は、能天気でもいられなかった。頼み事をされた。

女孺（にょじゅ、めのわらわ）とは、後宮において内侍司（ないしのつかさ）に属し、掃除や照明をともすなどの雑事に従事した下級女官[1]。女嬬とも書く。大宝律令以後、後宮十二司の末端職員として設置され、内侍司に100、蔵司に10、書司に6、薬司に4、兵司に6、闈司に10、殿司に6、掃司に10の定員が設けられ、定員外の女孺は全て縫司に配属された。『延喜式』では縫司にも100の定員が充てられ、他に中宮90、縫殿寮70、内教坊50（但し、未選（見習い）として）が置かれていたことが知られている。諸氏からの氏女や地方豪族からの采女から選抜され、所属した官司で様々な雑用を務めた。禄令によれば、有位者は少初位相当、無位者はそれよりも布1端分減の季禄が支給されていた。多くは低い身分であったが、稀に才能を認められる例もあり、従四位典侍となった和気広虫も元は女孺であった。

さて、その女は言った「山田さん、私はレベルが低いです。」山田「そのようだね。」女「レベルの高い人に、私達の仲間が、捕まってしまいました。助けて下さい。」山田「いいよ。」山田は、イエスマンだった。イエスマンってなんだろうね。さて、山田は女についていった。彼女は、山田を、自分よりレベルが高くて、山田よりは低い女のところに連れて行った。山田は言った「権力者登場。さあ、頭が高いぞ。」相手の女「なんか用ですか？」山田「捕虜を取っているらしいね。渡せ。」女「仕方ないですね。」ちゃんと、レベルのルールを、みんなキチンと守っていた。今はそうではない・・・。いや、山田の世界だとそうである。女は、山田に抗議した。捕虜を引き渡しながら「でも、コイツが悪いんです。私はそれを懲罰していただけですから。本当はもっと閉じ込めておくところだったのに。余計な真似をしないで下さい。」山田「何がどう悪いの？」山田は尋ねた。ところで、岐阜県のあの駅の近くにあった、インドカレー屋うまかったなぁ。中津川駅。もう一度食べたい。もう二度と行かないだろうけどね。中津川駅。今、なんでインドカレーを思い出したかっていうと、インドはカースト制だからじゃないのかな。理由考えるか。持ってきたお粥をぶちまけた。山田は、それを聞いて答えた「過失かも知れないし、それに、もし故意であったとしても、仕方ない場合はあるよ。」私は刑務所に入っている人間である。故意でも許して欲しい。女「あなたなんかに、説教されたくないです、レベル上だからって、説教までする権利がある訳ではないです。」山田「・・・」山田は黙った。山田は、言われた通り黙ったので、捕虜を解放すると、自室に戻った。そうしたら、紫波中央がやってきた。山田は、紫波中央に気づいた。彼女は言った「おはようございます。」「こんばんわ。猫を見に行きましょう。」山田「そうですね。」二人は、猫の集会所に行った。猫の集会所が実在するかだが、猫が複数集まっているのを、見た事がある。猫を放し飼いにしてみる必要がある。そして、その結果を知らなければならない。ところでもし、猫が、犬の用途としても使われるのであるなら、猫に首輪をした筈である。で、犬みたいに、鎖で繋がれる。さて、見にいったら、いなかった。二人はしばらく探した。山田は言った「部屋に戻りましょうか。」「そうですね。」彼は考えた「もし、いれていただけるのなら、ありがたいです。」山田は彼を、自室に入れてから、火をたいた。そうしておく。理由はちゃんとある。言わないけど。山田は、熱くなってきたので、衣服を脱いだ。そして、それを、紫波中央に渡した。そして言った「寒ければ、着るといいですよ。」紫波中央は思った。寒くはない。でも断るのも難なので、という事で、彼は受け取った。山田は扉を締めた。この扉は、防寒用の扉だった。紫波中央は気づいた。「お香がしてありますね。」山田「そうですよ。」香水を注文したが、あと２日たたないと来ない。寝ようか。香水来るまで。紫波中央は言った「今日は、家に帰らない予定でした。」山田「家。家はどのへんにあるのですか。」紫波中央は説明した。そこは、この職場から、４ｋｍくらい離れていた。山田は言った「結構遠くですね。」紫波中央「徒歩で通勤しているからね、結構かかってるよ。」山田「そうですか。」紫波中央「だから、今日は帰りが遅くなったから、泊まる事にした。」山田「私もです。」紫波中央「あえて、遠い場所に転居したんだ。職場から。職場のそばは煩いからね。」山田「そうだったんですか。私も静かな方が好きですけど。」紫波中央「ただ、市場がそばにありますからね。」山田「ああ。」紫波中央「まあ、いいところですよ。買い物出来ますし。」山田「買い物は私もしたいですね。」さて、山田の部屋の前は、猫の集会所になっていた。山田は、窓を開いた。「猫ですね。」紫波中央「猫だな。」山田は、目を皿にして、餌を食べに来ない猫を探した。その猫は、子猫であった。いなかった。山田は猫に言った「猫、いなくなった猫を、連れてきて下さい。」学習効果。紫波中央は言った「いなくなった猫の名前を、言わないと駄目じゃないか。なんていう名前なんだ？」山田「いなくなった猫の名前は、松本です。そうですね、では、松本を連れてきて下さい、為本。」雌猫の名前は、全部後ろに、本つけておくか。猫という意味。紫波中央は言った「ところで、猫って日本語わかるのか？」さて、為本は、山田を見てから、立ち去っていった。山田は答えた「猫の手こそ借りるべきである。」紫波中央「なる程。」ところで、セロ弾きのゴーシュって、どんな話だっけか。猫出たっけ。その後紫波中央は、山田を見た。山田は言った「どうかしたんですか？」紫波中央「なんでもない。そろそろ、自室に戻る事にする。」山田「もっとゆっくりしていってもいいんですよ。朝までとか」紫波中央「冗談だろう。ベッド１つしか無いじゃないか。おやすみなさい。」彼は出ていった。翌日になった。猫は夜集まる。つまり朝である。山田は、橋本に言われた。そういや、橋本も、たまたま本がついている女だ。「そういえば、調べていてわかったんですが、彼・・・紫波中央は、誰かと仲良くしていたみたいですよ、無論その相手は女性です。」山田「なんやてー。」「かなり昔の話ですよ。１０年前の話になりますか。」山田「それはいけないわね。」橋本「首ですか？」山田「んー。私は他人をたやすく首に出来る立場では無いぞ。」橋本「そういやそうですね。」さて、ある日、山田の元に、えーっと、紫波中央がやってきた。紫波中央は言った「私は楽器の演奏が出来る。見せてやろう。」彼は楽器を取り出した。そして、弾き始めた。弦楽器で、指で弾いて演奏するものだった。山田は聞いていた。山田は余計な事を言った。「重要なのは、弾けるかどうかじゃない、何を弾くかどうかだ。」紫波中央「その通りだ。しかし山田、あなたは弾けるのかね。」山田「弾けないですよ。」「つまりだが、山田、あなたは、戦場に出る事は出来ない。」山田「スタートラインに立っていないとも言う。」紫波中央「山田には選挙権は無い。」山田「選挙権はあるよ、選挙権は心臓動いている事が参加条件だもの。」と　見せかけて、収監されている人には、選挙権は無い。選挙権すら、無いとなると、これはもはや、選挙権無いと言っても過言では無い。紫波中央「いやない。なぜなら、精心病棟・刑務所に入っている人には、選挙権は無いからである。つまりだが、山田には選挙権は無い！」山田「くっ・・・」紫波中央「私は野望を持つ事にする。紫波中央の野望は、演奏会だ。」山田「そっか。」紫波中央「口でギター弾く事にするぜ。」山田「それは凄いね。」紫波中央「今弾いてやるぜ。」彼は、口でギターを弾いた。山田は言った「そうじゃない、どうやって弾くかじゃなく、何を弾くかが問題なんだ。」紫波中央「撤回する。どうやって弾くかの方が重要だ。内容などどうでもいい。」山田「なんやてー。言う事コロコロ変えるなよー。」紫波中央「大弦楽器大会を開催する。」山田「そうか。」紫波中央「観客として来るがいい。」山田「なる程・・・。」紫波中央は、逆立ちしながら、ギターを弾こうと企んでいた。逆立ちしながら、口でギターを弾く。さて、また別の日、紫波中央は、山田の部屋にログインした。紫波中央は言った「松本を見つけた。」山田「よし、松本の元に連れて行って下さい。」すると、雨が降っていた。紫波中央「松本は、首をくわえられていた。為本に。」山田「そうか。為本は仕事をしたみたいですね。」紫波中央「松本は、私が引き取って、箱に入れてある。雨だが、連れてこようか。」山田「あなたの部屋は何処でしたっけか。」紫波中央は説明した。山田「その部屋からですと、えーっと、依頼主は、川本ですので、川本の部屋は、これこれです。つまりですが、あなたの部屋から、直接、川本さんへ、松本を連れていけばいいと思います。私の部屋にわざわざ、というか、為本には、私のところに来る様に言っていたけど、私の元には来なかったか・・・為本め。」紫波中央は、出ていった。出て行く時に言った「では、松本を届けてくる。」山田「わかりました。」紫波中央「届けたら此処に戻ってくる」山田「わかりました。」紫波中央は、出ていった。それから、３０分程度したら、戻ってきた。彼は山田に、茶菓子を渡した。「なんか、川本のところに行ったら、猫を受け取ったあと、歓迎されて、お茶をしてきた。これは茶菓子だ。」山田「ありがとうございます。」山田は受け取った。紫波中央は、上着を脱いだ。彼は言った「何処かに干していいかな。」山田は、彼から上着を受け取って、然るべき場所に干した。彼は座った。彼は言った「山田は一切演奏しないんだね？」山田「一切演奏しないです。」紫波中央は立ち上がった「でもこれは、琴じゃないか。なぜ持っているんだね。弾かせてくれ。」山田「壊さない様にして下さい。」紫波中央は、調律を始めた。山田は説明した「かき鳴らす為に持っています。」紫波中央「かき鳴らすと、演奏するは、どう違うんだね。」山田「かき鳴らすは、音階を無視する意味合いが含まれています。私がかき鳴らした場合、同じ曲は二度と演奏出来ないです。なぜなら、音を聴いてないからです。再現☆不能。」紫波中央「それは問題があるね、あなたはミュージシャンではない。」山田「なんだって？　ではなんだと言うんだ。」紫波中央「素人だ。」山田「・・・その通りです。」さて、山田の父親がやってきた。彼はいきなり現れた。父親「山田いるか、いるな。」山田「どうしたんですか？」さて、紫波中央は、山田の隣にいた。父親は言った「おや、紫波中央様では無いですか。」紫波中央「こんにちわ。」父親「ふむ。二人とも、仲は進展していますかな？　喧嘩しなければ良いのですが・・・」紫波中央「今、琴の調律などをしておりました。」父親「おー。そういえば、あなた様は、楽器を演奏なされるそうで、いやはや、羨ましい限りですな。」紫波中央「仲は進展しておりますかな？」山田「まあ、普通ですね。普通程度に進展しております。」父親「私は別に・・・この事はいいか。とにかく、私はウェルカムですので。ところで、結婚はもう決まったのか？　山田。」紫波中央「いえ、それはまだです。本当に楽器のチューニングをしていただけでして。」父親「そうですが、楽器がお好きなんですねえ。」紫波中央「そうですね。大会を開きます。見ていて下さい。」山田「・・・」父親「まあ、進展しているようで、何よりだ。ではまた。」彼は去っていった。去り際に振り返った「ところで山田、具合が悪かったそうじゃないか。大丈夫なのか？」山田「そうですね。気をつけます。伝染病などもありますので。あなたも気をつけて下さい。」父親「そうだな・・。」彼は去っていった。

さて、紫波中央と、山田の父親は出会った。山田の父親は言った「おはようございます。」紫波中央は言った「演奏会がなかなか、開催出来ませんで、申し訳ない。」山田の父親「へ？　ああ。はい。ところで、縁談の方はどうなりました？」紫波中央「ああ・・・前回からあまり進んでませんね。あれ以来、彼女の部屋には行ってないのですよ。」父親「飽きてしまったとか？」紫波中央「いや、そうではなくて、どう進めたらいいのか、迷っているのです。というのも、彼女はこういっています。つまり、私と付き合いながら、結婚出来る相手かどうか、見極めると。」父親「では付き合わなければなりませんな。」紫波中央「確かに。最近、楽器の練習が忙しかったんですよね。暇な時間いつも、それで時間を潰してまして。」父親「はぁ。」飽きてしまったのかなぁ。と　彼は思った。

灌仏会（かんぶつえ）は、釈迦の誕生を祝う仏教行事である。 日本では原則として毎年4月8日に行われ、一般的には花祭・花祭り・花まつり（はなまつり）と呼ばれている。 釈迦（ゴータマ・シッダッタ）が旧暦4月8日に生誕した伝承に基づいている。インド・西域で行われていた、行道と呼ばれる仏像や仏塔の周りを回りながら恭しく礼拝する供犠や、行像と呼ばれる輿に仏像など信仰対象を載せ、華美な行列を組んで寺の外を練り歩く行事が、中国を経由して日本に入ってきて現在の形になったと考えられる[2]。記録上、国内で最も古い仏生会は奈良県法隆寺の聖霊会（しょうりょうえ）で、行道面と呼ばれる仮面を被った人々に導かれた行列が、仏舎利と聖徳太子像を載せた輿を東院から西院に移し、管弦と舞楽を奉じた後に元に戻す法会だった。

ところで、分ける意味は不明であるが、山田の仕事は、主に、王に報告する仕事であって、一方で、紫波中央の仕事は、王の意見を聞く仕事であった。ところで、この役割をこう変更も出来る。ある日王は、人々を、自分の前に集めた。１０人程度。そしていった「ところで、こうやって、複数人に一挙に、伝える方がいいと思うんだ。通常は。こっそりした事だけ、個人に頼む。」人々「王のお心のままに。」「何故かというと、伝令役が、私の意見や、私に報告する内容を、捻じ曲げてしまう可能性が考えられるからだ。ところで、今日集まって貰ったのは、アレだ。アレというのは、釈迦の誕生日を祝う行事の事だ。」ある人は答えた「４／８ですね。」「そうだ。」

中国では、北魏の『洛陽伽藍記』巻1、長秋寺の条に、境内に三重塔があり、そこには白象に乗った釈迦が空中を飛行する像が荘厳されていた。ここでは毎年4月4日の降誕会に、その像を輿して都中を練行する行事が行なわれていたとある。その行事の際には、さまざまな奇術が演じられ、見物人に死人が出るほどの大盛況の様を呈したという。

王「牛に乗って空中浮遊出来る奴を連れてこい。」ある人「わかりました。」王「牛じゃなくても、馬でもいいや。とにかく、象がいないから、象の代わりの動物に乗って、空中浮遊する。これが大事だ。」ある人「しかし、誰も空中浮遊出来ない場合は、ただ動物に乗って、練り歩くだけでいいでしょうか？」王「釈迦のマネごとをするだけなら、朕でも出来るぞ。朕にやらせろ。」人「えー。危ないから、よして欲しいんですけどぉ。」王「嫌だ。釈迦のマネごとをするのは、最高権力者の私じゃなきゃ嫌だ。」人「責任をご自身で取るならいいですけど。責任というのは、あなたが怪我した場合、私が罰せられると困るという意味です。」人々は言った「やるなら自己責任でお願いします。王。」山田は、別に仕事があったので、この会合に、参加しなかった。紫波中央は参加していた。紫波中央は考えた（おや、これでもし、王がお亡くなりになったら、私の父親が、一時的に王になってしまうな。まさか、ご自身で、死亡フラグを立てなさるとは、王よ。）一方で、山田は、王の新しい妻に、職場案内をしていた。王の新しい妻は、西田という名前だった。西田は言った「トイレは何処ですか？」山田「案内します。」山田は案内した。最近山田には、紫波中央は会いに来なくなっている。山田は、今回の会合に参加する事で、紫波中央に会いたかったが、彼女に、職場の案内する、役割が生じたので、会うチャンスは流れた。西田「必要な場所は、こうだと考えます。
・トイレ
・事務室
・王の部屋
・私の部屋」
山田「いや、あなたの役割は、ｘｘです。ｘｘは、んー。王とやりとりする役割ですね。王の着物を用意したり。」西田「そうですね。王の部屋は必須だとして、」山田「着物を持ってこなきゃいけませんし、それに、王の着物を持っていかなければなりません。何処に持っていくか、そして、何処から持ってくるか、案内します。」

天皇の寝所に奉仕する女官で、女御（にょうご）に次ぐ位。元は天皇の着替えの役目を持つ女官の職名であった。桓武天皇の時が始まり。更衣 (後宮)を参照。更衣（こうい）とは、本来天皇の衣替えに奉仕する女官の称であったが、後に嬪・女御に次ぐ令外の后妃の身位（『弘仁式』中務省式）となった。

リネン室がある。此処から持ってくる。山田は、リネン室に、西田を案内した。西田は覚えた。西田は言った「地図書きたいんですけど、いいですか？」山田「いいよ。」山田は、西田を、紙置いてある部屋に、連れて行った。そして、西田に紙を渡した。それから、筆も渡した。西田は、携帯の、ボクジュ入れる容器を渡された。西田は、床に座って、紙に地図を書いた。西田は、山田の事務室から、トイレまでのマップと、山田の事務室から、紙の部屋までのマップと、山田の事務室から、リネン室までのマップを書いた。山田は、次、洗濯室に案内した。洗濯室では、洗濯する役割の人が、洗濯をしている。この人々は、めったに衣服を取り替えないが、それでも時々は取り替える。王は、気分で、衣装を取り替えたり、寝る時は、取り替えたりする。王は、衣装替えは激しかった。王だからね。贅沢が出来る訳だ。山田はそれから、西田を、西田の部屋に案内した。西田には、事務室はなかった。なぜかというと、彼女の職場は、王の部屋だからだ。これで部屋案内は、終了となった。

ところで、此処には、王の妻が住んでいる。王の妻には、下女が与えられている。山田と、西田が歩いていると、下女が出てきた。王の妻には、ランクがあった。最高ランクの妻は、レベル１としておく。レベル１の妻は、５人いた。西田は、レベル２の妻だった。さて、下女は、西田に言った「西田さん、レベル２の妻になった事、深くお悔やみ申し上げます。なぜなら、あなたには、断る選択肢を、期待していたからです。」「そうです。なぜなら、西田さんの元の身分を考えると、レベル２の妻になる事すら、ふさわしく無いからです。」西田「しかし、」

新嘗祭は、天皇がその年に収穫された新穀などを天神地祇（てんじんちぎ）に供えて感謝の奉告を行い、これらの供え物を神からの賜りものとして自らも食する儀式である[1]。毎年11月23日に宮中三殿の近くにある神嘉殿にて執り行われる[2]。同じ日に全国の神社でも行われる。

西田「あの祭りで、踊った者が、王の妻になるって、そういう俗説を聞いた事があるのですが・・・。」下女「なる程。しかしだね、この身分社会で、そういうチートを使われると、頭に来るものなのだよ。」西田「はぁ。」山田「話してないで行きますよ。」下女「おっと山田、お前にも話がある。あなたは本来、このような身分の女に、仕える身分では無かった筈だが、気分はどうだ？」「さっさと仕事を終える所存です。」下女「そうかい。私は仕事の邪魔してんだけどね。」山田「しかし、王を困らせるのはどうかと考えますが。私の責任ではなく、あなたの責任ですよ。」下女「ふむ。」彼女は道を開けた。さて、山田は、最終的に、西田を、王の元へと連れて行った。

山田は、事務室に戻った。そしたら、紫波中央がいた。紫波中央は言った「香水を変えた。」山田「へえ。」紫波中央「なんか、母親が送ってきてくれるんだ。それに変えた。」山田「なる程。」彼の母は存命らしい。紫波中央は言った「王は、人々を呼び集めて、意見交換する様にしたいらしい。今日はそういう集会だった。あなたは参加してなかったな。」山田「ああ。王の新しい妻の人が来たんですが、彼女に、職場を見学させてました。」紫波中央「そうでしたか。」ところで、三国志のドラマ見たんだが、そしたら、王というか、曹操は、軍師を呼び集めて、会議をするのが通例だった。そんな感じを目指そうと思う。紫波中央「新しく入った人は、役職は、妻だけではなく、王の衣替えをする仕事の人です。他にも、既に王の部屋に出入りする役割の人がいますね。その人に、案内させるべきだったのでは無いでしょうか。」山田「そうですよね。なんででしょうか。」はい。紫波中央「多分アレでしょうね。他にも彼の妻は、５人います。新入りを、丁寧に扱い過ぎる事に、問題を感じたからかも知れません。」山田「えー。大差無い気がするけどなぁ。私のモットーは、仕事能率化なのに・・・」紫波中央「王のモットーは違うんでしょうね。」山田「王のモットーは、石橋を叩く・・・かな。」紫波中央「多分そんなところだろう。」山田「これから、お菓子食べるんだけど、一緒に食べない？」紫波中央「いいね、いただこう。」お菓子の内容は・・・。揚げパンと揚げチキンだろうな。ところで、偽の香水したら、気分良くなってきたので、本物の香水なら、もっといいだろう。コンビニは三種類概ねある。セブンイレブン、ファミリーマート、あとなんだっけ。ローソン。これらは、チキンを出していると考えられる。

ローソン
Lチキ レギュラー　ローソン標準価格180円(税込)　カロリー270kcal

ファミリーマート
・ファミチキ　サクサクッとした衣の食感と、柔らかくてジューシーな鶏肉の旨みが楽しめます。食べやすい骨なしタイプ。発売日：2006年10月17日　ファミリーマート通常価格167円（税込180円）
・ファミチキ（刺激のブラックペッパー）184円（税込198円）
・ポケチキ（ペッパーマヨ味）4個入130円（税込140円）
・炭火焼きとり　だきみ（胸肉・かわ）タレ130円（税込140円）
・ファミチキ167円（税込180円）
・スパイシーチキン135円（税込145円）
・チキンステーキ184円（税込198円）

セブン
・ななから（もも）60円（税込64.80円）販売地域：東北、関東、甲信越、北陸、東海、近畿、鳥取県、島根県、広島県、山口県、九州、沖縄　熱量：67kcal、たんぱく質：5.9g、脂質：3.5g、炭水化物：3.2g（糖質：3.1g、食物繊維：0.1g）、食塩相当量：0.6g
・ななから80円（税込86.40円）販売地域：北海道　熱量：112kcal、たんぱく質：7.7g、脂質：6.9g、炭水化物：5.0g（糖質：4.9g、食物繊維：0.1g）、食塩相当量：0.5g
・揚げ鶏180円（税込194.40円）販売地域：全国　熱量：185kcal、たんぱく質：13.5g、脂質：10.8g、炭水化物：8.7g（糖質：8.3g、食物繊維：0.4g）、食塩相当量：1.2g
・ななチキ188円（税込203.04円）販売地域：全国　熱量：197kcal、たんぱく質：13.8g、脂質：11.1g、炭水化物：10.7g（糖質：10.3g、食物繊維：0.4g）、食塩相当量：1.5g
・からあげ棒128円（税込138.24円）販売地域：全国　熱量：187kcal、たんぱく質：7.4g、脂質：11.7g、炭水化物：13.3g（糖質：12.6g、食物繊維：0.7g）、食塩相当量：1.3g

全部食べたい。ただ貼り付けただけである。コンビニ行ったら全部購入して、味を比べてみましょう。

チキンは最高でした。私は食べてませんが、山田と、紫波中央は食べて、そう思いました。

諸司官人の六位以下に叙すべき者は，1年間(8月1日より翌年7月末日まで)の勤務成績を考査し，その翌年2月11日の列見（れつけん）を経て，成選人(叙位の資格を認められた人)の位階を擬定し，4月7日，そのうちの内八位以上(五位以上の勅授，外八位以下の判授に対し，奏授という)の名簿を奏上する。平安時代の宮廷行事。六位以下の身分の低い朝臣に、その成績を考慮して太政官が昇進を奏上する儀式。陰暦の四月七日に行われ た。

山田の部署では、王に対して報告する内容を扱っている、ハズだ。記憶が無いので、ハズだ、という表現になる。その中に、人々の、昇進に関する報告があった。山田はそれを整理した。この部署の問題は、此処に集められた情報が、王に届けられない場合、届けられない点だと思われる。そして、大会議システムになったあとでも、それは同じかと思われる。あれ？　違うかな、王からの報告なのかー？　まあいいやどっちでも、両方でいいや。山田は言った「これは、王からの報告だ。」

検非違使（けびいし、けんびいし）は日本の律令制下の令外官の役職である。 「非違（不法、違法）を検察する天皇の使者」の意。 検非違使庁の官人。 佐と尉の唐名は廷尉。京都の治安維持と民政を所管した。また、平安時代後期には令制国にも置かれるようになった。平安時代の弘仁7年（816年）が初見で、その頃に設置されたと考えられている。当時の朝廷は、桓武天皇による軍団の廃止以来、軍事力を事実上放棄していたが、その結果として、治安が悪化したために、軍事・警察の組織として検非違使を創設することになった。当初は衛門府の役人が宣旨によって兼務していた。官位相当は無い。五位から昇殿が許され殿上人となるため、武士の出世の目安となっていた。寛平7年（895年）、左右衛門府内に左右の検非違使庁（役所）を置くようになったが、天暦元年（947年）に効率化、迅速化のために統合されて左庁だけに検非違使庁が置かれるようになった。司法を担当していた刑部省、警察、監察を担当していた弾正台、都に関わる行政、治安、司法を統括していた京職等の他の官庁の職掌を段々と奪うようになり、検非違使は大きな権力を振るうようになった。平安時代後期には刑事事件に関する職権行使のために律令とはちがった性質の「庁例」（使庁の流例ともいわれた慣習法）を適用するようになった。また、この頃から検非違使庁における事務は別当の自宅で行われるようになった。平安時代末期になると院政の軍事組織である北面武士に取って代わられ、更に鎌倉幕府が六波羅探題を設置すると次第に弱体化し、室町時代には幕府が京都に置かれ、侍所に権限を掌握されることになった。

山田「これは、これこれに対する報告だな。」山田以外に、二人の人が、資料を閲覧して、仕分けしていた。山田は考えた（資料改ざんする暇はないよなぁ・・・まあいいけど。）

さて、西田がやってきた。西田は、山田に言った「王のところに行きますから、ついてきて下さい。」山田は言った「場所を覚えたのなら、自分で行って下さい。」西田「一人だと妨害されるんです。」山田「仕方ないなぁ。」山田以外の事務員「山田、行くな。仕事が滞るだろう。」山田「では、じゃんけんで決めましょう。さあ、亀田、そして、西田、じゃんけんで私を取り合って下さい。」亀田「勝手に決めるなよ。」山田「話を早く進めましょうか。」亀田は、仕方ないので、西田とじゃんけんした。亀田が勝利した。山田は、資料整理を再開した。山田は西田に言った「西田。諦めて一人で行って下さい。一人で、職場を回るのも、仕事の内です。」西田「だーかーらー、一人だと無理なんですってばーっ。」亀田「西田。あなたは賭け事に負けたんだ。おとなしく去りなさい。さもないと、実力行使しますよ。」亀田と、他の事務員は、西田を部屋から、つまみだした。西田は、戻ってきたが、蹴り飛ばされた。仕方ないので、西田は、部屋から出ていった。

山田が、自室に戻ると、紫波中央がいた。紫波中央は、山田に、お菓子を差し出した。

ふ‐ずく【粉熟】 〘名〙 米・麦・豆・胡麻(ごま)などの粉を餠にし、ゆでて甘葛(あまずら)をかけ、こね合わせて、細い竹筒の中におし入れてかためた菓子。 筒から突き出し、切って食べる。 ふんずく。
糫餅の用語解説 - 唐菓子の一。米・麦の粉をこねて細く引き伸ばし、ひねって輪のようにして、油で揚げたもの。まがり。

竹筒の中に入れておくのがポイントに思える。なぜなら、乾かないから。乾くと硬くて美味しくないよね。

紫波中央は言った「どうぞ。」山田は受け取った。紫波中央は言った「筒に入れてあるのが、配点が高いと考えます。」山田「なる程。」「一方で、こちらの方は、揚げてあるから、硬くなりづらいのかも知れない。」山田「いただきます。」

蘇（そ）は、古代の日本（飛鳥時代～平安時代[1]）で作られていた乳製品の一種で、乳汁をかなり乾燥させ長期保管に耐える加熱濃縮系列の乳加工食品[2]と考えられている[3][4]。文献には見えるが製法が失われた「幻の食品」となっている[1][5]。不明な部分の多い食品ではあるが、諸説に共通しているのは「蘇は乳を煮詰めた乳製品で美味しいもの」である。『延喜式』には、生乳一斗を煮詰めると一升の蘇が得られる旨の記述がある。こうしたことから推測した製法で、現代日本でもつくられている[1][5]。西暦700年、文武天皇により蘇を税として全国で作るように使いが派遣された[6]。典薬寮の乳牛院という機関が生産を担っており、薬や神饌としても使われていた。仏教祭事には蜜と混ぜられて原料として使用された様子である[6]。平安時代、貴族階級の間で乳製品が広まったが、武士が台頭して来るにしたがって、江戸時代中期まで日本の酪農は廃れた[6][7]。現代では、文献を元に様々な人が蘇を復元しようとしているが[3][8]、原料乳の生産牛種が不明であることなどから、それが本当に当時の蘇と同じものであるかは、現存しないため確認は困難である[3]。牛乳を沸騰するまで煮詰め、混ぜて作る[9]。また、弾力ある「生蘇」と乾かした「精蘇」に分けられる[10]。現在に残る当時の文献が少ないが、製造方法は『延喜式』[3]や『政事要略』に記され、「蘇を作る方法は、乳を一斗煎じて、一升の蘇が得られる」程度の記載である。そのまま濃縮牛乳を作っただけでは、日本の気候風土から腐敗してしまうので、何らかの処理がなされていたとも言われている[6]。また、一斗から一枡ということは10分の1になるということだが、生乳の固形分は12%程であるため厳密に原料乳比10%に濃縮することは不可能であり、『延喜式』の記述は目安量であるといえる[11]。チーズとしての蘇編集　上記のように、蘇が乳を煮詰めたの物だと腐敗してしまうので、何らかの処理がなされたと考えるのが妥当である[6]。大般涅槃経の乳製品編集『大般涅槃経』（だいはつねはんきょう）の中に、五味として順に乳→酪→生酥→熟酥→醍醐へとある[6]。酥は醍醐の原料という説があるのはここからであるが、蘇と酥は別のものとする説がある[6][7]。

蘇を蘇生。蘇作りたい。ところで、武士は、乳製品を嫌う性質があったらしいが、悲しい事だ。そのせいで今の日本の体たらくである。私は肉食いたくて仕方ないぞ。戦闘民族の武士は、肉が嫌い。闘牛のような存在なのかも知れない。

さて、紫波中央は、乳製品も山田に渡した。山田は、一番喜んだ。紫波中央は言った「そっかー。山田に、乳製品渡すと、一番喜ぶのか、高級志向だな。」山田「いいえ、高いからではなく、栄養素的に好きなだけです。」紫波中央「高栄養素は、高級品であるべきに思えるがね。」山田「それもそうだと思います。」

さて、山田は、王のところへ行く任務が出た。多分王のところへ行き、王に報告しなきゃいけないだろう。朝礼だった。山田は、道中、色々な人々に、進行を邪魔されたが、殴って解決した。そしたら、乱闘になったので、ワープを使って逃げた。そして、王の会議所にたどり着いた。そして、伝えるべき事を報告した。紫波中央もいた。紫波中央の役割は、王が会議所で、話した事を、書き留めておいて、それを、持ち帰る役割だった。山田は、王に言った「西田さんが、」西田も、会議の席にいた。「西田さんが、此処につれてこいって、煩いんです。本来の業務に、支障が出ています。」王「西田も来なければならない。つまりだが、あなたの業務を、一部変更して、西田を連れてくる事にする。そして、本来のあなたの業務には、誰か一人、新しい役割をあてがう事にする。そうだな、その、新しい一人が配属されるまでは、西田は、一人で此処に来なければならない。それと、西田の妨害をする連中は、警察に追い払わせる。警察を西田につける。」山田「最初からそうして下さい。私要らないじゃないですか。」王「確かにそうだな。今後、西田が移動する際は、彼女に警察をつけるように。」人々「わかりました。王。」さて、王の意見を届ける役割なので、紫波中央も、答えた「わかりました、王。」王「ところで、後継者の事だが、まだ決まっていない。」紫波中央「早く決めて下さい。」王「そうだな。ではこうするか、ｘｘを探して持ってきた者を、王にする。この場合、ｘｘは・・・ガルダ王の羽根にしようか。」紫波中央「なる程。」人々「では、その様に伝令します。」王「よろしく頼んだぞ。ところで、もし、ガルダ王の羽根を手にいれて、それを持ってきたものは、地下世界にあるという、リンゴの実を持って帰ってこい。試練はいくつもあるぞ。」現時点で、王の子供は、７人程度いた。７人は、その伝令を聞いた。そして、各々動き出した。子供が幼い場合は、その側近が、動き出した。山田は、今後は、西田の側近しなくても、良さげになったので、自室に戻って、安心して寝ていた。寝ていたら、事件が起こった。食中毒か、毒殺未遂事件が起こった。王の子供ら７人は、中毒になった。そしてそれは、警察が調べたが、この世界の科学力では、毒殺なのか、それとも、単なる食中毒なのか、不明であった。警察は言った「とにかく、菓子が自然と腐敗したのか、それとも、差し替えられたのかを、確かめる必要がありますが、確かめる方法は、１つあります。もう一回置いておく事です。そして、腐敗するか確かめるのです。もし、何度も検証して、腐敗しない場合は、差し替えられた事になり、意図的な毒殺だっただろうという事になります。既に毒殺の線で捜査はする必要はあります。今は、あの時あそこに、立ち入った人物を判明させようとしていますが、かなり困難です。というのは、誰でも来れる状況で、その時にアリバイある人も、ほとんど居ないからです。とにかく、今後は、毒殺に気をつけねばなりません。」王「なる程。」さて、警察が調べていると、菓子の包み紙から、血痕が見つかった。その為、この血痕の主が、何か細工をしたのでは無いかという話になった。医者は言った「血液が付着する事で、食べ物が痛む場合もあります。つまり、たまたま、腐敗を進行させた、誰かがいるかも知れません。」なので、全員に、身体検査を行い、怪我がある人を調べだした。すると、１０人見つかった。この１０人は、とても疑わしい人。リストに入った。この１０人は、今後、食事の作成に、特に、王の子供へ届けられる、食事の作成のプロセスに、関わる事は禁じられて、それに伴い、数人は、役割を変更させられた。さて、山田は、紫波中央に言った「多分こうだ。食事の配膳までに、関わる人を、はっきりさせておく。これしかない。」紫波中央は言った「それで、結婚の話はどうなりましたか。」山田「やっぱり結婚は、いきなりは難易度が高いからね、とりあえずセックスしよっか。」紫波中央「了解しました。」山田「ところで、食事の配膳までに関わる人を、はっきりさせておいて、その人々を公表しておくと、やりずらくなるよね。それだ！」終わり。




６２３
山田がいた。山田は、種田と会話していた。種田と山田以外のメンバーは、３人いた。種田は、会話の内容に、興味を持ってなかった。山田もあまり興味を持ってなかった。山田と種田は、友人だった。残りの３人は、そうでも無かったが、３人は、種田の事をすいていた。山田に対しては、そんなにすいてなかった。３人は、出し物の話をしていた。山田は言った「出し物は、腕づもうやろうよ。」種田は答えた「いや、出し物は、出店をやる。スイーツを提供するんだ。」３人は、種田に賛成した。「スイーツか、もし、客が来るならなんでもいいが、こちらは、うでづもうに比べると、投資しなきゃいけないが、客は一見来そうな気配はある。」山田は同意した「たしかにね。でも、どうせ飲食店やるのなら、んー・・・スパゲティ食べたい。」「食べたいんじゃなくて、何をすれば、来るかが大事でしょうが。」山田「わかめスパゲティが食べたい。」「わかったよ。だったら、スイーツと、わかめスパゲティ提供する店にしようか。」山田「それならいい。」そんな感じだった。さて、山田と種田は、家に帰った。二人は、ルームメート同士だった。それから二人は、電車で、旅行にいった。海水浴場へでかけた。電車に乗った。二人は、空いている席に座った。さて、二人は、海水浴場の、海の家で、焼きそばとかを食べていた。焼きそばとスパゲティ食べていた。そして山田は言った「次何処行こうか？」種田「秋葉原に、安い寿司屋があるんだ。其処行こうよ。」山田「いいよ。でもさ、秋葉原って、遠い可能性はあるよね。」山田何処住んでいるんだろうね。群馬県でいいかな。種田「んー。寿司食う為だけに、行くのは無いかー。何か電化製品買う事にしようか。私スマートフォン持っているんだけど、山田は持っていたっけか。」東武伊勢崎線というのがあるが、概ねそれを使う事にする。まだいってないが。山田は答えた「んー。電化製品は私通販で買うからなぁ。」種田「なる程。」行く理由はなくなった。種田「私買いたいゲームあるんだけど、パソコンゲーム。」山田「いいじゃん。通販で。」種田「なる程・・・。」山田「それより、巻き貝を拾って焼いて食べようよ。」種田「山田は、自然が好きなんだね。」山田「そうだよ。巻き貝より、多分二枚貝の方が美味しいけど、この海巻き貝しかいないから、仕方ない。」海行きたいなぁ。海で巻き貝とって、巻き貝食べたい。美味いかどうか実験したい。巻き貝危険なんだけどね。寄生虫が。二人は、テント張って、宿泊した。そして、二日目、二人は、海の家で、焼きそばを食べていた。焼きそばを食べたり、カニを捕まえて食べたり、ウミウシを捕まえて食べたり、アメフラシを捕まえて食べたり、海藻を食べたり、巻き貝を食べたりした。食べてばかりである。話をどう展開させようか迷う。さて、山田たちが、キャンプしていると、電話がかかってきた。ところで、海の家で、充電させて貰っている。電話の相手は・・・松田でいいや。松田だった。松田は言った「家にいったんだけど、留守だね。何処にいるの？」山田「〜海岸に来ている。」松田「私も行く。」山田「いいよ。〜海水浴場の近くの空き地で、テントはっているから。」松田は、電話を切った。山田は、松田の事を、種田に説明した。種田は言った「え？　松田さんが来るんだ。」山田は言った「そうだよ。松田さんと、仲悪いっけか。」種田「そんな事は、ないけどさ。」さて、松田と合流したが、楽しい時間は、終わりを告げた。山田は、家に帰った。山田は、衛星放送で、授業を受けている。その勉強をしなくてはいけない。勉強をした。まあ、内容はともかく勉強をした。さて、山田は、試験会場に来た。そこで、試験を受けた。山田は、単位を取得した。さて、山田の知り合いに、橋本という人がいた。山田が、橋本に声をかけると、橋本は、山田から逃げていった。山田が、種田に、その事を言うと、種田は、山田に言った「山田を、橋本と仲良くさせる計画をしようか。」山田「私は別に、橋本の連絡先を聞こうとしただけだけど。」種田「そうだ。たったそれだけの事が困難なんだ。なにせ、自分の電話番号が、他人に利用されるリスクがあるからね、なかなか教えはしない。」山田「じゃあさ、種田教えてよ。」種田「いいよ。というか、既に連絡先交換しているとお思うんだけど。」山田「うん。しかし、橋本も、逃げる事は無いと思うんだけどなぁ。」種田「ご愁傷さま。」逃げる橋本は無視しようか。進行が難しい。一部の人は、お化け屋敷をやる事になった。山田は、スイーツを提供する店をやる事になっている。種田は、お化け屋敷をやる事になった。種田は張り切った「お化けのメイクするの好きかも知れない。」山田「あ、それ私もやりたい。」さて、山田が気づくと、橋本が、何か運んでいた。重たそうにしていた。山田は声をかけた。「一緒に運びましょうか？」橋本「ありがとう。」二人は、重たいものを運んだ。両側から、挟み込んで持ち上げると良い。

６２１
山田がいた。今日は、夏至である。やった、馬鹿げた、暑い季節が、収束していく時間になった。山田は、ある日、武田の手によって、デスゲームへと、放り込まれた。会場は、異次元空間だった。武田は、あつまった人々に宣言した。「殺し合って、生き残った最後の一人だけが、その異次元空間から、出られます。では、殺し合って下さい。」双葉社風だと思う。双葉社だよね。さて、山田は、短刀で、目の前の、誰かに突進した。刺突！　冬至までには、刑務所から出たい。目の前の誰かは、巴という名前だった。性別は、女である。山田は、年齢非公開である。しかし、他の連中の年齢は、設定する。巴は、１８歳である。以上。武田も年齢非公開だな。竹中は、３０歳だが、この話に出てくる事にするか。竹中も、拉致されていた。竹中は、目からビーム出す能力を持っていたので、目からビームで、人々を殺し始めた。巴は、相手の体内から、刃物を突き出して、相手をズタボロにする能力を持っていた。巴は、山田にソレを使いながら、武田に使えないか考えた。どこにいるか知らない武田に対し。武田は、音声だけ公開していた。さて、巴は、武田に使ってみた。使用出来たが、武田は、攻撃を避けた。武田がどこにいるか不明だが、攻撃自体は作用した。武田が、巴の攻撃を避けると、刃物は、空を切った。武田は、刃物を、全て、巴の体内にワープさせた。巴は、心臓や臓器に、甚大なダメージを受け、瀕死になった。山田は、巴の攻撃で、一度死んでいた。しかし、山田は、復活する能力がある。心臓の上には、白い石がある。白い石があると、復活する速度が上がる。山田は復活した。さて、巴は死にかかっていた。山田は、巴の刃物を抜いてから、巴の傷を癒やす魔法を使い始めた。巴は言った「なぜ、私を助けるんだ・・・？」山田は答えた「私は、百合野郎だ。あなたの貞操を狙っている。今のやり取りで、あなたは、私より、弱いんじゃないかって思ったので、私の子分にする事にする。」巴「そうなんだ。」巴は、山田をロリコンだと思った。巴は１８歳である。「でもいいけど、ただ、生涯の子分にするってだけでもいいかもしれない。正直、百合野郎って設定が必要かどうか、わからない。生涯の友にはしないみたいだ。だって、さっきの殺し合いで、これは友人になれる　だなんて、わかる筈無いものね。」巴「ドラゴンボールの話だけど、ベジータとカカロットが、和解するのに、結構時間かかったものね。殺し合いで友情深めるのは、時間がかかる。けど、その時間を経てないので、子分。とか、百合という無理な設定。」山田「そこまでわかっているのは、心の友だよ。」さて、二人がのんびり話している間、竹中は、修羅と化して、近隣の人々を、レーザービームで、虐殺していた。山田は、竹中から、子分と自分を逃し始めた。彼女は、滑車を出して、それに、傷ついた、巴を乗せて、移動を開始した。竹中は、回転しながら、レーザービームを乱射した。照射時間は、無限。そして、水平に、１８０度回転光線。回転速度は、時速５０ｋｍぐらいにしよう。竹中の身長は、１７３ｃｍ，山田の身長は、１５５ｃｍ，レーザービームは、竹中の、目玉から出ている。夏至になったら、調子良くなっている。暑いの超苦手なんだなと、よくわかる。レーザービームは、山田の頭上を、掠めて飛んでいった。つまりだが、竹中の身長程度まで、身長高い人にしか、このレーザー照射方法は、通じない。山田は、身長低くてラッキーだった。山田は、巴を連れて、逃げ続けた。この異空間は、水平方向にも、垂直方向にも、無限の広さを持っていた。しかし、障害物は無い。竹中のターンである。障害物なければ、レーザービームは、相手をどんな遠くでも殺せる。竹中以外の、メンバー考えないといけない。炎を操る男がいる。こんな程度だな。でも、竹中に殺されたんじゃなかろうか。ディグダ出すか。ポケモンのディグダ。多分大丈夫だろう。このディグダの、種族値はこうなっている。

体力　４０
攻撃　７０
防御　６０
特殊攻撃　７０
特殊防御　７０
素早さ　１０５
合計　４１５

個体値は無し。たとえば、個体値が無いゲームがある。刀剣乱舞の事だ。個体値無い方がいい。なぜディグダ出したかというと、意味があって、竹中の攻撃を、避けきれるからである。ディグダは、穴に潜った。土の中には、光線が貫通しないので、竹中は完全に無力化される。あと他に誰か出せるか？　身体硬化させる人出すか。しかし、この人は、戦死した。なぜかというと、竹中のレーザー光線で、貫通させられたからである。竹中レーザーの、照射時間は、無限である。なので、黙っていると、すぐ貫通させられる。硬化出来る人は死んだ。あとは、火炎使いだが、この人は、身長、１７３ｃｍだったので、逃げている最中に死んだ。彼は、レーザービームを、伏せて避けられるほどの、反射神経は無かった。竹中はそうやって、身長１６３ｃｍ以上ぐらいの人を、全員殺した。それから、低い体勢になった。これで、山田も殺せるわけだ。フィギュアスケーターみたく、低姿勢で、回転を始め、レーザーを照射し続けた。竹中は今や、常に目からビーム出している状態になっている。さて、山田の、尻は、レーザーで撃たれて、まる焦げになって、山田は地面に倒れた。回転速度が、どの速度なら、人体を焼き切るのに、もっとも適切なのかはわからないが、この再現だと、焼ききれる前に、次の視点に移った感じである。山田は倒れた。面倒なので、竹中、巴、山田、ディグダ　しか　生き残ってない事にする。いや、違うな。ワープ野郎がいる。ワープ野郎は、川本って名前にしようか。ワープ野郎は、無限に遠くにワープしていた。此処では、大気の作用で、竹中のレーザービームが、届かない。そして、昼寝していた。彼は生き残るかもしれない。レーザービームの強さは、太陽光程ではない。どの程度かと言われても困るが、至近距離だと、焼け焦がす程度の威力である。照射時間が無限なので、そのままほっとくと、焦げるだけじゃなく、溶けてしまう。ディグダは、穴に潜ったまま、　じしん　で　攻撃を行った。じしん　の　威力　こうする。

１２０ダメージ/命中１００/じめん/地面攻撃/５０％の確率で、相手の防御ダウン/全体攻撃。

全体攻撃なので、竹中以外にも、ダメージがある。さて、川本は、じしん　で　揺さぶられて、目覚めた。強い　じしん　に　よって、人々は、とにかく揺さぶられた。そして、１２０ダメージ、タイプ一致で、１８０ダメージ各々受けて、しかも、防御が、１段階ダウンする事になった。ディグダにみんな、負けるかもしれない。やっぱ、ポケモンの方が、人間より強いのかもしれない。ギャラドス出したくなってきた。では、このデスゲームで、生き残った人は、きょうあくポケモンの、ギャラドスと戦えるという事にする。さて、川本は、空中浮遊した。川本は、空中浮遊も出来る男である。じしん　は　無効化された。一方竹中は、空中浮遊出来ない。レーザービームしか撃てない男である。竹中は、ディグダに攻撃する事にした。地面に対し、レーザービームを照射続けるのである、地面が溶けて、貫通させられれば、レーザーを当てる事が出来る。竹中は、地面を溶かし出したが、じしん　が　続いており、揺れて揺れて、照準が定まらない。竹中は、そのまま、ライフ０になって、死亡してしまった。さて、巴も、ダメージを受け続けていた。山田は、巴を、持ち上げようとしたが、地面が揺れており、出来なかった。巴も死んだ。山田は、じしん　が　終了するまで、死に続けた。強い人考えられないので、不死身にするしかない。さて、この　じしん　の　回数は、２５回としておく。ディグダ　は　２５回使い終わった。一方で、川本は、他人をワープさせる事も出来る。彼は、ディグダを、超高い場所にワープさせて、地面にたたきつけて、これを殺した。山田にも行った。しかし、山田は死なない。長期戦になったが、川本は、山田が死なない事に気づいた。諦めきれない、川本は、山田を食べて、自分を延命しようとしたが、隙きをつかれて、山田に、首を、刃物で斬られて、絶命した。山田の勝利となった。さて、山田が一人だけ、生き残ったので、ギャラドスが現れた。

種族値
体力　１００
攻撃　１２５
防御　８０
特殊攻撃　１００
特殊防御　１００
素早さ　８０
合計　５８５

と　しておく。ギャラドスはまず、はかいこうせん　を　使った。はかいこうせん　こうしておく。

威力２００/相手倒せない場合は、反動で、次のターン、動けない。/タイプ、ひこう。/命中、１００％/ぶつり/単体攻撃。/２５回。

さて、山田は、一瞬で、消し炭になった。しかし、復活した。ギャラドスは、はかいこうせん　を　そう、凶悪　な　威力　の　はかいこうせん・・・刑務所出たら、ポケモンダイパの、改造ツール使って、改造して、凶悪な、はかいこうせん　ギャラドスに、使わすんだっ☆、と、思っている。寿命がもう足りないので、ポケモンRom改造しないと思うが。寿命が足りないなぁ・・・。なので、構想だけ書いておく。口から放たれる　はかいこうせん　は　全てのものを　焼き尽くす。いわ　と　はがね　以外は。ぐらいの　威力　で　実戦実験　してみたいのだが、そんな計算である。タイプ一致で、威力３００で、物理攻撃、１２５の種族値なので、はがね　いわ　以外は、全部焼き付くせる筈なんだけど。山田は、不死身なだけで、防御は紙性能なので、一瞬で焼き尽くされた。山田、ポケモンの種族値にすると、こうである。ALL５０。多分その程度。キャタピーよりは強いのか。わざ：刺突。威力５０。相手を、流血状態にする事がある。さて、ギャラドスは、バーサーカーになって、山田が復活するまで、何度も同じ攻撃を繰り返した。ウィキペディアにおける、ベルセルクの、説